
号数 年月日 分類 題目 内容 著者 備考
265 大正4年8月25日 明治天皇御製

昭憲皇太后御歌
神職の本領
独逸の実力 井上友一
斯波隠者局長談話の一節
帰一協会の決議に付て一木文相の談
国定教科書中迷信の課に就いての一節 目黒雨峯
神道史講述の一節 高山講師
清潔と進歩 神の道抜萃
祝詞の性質 下田講師講述
日本民族の自覚 佐藤海軍少将講演の概要
国体の本義 奥村天涯
千木 神道名目抄標注
鰹木 神道名目抄標注
大嘗と新嘗の別
つはもの 池野英介
故実拾要巻之一　中ノ院家之書ト云 池野英介
臣、連、首
祝詞文起草の意得を拝読して 東春二葉生
尾張国神社誌（つゞき）
百人一首略解（続）
歌学の栞（つゞき） 中野周次郎
歌はいひ尽さぬをよしとする事 松園主人
鹿児島県県社以下神社神職俸給規則
府県社以下神社氏子総代並崇敬者総代の選挙職務権限に関する規定草案
夷類降伏
悠紀斎田田植歌
主基斎田田植歌
山口県都農郡富田村庭積の机代物斎田田植歌
七月分課題
鴨川集の花の歌太郎集 池野英介
富部神社献詠五月分撰歌
同上六月分撰歌
三河三十六歌
八月分兼題「雨後蝉」
五節米姫選定
明治神宮
帰一協会及枢密院各大臣貴衆両院議員教育調査会員各府県教育者に配布せ
る決議
靖國神社は六月三十日の大祓よりは官吏を参列せしむることゝなり。六月陸軍省
より十二月海軍省より参列することに決定せりと。
来る九月挙行の明治神宮神殿造営地鎮祭次第左の如く内定せりと申す。
大嘗祭悠紀主基両殿神座ニ安カルベキ繪服ハ今回古式ニ基キ三河国ニ調進ヲ
命セラル
仮賢所地鎮祭
西賀茂郡講演概況
南設楽郡講演概況
額田郡岡崎町高等女学校に於て本月五日より仝十二日迄五日間柴田顕正氏を
聘し現任神職の学術講習会を開く
知多郡講演概要
額田神職会報
南設楽郡に於ける講演会状況報告
八月二日より三日間整理委員会を開き従来の墓地使用者に対して実地立会を通
知し夫々区画を定め境杭を入れ又新に申込者に対し夫々交渉をなし料金を協定
す
山王社氏子総代より講堂移転の期日を至急確答せられたし又非移転せさる契約
を結はれたしと請求し来りしにより大木神山へ電報を発し出席を乞ひしも大木は
差支ありて不参神山のみ出席種々協議を遂け非移転を利益なりとし協議会の協
賛を得る事に一決す
八月九日より六日間整理委員会を開き委員岡田奥村野々山及神山等出席各方
面に奔走尽力して略々墓地の整理をなし交渉も大部分を纏めらる尚金先教会よ
り喪儀舎を建設し寄附する交渉も略纏れり
七月廿七日より三日間西賀茂郡八月一日より三日間東賀茂郡へ中村宮司八月
八日より三日間南設楽郡へ菊池宮司八月十二日岡崎町へ岡部宮司の出張講演
を行ふ
八月十一日より祭式作業の講習を開始せり講習生十九名にして尚二十四日に祝
詞試験を施行す
九月一日より熱田神宮政所へ教場を移転するに付き適当の寄宿舎を設備し生徒
の監督を厳密にすることゝなれり

宝飯郡

東春日井郡
東賀茂郡
知多郡講演概要

266 大正4年9月25日 明治天皇御製
昭憲皇太后御歌
先神事
独逸の実力（続） 井上友一
自彊 目黒和三郎
神社中心主義の実施の一節 山田新一郎
地方よりの一節 白鳥穂村
尾張国神社志（続）
神社の祭る神をしらまほしくする事 池野英介
御陵ノ地 仝
宿祢 仝
梅園雑考抜録
万葉集は斯く研究せられたり 大木雪城
慶応三年卯十月大鹽幽翁謹写ニ係ル神社号所在地ヲ抄記シ聊カ参考ニ供ス
名古屋ノ神社
狩衣 東春　松園主人
石上私淑言附録　写 池野英介
老掛 仝
中臣本系帳 仝
火災を前知す 奥村天涯
蘇民将来除疫神札考 橋口長一
遭難を予知する法 熱田神宮小使生
氏子側ニ於ケル神職ニ対スル批評風聞録 平気翁投
為家卿のかきたまへる百人一首の本 松園主人
百人一首略解（つゞき）
皇典講究所ニ於テ施行セラレタル問題ヲ得タレハ左ニ記載シ参考ニ供ス 大正四年八月十日第三種学階試験問題

法令 府県社以下神社氏子総代崇敬者総代選挙職務権限ニ関スル規定草案（つゞき）

夷類降伏御祈祝詞（前号の続）
大嘗祭膾服御料繭撰別式祝詞
興酒家某氏書 松園主人大久楽醉稿
三河三十六歌（続）
富部神社献詠撰歌八月分
九月兼題
齊田の吟詠 三河　安藤獅庵投
独軍の実数
御大礼奉祝方案 皇典講究所
大饗第一日に悠紀地方たる本県へ左の供納を命せられしと
御大礼用品納付
略竣工春興殿御構造殿
名古屋離宮内仮御所
大嘗宮
大嘗宮御造営地地鎮祭
悠紀及主基齋田齋場地鎮祭
大礼記念章
知多郡横須賀町伴野榮輔氏
愛知県下の神田
北設楽郡稲橋村武節村組合献糸会ハ御料繭調進規定左ノ通定メラレタリト云フ
西加茂郡講演会状況 西加茂郡神職会報ス
額田郡通信
海部郡報道
設楽郡大嘗祭膾服御料繭調進
丹羽郡神職会
九月二日より四日間整理委員会を開き墓地管理規則料金等級等を協定し台帳
其他必要帳簿を調製し金光教会長始め貸下希望者と会見協同をなし尚整理に
関し支出せる費用を精算し一段落を告け散会せり（規則等級ハ別紙ノ通リ）

論説

説苑

学説

雑録

法令

文苑

学説

雑録

文苑

雑報

各郡市通信

雑報

各郡市通信

本会録事

養成部録事

本務社格　神社
名兼務数　住所

氏名

論説

『愛知県神職会会報』



九月八日元給仕大喜秀丸犯罪取調に関し鈴木信比古浅井久中野周次郎の三名
は栄町警察署へ召喚せられ出納に関する諸帳簿の検査を受けたり係官は此の
帳簿複雑にして簡明を欠き会員の疑を招く基となり会の円満を欠くことあらば甚
だ遺憾なりとす愛知県神職会は極めて必要の団体なれば益々発展せしめらるゝ
を望む諸君は十分尽力整理して会員に安心を与へ協同一致本会の基礎を固む
るべしと諭されたり
九月十日理事会を開き帳簿整理に付き協議をしたり
九月十八日元神職取締所参事員会を開き善後策を協議す
九月十八日午后一時県庁より大嘗祭御当日各神社に於て執行する祭典に要す
る祭員補充の件に付御談示ありたり

会告

一主礼申請書ニシテ本礼典部祭式修了証書ヲ添付セシモノニハ典礼ノ証明ヲ要
セス単ニ連署ヲナシ郡市神職会ヲ経由本会ヘ送付スルコト
一主礼辞令ハ本会ヨリ各郡市神職会ニ送付シ郡市神職会長ヨリ交付シ請書ヲ徴
スルコト
一主礼義務金ハ郡市神職会ニ取纏メ本会ヘ送付スルコト
一典礼印形ハ郡市神職会ニ於テ左ノ形式ニ於テ左ノ形式ニヨリ調製スルコト
　　六分角　　　　郡市典礼之印
一郡市内一般神職ニ対シ此際典礼指揮ノ下ニ祭式作業講習ヲ開キ其模様ヲ本
会ヘ報告スルコト
右各項ノ通リ取扱ハレタシ
　　　　　　　　　　愛知県神職会
各郡市神職会御中

墓地管理規則

一本会ノ所有ニ係ル墓地ハ規定ノ料金ヲ納付スルハ勿論神式ヲ以テ葬儀ヲ執行
スル者ニ限リ貸与ス
二当墓地ヘ埋葬セントスル時ハ埋葬届ヲ差出シ本会ノ証書ヲ受クヘシ
三当墓地ヘ埋葬スル時ハ本県墓地管理規則ニ拠リ管理人ノ指揮ヲ受クヘシ
四埋葬ノ際障害木ヲ生シタル時ハ本会ノ承認ヲ得テ伐採スルコトヲ得
五墓地ニ碑ヲ建テ又ハ工作物ヲ設ケントスル時ハ管理人ノ立会ヲ乞フヘシ
六現任神職ニ対シテハ料金表金額ノ半額以テ貸与ス但シ弐坪以内ニ限ル
七区長町村長ノ赤貧者タル証明書ヲ添付セル赤貧者ニハ無料貸与ス但シ四半
坪ニ限ル
八墓地管理人ニ対シ手当トシテ借受人ヨリ一戸ニ付毎年金拾銭ツヽ給与スルコ
ト

墓地使用願
墓地貸与証
墓地使用料表
今回郡市典礼を左の通り命せられたり
九月一日より今回移転せし政所に於て授業を開始す養成部移転と同時に生徒寄
宿舎も南区熱田町字玉ノ井に設け寄宿生を収容す
電車賃銀割引を其筋より電気鉄道会社へ交渉ありたく九月十日付出願せり
八月廿六日午后二時本所講堂に於て祭式検定祝詞試験合格者に対し証書授与
式を行ふ合格者氏名左の如し

267 大正4年10月25日 明治天皇御製
昭建皇太后御歌
明治天皇御即位宣命
同壽詞
明治天皇大嘗祭祝詞（太政大臣祝詞）
御大礼奉祝の真意義
神風号外御大礼と国民教育と題せる論文の一節
神道の宗教的要素の一節 河野高秀
卜占崇論の一節 目黒和三郎
他山の石
玉あられに 池野英介
故実拾要（つゞき） 池野英介
ぬさ 池野英介
梅園雑考抜録　明治二十五年三月稿 大麻の原由并功徳
万葉集は斯く研究せられたり（つゞき） 大木雪城
叢語鈔 東春　松園主人
百人一首略解（つゞき）
神社号所在地抄記（続）
風露草の効能 奥村孝作
八事山神葬墓地由来
第三種学階試験問題（つゞき）
敬神普及督励の内訓 やまと新聞
御大典記念の絵葉書
大嘗祭奉幣及幣帛供進ニ付神社局より九月七日を以て左の如く各地方長官に
通牒せられたり

大嘗祭当日奉幣に関する件

新嘗祭御止の旨九月十三日内閣告示第四号を以て公示せられたり 内閣告示第四号
饗饌を賜はるへき有位帯勲者届出方九月三十日付本県告示第三百十七号を以
て公示せられたり

告示第三百十七号

神饌幣帛料を供進し得る指定神社九月二十二日付告示第三百三号を以て公示
せられたり

告示第三百三号

万歳三唱方法
夷類降伏御祈祝詞（続）
三河三十六歌（つゞき）
鴨川集（つゝき） 池野英介
詠草 松浦茂方
十月分　兼題「禁庭菊」
十月分　兼題「鏡」
九月兼題
悠紀斎田斎場造営地地鎮祭の模様
悠紀斎田事務所
天長節御祭典
賢所奉遷予行演習
来ル十二月五日京都に於て臨時全国神職大会
丹羽郡神職会
幡豆郡神職会
知多郡神職会
海部郡神職会
本月八日野々山　鈴木　中野　神山等本会に会合し種々打合
本月十日新愛知新聞社へ同新聞市内附録に記載せる名古屋市神職会対本会に
関する記事中事実相違の点ありたるに付取消を依頼せり
来る十二月五日京都に於て臨時全国神職大会開催に付出席希望者取調方を各
郡市神職会へ依頼す
養成部生徒一同は講師引率の下に近々遠足運動をなす筈
講師大木氏は知多郡神職会の招聘に応し不日祭式作業講習の為二日間出張す
る筈
本月十六日熱田神宮政所内養成部教場に於て祝詞式試験を行ふ
神職補免
正誤
大隈伯の養生訓
金原明善翁幼時の心得
橘千蔭
南設楽郡
豊橋市
渥美郡
即位礼及大嘗祭祝詞正誤

268 大正4年11月25日 天皇陛下御製
皇后陛下御歌
御即位の勅語
総理大臣壽詞
御大礼奉祝の辞
御大礼に関する儀式の概要
齊田点定及抜穂式
京都行幸
即位礼
大嘗祭
大饗
親謁
山陵親謁
東京還幸
御大礼服飾調度の一端
御大礼式場調度
践祚式
詔書
勅語
詔書
御大礼準備
大嘗祭
大正三年四月十七日
大正四年四月二十二日
齊田々植歌
五月二日
五月廿五日
明治四年
悠紀齋田々植式
六月二十日
五月三十一日

本会録事

雑報

各郡市通信

本会録事

養成部録事

養成部録事
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七月二十一日
六月廿六日
大嘗祭並に大饗宴に於て奏せらるゝ悠紀主基両地方風俗歌
五節舞姫として京都在住公卿の令嬢より左の通り撰定せられたり
八月八日
御神域の広袤
廻立殿
八月十一日
八月十三日
八月十五日
同日
八月十三日勅令第百五十四号を以て大礼記念章制定発表せられたり
大嘗宮に献上の塩
御石帯の宝玉
御料の御笏
万歳旙は萌えんばかりの赤地に雲形を織出せる錦
主基齋田抜穂式
悠紀齋田抜穂式
御菅蓋
造酒殿
春興殿
朝集所
大嘗宮上棟式
御挿花
悠紀齋田地
御大礼御日取左の如く御治定あらせらる
名古屋駅同離宮間の鹵簿延長は五町九間
地方響饌の次第
御大礼に付き天盃を賜るべき全国高齢者
大礼使にては仏教各宗派総代にあらずして大礼の各儀に召されたるものは僧籍
に在と雖も僧服を着用することを得ずと発表せられたり
賢所奉舁輿丁は八瀬村より人選せる八瀬童子百二十六名は何れも大礼使雑使
として夫々任命せれたり
悠紀主基両殿に安かるべき繪服は松井愛知県知事附添十月十二日京都大礼使
庁に納入ありたり
敬礼喇叭は総て『君が代』を吹奏し離宮賢所は『国の鎮』めの曲を吹奏するに決
定せりと。
宮城御発輦
名古屋離宮
七日　午前八時五十分名古屋離宮表御門御出門前日御同様の御順序にて鹵簿
粛々停車場御着御
七日　午後一時五十五分七條停車場御着車
御即位れ当日賢所大前の儀
紫宸殿の御儀
御即位礼後一日賢所御神楽の儀
十二日　午後二時京都皇宮内清涼殿に於て神宮皇霊殿並に各官国幣社へ奉幣
勅使発遣の儀
十三日　午後四時鎮魂の御儀を行はせ給ふ
十四日　賢所大供饌の儀に於ける両陛下御代拝
十四日　大嘗宮頓宮へ臨御の節供奉
森厳無上の大嘗祭
主基殿御祭儀
皇霊殿神殿奉幣
十四日皇后陛下には五衣に御緋袴御唐衣御裳を召させられ極彩色御檜扇を把
らせ給ひて徳川皇后宮大夫柳原三位局並に女官を従へさせられ午後八時表御
座所に御出恭しく御遥拝撤霄御端坐あらせ給へりと
賢所大御饌供進
十四日午前四時外宮大御饌供進続て勅使掌典久我通保男黒袍にて警部四騎に
前後を警衛せしめ外宮齋館に参向し定刻　陛下より御供進の御幣物を納めたる
御唐櫃を護り参進御手水修祓の事あり
十四日午前八時湯地内務部長勅使として熱田神宮へ参向
皇太子殿下には十四日高輪東宮御所表御殿に於て大嘗祭御遥拝式を行はせら
れ
風俗舞歌

大嘗祭庭積机代物
悠紀殿用
主基殿用

稲春歌と風俗歌
大饗第一日
大餐献立
屏風御歌
大饗第一日に於て賜はりたる勅語
同上に於て首相奉答文
同上に於て外臣の奉答文
全国高齢者へ養老の義に就き御下賜あらせられたる木杯並に酒肴配賜は左の
如しと
大饗第一日
各学校に於ける大礼奉祝挙式次第八左の如く定められたり
御即位礼当日官報号外を以て恩赦の詔書公布せられたり
十日官報号外を以勅令第二百五号減刑に関する件を公布せられたり
十日内務省告示を以て官国幣社昇格発表せられたり昇格の神社左の如し
養老及賑恤御沙汰
賑恤金頒賜
賑恤と訓令
懲罰免除軍令
十一月八日一木内務大臣は内務省訓令第十二号を以て神官神職に左の通り訓
令せり
御大典記念郵便切手
御即位の勅語大礼をことほきまつりて
大嘗祭
養成部生徒御大典奉祝歌
御大典古今ノ変遷 岡部譲
御大礼講話報告 岡部譲

御大礼記念事業

幡豆郡
海部郡
丹羽郡
渥美郡
西加茂郡
豊橋市
南設楽郡
北設楽郡
額田郡
八名郡

大典奉祝の記念事業
御大典当日祝賀次第 神職養成部

謹告
愛知県神職にして大正四年に至り勤続ニ十ヶ年に相成候方は至急郡市神職会
経由本会へ届出相成度此段謹告候也

269 大正4年12月25日 明治天皇敬神の御製
歳晩の辞
御大礼に就て国民の覚悟 牛塚虎太郎
神道之精神と題し神道青年会に於て井上博士（哲次郎）の講演せられし筆記の
一節
神ノ名義等ニ就キ 西春　松下多計夫草
万葉集は斯く研究せられたり 大木雪城
神社修造の勅命 池野英介
神のめくみ 池野英介
天皇陛下常に質素を旨とし給ふ御趣意により豊楽殿の御造営を許し給はず
大饗第二日
十一月十九日午前八時三十分天皇陛下には京都皇宮御出門
十一月二十日午前九時行在所御出門儀装の御馬車
二十一日午前十時行在所御出門神苑内の頓宮
二十四日午前八時三十分京都御所御出門鹵簿
二十五日午前八時三十分御出門
二十六日午前九時二十分京都皇宮御出門
二十七日午前五時岩倉掌典長以下春興殿に出仕賢所移御の御祭儀を行はせ玉
ふ
二十七日午後二時四十分名古屋駅御着輦
二十八日午前六時三十分名古屋離宮御出門
廿九日午後四時より潔斎せる宮地掌典以下の掌典出仕賢所奉安温明殿の装飾
を奉仕
十日御即位礼に際し華族政治家教育家新聞社長実業家女流教育家に対し夫々
叙勲の御沙汰あり
仝日聖恩枯骨に及び贈位の御沙汰あり
同日叙位の御沙汰あり
二日午前八時三十分御出門
四日午前八時東京駅特別列車にて旧横浜駅へ進ませ玉ひ
御禊の御儀は登極令になきも聖上陛下には古儀に則る禊或は河原大祓に做は
せられて大嘗祭行はせ給ふ

御大礼彙報

論説

学説

雑報

御大礼彙報拾遺



全国神職会に於ては府県社以下神社神職にも賜饌の恩典ありたき旨十一月四
日陳情書を其筋に致したり其全文左の如し
御大礼に付皇典講究所國學院大學長より奉られたる寿詞は左の如しと云ふ
祭祀令其他神職に関する件中左の如く改正せらる
勅令第一九九号 官国幣社以下神社祭祀令中左ノ通リ改正ス
勅令第二〇〇号 明治二十七年勅令第二十二号中左ノ通改正ス
諭告第一号 拝観者心得
告示第三五七号 御即位礼行セラルヽニ付賀表奉呈ニ関シ其筋ヨリ左ノ通知アリタリ

告示第三五一号
即位礼大嘗祭後大饗第一日ノ儀ノ当日（十一月十六日）地方ニ於テ饗饌場ノ位
置及時刻左ノ通定ム

告示第三五八号
明治三十九年四月勅令第九十六号第一条第二項ニ依リ神饌幣帛料ヲ供進シ得
ヘキ神社左ノ如シ

内務省訓令第一二号
近ク行ハセラルベキ即位礼並ニ大嘗祭ノ当日神宮並官国以下神社ニ於テ行フ
ヘキ祭祀ハ曩ニ勅令ヲ以テ定メラレ今又省令ヲ以テ定メラレ今又省令ヲ以テ其
祭式ヲ規定セリ

宮内省告示第二七号
来ル十日即位ノ礼ヲ行ハセラルヽニ付高等官同待遇有爵有位有勲者神仏各宗
派管長友門跡寺院ノ住職ニシテ其ノ儀ニ参列セサル物ハ参賀スヘシ

御即位記念木植樹祭祝詞 本庄大久楽
祭祖先霊詞 山本熊太郎
十月兼題「禁庭菊」
御還幸の日（旋頭歌）
十一月兼題「杜紅葉」
大嘗祭
大嘗祭の依る京都の空を拝みて
御大典紀念の植樹
詠史　北条早雲
寄国祝
正誤
十二月兼題
豊橋市神職会月次和歌　九月兼題「納涼」
同「当座題」
大正五年度「兼題」
鈴の屋集の抜書 池野英介

寄書 主礼階級ニ就テ神職員当局者ニ乞示 衣浦漁人投
海部郡通信
西加茂郡通信
東春日井郡通信
内務省神社局長の更迭
愛知県内務部長更迭
十一月向井七日天皇陛下京都行幸御鹵簿拝観差許されたる県郡市神職会代表
者一行は県属引率の下に指定の場所に於て拝観せり同日拝観の栄を得たる代
表氏名左の如し
十一月廿七日廿八日天皇陛下東京へ御還幸鹵簿拝観差許され県郡市神職会代
表者一同拝観の栄を得たり
十二月五日京都に於て開かれたる臨時全国神職会へ本県より二十余名出席せ
られたり
十二月十一日付認可会報発行人変更せり
仝日印刷人変更届出たり
本会来年度通常協議員会は遠からず開会せらるゝと云ふ
十月十六日午後祝詞検定試験を施行し左の七命に合格証書を授与せり
十一月廿七日廿八日本養成部一同鹵簿拝観を差許され講師に率ゐられ拝観の
栄を得たり

任免辞令 任免辞令
270 大正5年1月25日 明治天皇御製

昭建皇太后御歌
寄国祝
新年の辞
御大典参列所管 芳賀矢一
宗教家の為めに惜む 八代六郎
御大礼後新年の所管 千家尊福
神道の内容 河野省三
儒教渡来及其影響 高山厳島神社宮司講述
本朝月令に五節ノ儛の始メを云る説 池野英介
古事記語釈
百人一首略解（つゞき）
古実拾要（つゞき） 池野英介
宮中歌御会始め
もじあまりの句 池野英介
戦場の追懐（一節摘載） 陸軍歩兵大尉櫻井忠温
皇典講究所第二種学階試験問題
寄国祝歌 岡部譲
謹賦　宸題寄国祝
大嘗祭献穀田
一月兼題「社頭新年」
一月兼題「朝雪」

寄書 神道振興論 衣満漁人投
客歳十二月二日午後七時三十五分芽出度御誕生在られたる第四皇子殿下には
十二月八日御名を崇仁と命せられ澄宮と称せらるゝ趣宮内省告示第三十一号を
以て公布せられ直に御名を皇統譜に登録相成たりと
同日宮中三殿御装飾の上御命名奉告祭を行はせられ奏楽中に神饌を供し岩倉
掌典長祝詞を奏し両陛下御代拝ありて御祭儀を終わらせられたりと
御名の御由緒（國府津内閣御用係謹話）
宮中新年式
政始式四日午前十時宮中西一の間に於て新年政始式を行はせられたり
大嘗祭悠紀斎田所有者早川定之助氏に対し特別の御思召を以て御紋章付銀盃
一組並に金一千円御下賜の御沙汰あり
客年十二月五日京都府立第一高等女学校講堂に於て臨時全国神職大会を開か
れ来会者六百余名に達し塚本神社局長萩野文学博士萩野宮地八束の三文学士
其他十数名の来賓あり極めて盛会なりし

付決議案

十二月十日　高田文部大臣を宮中に召させられ左の御沙汰書を賜はりたり

十一月二十六日　京都市議事堂に於て全国教育大会開催せられ左の宣言書綱
領を附議せりと云ふ

一、浮華軽薄ナル思想ヲ廃シ大ニ敬神崇祖ノ念ヲ涵養スルコト
二、不健全ナル利己主義ヲ退ケ益々尽忠報国ノ志操ヲ砥励シテ国体ノ精萃ヲ揮
スルコト
三、責任軽視ノ弊風ヲ破リ大ニ立憲思想ノ発達ヲ促シ維新ノ皇謨ヲ翼賛スルコト
四、萃奢柔弱ノ悪習ヲ除キ盛ニ体力ノ増進ヲ計リ質実強健ノ気風ヲ養成スルコト
五、散迂漫遠ノ知識ヲ退ケ教育ノ効果トシテ一層実際ニ適功ナラシムコト

十二月十日　京都本願寺に於て全国仏教徒大会を開き左の六項を決議せりと

一、仏教各宗は和協提携し宗綱の刷新拡張を計り益々教化の本文を尽し以て皇
運を扶翼せんことを期す
二、各宗派共通の事件を審議し之を処弁する為めに現在の各宗懇話会々則を
改正すること
三、仏教各宗派は共同提議し益々補修教育青年団指導感化救済等の事業を拡
張し其実蹟を挙ぐること
四、帝国内に宣布する各宗教の教義歴史及情実を調査し宗教に対する方針を
確立し以て宗教法を制定せらんことを其節に要請すること
五、神職と神道宗教の教師とを判然区別し兼務せしめざることを其節に要請する
こと
　参照明治十五年一月二十四日内務省達乙第七号自今神官ハ教導職ノ兼補ヲ
廃シ葬儀ニ関係セザルモノトス此旨相達候事但府県社以下ハ当分従前通
右実行委員は現在の各宗派委員を悉く充つる事
六、最近仏教に関し行政官の取扱上穏当を欠くの嫌ある事項を具申し其処置を
政府に要請する事
京都府知事不信任の道義を提出し可決し
番外仏教各宗派僧侶に一般被選権を得ることを要求することを可決す

御大礼奉祝の誠意を愆る仏教徒の不心得事件
熱田神宮踏歌神事
熱田神宮歩射神事
露帝御名代ケオクギー太公殿下十二日午前九時三十五分東京駅着車御入京ニ
付聖上陛下には午前九時御出門陸軍用式御正装にて鷹司侍従長其他を従へさ
せられ東京駅に行幸御出迎ひ遊はされ又同日午後六時三十分より宮中豊明殿
に御招宴を開かせられ左の勅語を賜ひたれば太公殿下より左の御答弁を述へら
れしと
神職養成部長神職会副会長愛知県理事官澤田竹次郎氏ハ今回岩手県警察部
長に栄転せられ本月十八日午前十時十三分名古屋駅発赴任の途に上られたり
本月八日神職養成部生徒授業始式を仝教場に於て行ふ
大正四年九月より仝年十二月迄に辞令を交付せし主礼左の如し
十二月二十一日午前十時熱田政所神職養成部講堂ニ於テ臨時祭式検定ヲ施行
ス合格者氏名左記ノ如シ

任免辞令 任命辞令
謹告 謹告

271 大正5年2月29日 明治天皇御製・昭建皇太后御製
会説 本会組織革新の機
論説 招魂祭の意を拡張して国民勇武の気象を養成すべし 石川潔太
学説 腹にひとつの神代の巻 池野英介

古事記語釈
百人一首略解（つゞき）
古実拾要（前号の続） 池野英介

雑報

本会録事

養成部録事

論説

学説

法令

文苑

各郡市通信

解釈

雑録

文苑

雑報

本会録事

解釈



悠紀主基 池野英介
ふみ 池野英介
をとめ 池野英介
敬神の念深き乃木将軍 石黒忠悳談
平凡な歌 松園主人
御講書始ノ歌タシカニコレナリ 池野英介
宇斯 池野英介
琴 池野英介
鷄に就て
尾張全国総神社所在地（続）
小松をひきて 松下多計夫
松説 松下多計夫
和歌

寄書 神道振興論　其弐 衣浦漁人投
東京府神職会の檄
神宮皇學館学生生徒募集
龍生淵の発会式
本月十二日より十四日まで三日間に亘り大正五年度協議員会を本会事務所に
於て開会別項の議案を議了せられたり
理事改選
上京委員
養成部新学期
大正五年度協議員会決議事項及決議案
愛知県神職会規約
大正五年度経常費収支予算書
学階授与者
元神職取締所未支払金仕訳書
愛知県神職会創立準備費
委員会決議書

任免辞令 任免辞令
広告 生徒募集

272 大正5年3月29日 令旨 明治神宮奉賛会総裁大勲位功二級　貞愛親王
会説 明治神宮奉建

神社に関する注意（地方改良講習会講演摘載） 塚本清治
天照大神を理想化せよ（摘載） 井上哲次郎
神社崇敬の意義（摘載） 山田新一郎
敬神思想と霊魂不滅の信念（摘載） 前田慧雲
為有翁欧洲戦争談の一節
応急手当
一月二十八日貴族院に於て高木兼寛男と塚本神社局長との間に行はれたる質
問応答左の如くなりしと
道のはなし 池野英介
火と火、木と木 池野英介
七夕 池野英介
筍 池野英介
尾張全国総神社所在地（続）
古実拾要（前号ノ続） 池野英介
百人一首略解（つゞき）
古事記語釈（つゞき）
初等科卒業試験問題
高等科卒業試験問題
高等科卒業試験問題
愛知県神職養成部卒業氏名（高等科第一回、初等科第五回）
龍生淵開筳式祝詞
三月分兼題

寄書 神道振興論　其参 衣浦漁人投
四月より発行さるゝと云ふ五銭一銭五厘の新貨幣中五銭白銅貨は表面の中央に
八咫鏡を顕し其れに円い孔を穿ち模様は非常に優美なりと又一銭銅貨は現在の
五厘銅貨位五厘は又其半分の大きさなりと云ふ
明治神宮奉賛会愛知支部は愈三十万円の寄附募集をなす
高齢優遇の御思召を以て一月三十一日左の如く御下賜の御沙汰ありたり
神仏問答（大阪朝日新聞）
熱田神宮にては建物保存費利子より経費を支出し二月一日より神宮警備を為す
事となり
栃木県那須郡西那須野村なる故乃木将軍別墅の一部雑木林中に造営中なりし
本年度廃艦決定の帝国軍艦は左の十艘なりと

栃木県内務部長の名にて各郡市長へ左の通牒を為せりと

従来学校所在地ノ氏神社ニ対シテハ其例祭日ニ限リ生徒ノ制式参拝ヲ為スノ例
ニ有之候処県社以下神社ノ祈年祭新嘗祭ヲ新ニ大祭ト定メラレ候ニ付テハ該二
大祭ニテモ例祭日同様参拝セシメ以テ倍々敬神ノ念ヲ鼓吹セシムル様致度依命
此段及通牒候也

立太子御式は十月三十一日の天長節祝日を以て御挙行相成事に御内定のよし

愛知県山林会は御大礼記念事業として県下の村社以上の神社並に由緒ある寺
院境内へ樹苗二三種ツヽ記念植栽をなす事に決し小学校児童の手にて植ゑしむ
ると云ふ
海部郡津島神社大正五年度歳入出予算総額は金壱万弐千参百六拾七円七拾
八銭六厘なりと云ふ
幡豆郡神職会大正五年度歳入歳出は左の如しと
両陛下行幸啓

明治神宮奉賛会員は　左の五種に区別せられたると

一名誉会員　金五千円以上の献金者
一有功会員　金千円以上仝上
一特別会員　金弐百円以上仝上
一普通会員　金拾円以上仝上
一賛助会員　金拾円未満仝上

三月四日午前十時砥鹿神社宮司菊池武文氏養成部へ来られ生徒に対し約一時
間に亘り有益なる訓話をせられたり

三月七日付を以て皇典講究所長より愛知県皇典講究分所試験委員を左の三氏
に嘱託せられたり

愛知県理事官　守屋栄夫
熱田神宮権宮司　鈴木松太郎
神職養成部講師　大木清人

三月一日付愛知県指令社第四六三号を以て愛知県神職会規約改正の件認可相
成たり
三月二十五日本養成部卒業証書授与式挙行
三月二十七日学階試験施行三月五日より三日間岡部会長殿八名郡へ出張

謹告
紙価暴騰の結果雑誌費増加を要するも予算に余融無之に付止を得ず一時頁数
を減少するの外致方なき次第に有之候間不悪御諒察相成度候
神職養成部生徒入学願書受付ハ三十一日限ニ候ヘ共一二日位後ルヽモ受理可
致候
神職会事務所ハ四月一日ヨリ愛知県庁内ニ移転スルコトニ相成タリ予メ広告ス
寄贈金負担金未納ノ郡市神職会ハ至急完納相成様致度

叙任及辞令 叙任及辞令
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会説 神職会組織改善問題の解決
御大礼と仏教徒（摘載） 芳賀矢一
神社に関する注意（摘載）（つゞき） 塚本清治
あかひきのいと 池野英介
基督教ハ堕落宗教（独帝カイゼル著）ノ「朕ガ作戦」ヨリ抜萃 東春　本倉大倉
金原明善翁精神養訓の一節
府県郷村社の社司及村社無格社の社掌は神社を代表し神社を管理するもの即
執行機関氏子総代及崇敬者総代は神社の維持経営其他の事項を決議するもの
即決議機関なれば各其権限あるは言を待たぬ然るに往々誤解して其権限を相
侵害するものあるを見る
文部省宗教局にて目下調査中なる宗教法案の骨子となるべきは左の如しと
明治神宮釿始祭式次第左の如くなりしと
神前神社由緒及考証
鷄に就て（拾遺） 三河　久永章武
古実拾要（続） 池野英介
百人一首略解（つゞき）
古事記語釈（つゞき）
県社赤日子神社昇格奉告祭祝詞
熱田神宮々司は今回熱田神宮へ両陛下御参拝あらせられたる時の感詠を皇后
宮大夫まで奉進せられたりと云ふを左に載す
三月分兼題

愛知県告示第百十一号
郷社　赤日子神社　宝飯郡蒲郡町鎮座
右県社ニ列セラル

告示第百十二号
村社　八幡宮　額田郡福岡町鎮座
右郷社ニ列セラル

告示第百十三号
石山神社　宝飯郡蒲郡町鎮座
右県社ニ列セラル

告示第百十四号
明治四十年肝告示第三百六十五号神饌幣帛料ヲ供進スルコトヲ得ル指定神社
中左ノ通リ改正ス

内務省告示第十号
一国幣中社熊野神社　島根県出雲国八束郡熊野村鎮座
右国幣大社ニ列セラルヽ旨被仰出

四月三日神武天皇二千五百年式年祭に当りたれば　天皇皇后両陛下は各皇族
殿下を始め文部大臣を随へさせられ大和畝傍の御陵に御親祭あらせ給へり
今回　天皇陛下熱田神宮御参拝あらせられたる御模様
今回　皇后陛下熱田神宮御参拝あらせられたる御模様
四月七日松井知事代理守屋理事官は今回昇格になりたる宝飯郡蒲郡町県社赤
日子神社へ参向奉告祭を行はれたりと

雑録

文苑

雑報

本会録事

論説

雑録

解釈

雑録

解釈

文苑

告示

雑報

解釈

文苑

雑報

本会録事

広告

論説



四月十三日松井知事には丹羽郡巡視の途次尾張富士山并に本宮山へ登山大
県神社へ参拝紀念の為檜を手植せられたりと
同十五日午前十時巡視の途次猿投神社大碓命御墓参拝同十七日真弓山古城
址巡覧足助神社にて講演同二十日午後二時砥鹿神社奥宮本宮山へ登山参拝
相成たりと
全国神職会大正五年度通常会来ル五月十八日ヨリ一週間開催可相成会長侯爵
鍋島直大殿名義ヲ以テ通知アリ
四月五日本会事務所ヲ県庁内社寺兵事課ヘ移転シ各郡市長并ニ各郡市神職会
長ヘ其旨通知セリ
四月八日神職養成部生徒本年度入学式挙行本会一場の訓示ありたり入学生徒
氏名は別項の通り
四月十二日東京振替貯金課へ本人受払局指定変更の請求をなし又居所変更届
をなす口座番号東京二八一九四番加入者氏名愛知県神職会長岡部譲受払局名
名古屋新栄町局又居所は愛知県庁内社寺兵事課と夫々手続を了したる趣四月
十五日付通知ありたり
四月十八日午後一時より県庁内に於て理事会開催本年度事業計画其他の件を
協議せり
四月十八日付を以て表忠会より師団招魂祭々典執行行方を愛知県神職会長岡
部譲氏に依頼せられたるに付同氏より準備委員を鈴木信比古渡邊義綽浅井久
中野周次郎の四名に嘱託し諸般の準備を依頼し尚各郡市神職会より祭官一名
つゝ選定して出勤せしめられ度旨を各郡市神職会長に依頼せられたり因に三師
団招魂祭には尾張部各郡市神職出勤し十五師団招魂祭には三河部各郡市神職
出動する様内規を定められしと
来る五月初旬に於て臨時祭式検定を施行することに決す
来る五月廿一日例年の通り大祭霊祭を古渡町山王に於て執行の筈なり
大正五年度高等科入学者
大正五年度初等科入学者
来ル五月初旬ニ於テ臨時祭式検定ヲ施行ス
受験志望者ハ本月末日迄ニ出願セラルベシ
愛知県皇典講究分所
原稿并ニ寄贈交換ノ雑誌ハ愛知県丹羽郡城東村中野周次郎宛ニテ御送付相成
度候
愛知県神職会々報編輯部
編輯規約

叙任及辞令 叙任及辞令
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会説 見識と修養
古神道と行法（摘載） 筧克彦
神社に関する注意（摘載）（つゞき） 塚本清治
精神的覚醒の時期（抜萃） 清岡長言
塚本神社局長講演筆記の一節
我国言語研究の小史（一） 雪城子
葬儀の沿革
左の実行問題は岡部先生が各地に於て御講演の際聴衆に頒たれたるものにて
已に一万枚に達したりと聞く
松井知事閣下本宮山参拝の記 菊池武文
伊勢神宮にては別宮多賀宮の御屋根葺萱脳朽せるを以て仮遷座を二月廿一日
午八時に本殿遷座を三月十七日午後八時に行はせられたる御次第を承るに左
の如し
学階試験問題
古実拾要（つゞき） 池野英介
百人一首略解（つゞき）
古事記語釈（つゞき）
今年四月廿日松井知事公が三河国一宮本宮山（奥宮）に登山参拝せられける折
に御伴して詠みける歌どもの中に

菊池武文

五月分兼題
知多郡横須賀町大字加木屋伴野榮輔氏は今回金婚式を挙るに付左の題にて玉
詠を懇請せらる

寄書 神道振興論（其四） 衣浦漁人投
海部郡津島町県社津島神社に於ては千三百年記念祭が行はれた
熱田神宮の改善費は総額五拾万九千七百四拾四円九拾八銭にして其内容は拾
九万五千九百拾四円三拾七銭が神宮隣接地買収費六万三千七百四拾弐円九
拾六銭が買収土に於ける家屋其他地上物件移転費拾六万○六百九拾九円参拾
銭が境内建物新設移転及附属土木費四万参千○四拾七円九拾銭が植樹及湧
水工事費四万六千参百四拾円四拾五銭が工事監督者執務費なりと云ふ
畏き辺りにては青島を攻略したる名誉と勲績とを記念せさせ給ふ
伊勢神宮にては五月十四日更衣の候に御衣を奉納する御儀あり

帝国海軍協会総会に総裁東伏見宮依仁親王殿下御台臨あらはられ左の令旨に
賜ひたりと承る

令旨
海軍の進歩発達を企図するは則ち国勢の進歩発展を企図する所以にして之が
開発画策は寸時も忽緒に附す可からざるものなり本会は常に此趣旨により内外
の情形に鑑み緩急に懇じ以て本領を尽し居るなり殊に前年来事業拡張の結果
其成績に見るべきものあるは予の深く悦ぶ所とす但し海軍の情形は変遷極りな
く時運に伴ひ維移し休むことなし会員諸士は其目的を達するため倍々奮励せん
事を望む

国母陛下には日本赤十字社総会に行啓あらせられ左の令旨を賜ひたりと承る

令旨
茲ニ日本赤十字社第二十四回総会ニ臨ミ親シク各員ヲ見ルヲ喜ブ本社ノ事業年
ヲ趁フテ発展シ曩ニ欧洲ヘ派遣シタル救護員ハ最モ良好ナル結果ヲ収メ今ヤ其
任務ノ終了近キニアルハ深ク満足スル所ナリ尚将来社業ノ益々盛大ナラム事ヲ
望ム

本月四日宝飯郡一宮町国幣小社砥鹿神社例祭に付知事代理守屋理事官参向
せられたり
今年新嘗祭献穀斎田は丹羽郡大口村に指定せられ去月三十日古橋丹羽郡長農
会長臨場斎田祓式を行へり
岐阜県加茂郡山之上村白山神社の御神体を同村の旧家亀井六郎方に久しく安
置してあつたを帰社せしめ奉つたが口碑に義経の家来亀井六郎が加賀白山から
持て来たのであると云ふ因に養老元年四月一日泰澄大師が初めて白山へ登り
伊諾尊大巳貴小白山大行事の三神に会ふから白山の神は三体ある筈だ白山大
御前の本尊とあされたのは十一面観音で大小ニ体あり小なるは藤原秀衡造立大
なるは小松茂盛造立と云ふから此神体は夫かも知れぬと云つて居るか或新聞に
見えたを物数寄に載せたのである
宝飯郡鹽（？）津村々社竹谷神社は本月九日付を以て郷社に昇格せられた

内務省神社局にては今回全国官国幣社宮司を召集して左記事項を附議せらるゝ
と

一御大典記念事業の成績及奏楽の実況及之に対する意見
二境内樹木及所有山林の保護方法
三神社奉祀の意義を疎通せしむる方法及実行状況

四月廿二日愛知県自治会発会式并に第一回総会及第一回善行者表彰式を名古
屋市国技館に於て挙行された其被表彰者氏名左の如し
第三師団招魂祭々式模様
五月六日午後一時熱田神職養成部ニ於テ左記大正四年度卒業生ニ対シ学階証
書授与式ヲ挙行セリ当日ハ熱田神宮権宮司鈴木松太郎氏部長ニ代リテ証書ヲ
授与シ一条ノ訓諭ヲセラレタリ
本月十八日より一週間開会全国神職会議へ碧海郡神山栄豊橋市大村佐島の両
氏不京出席す
本月廿一日古渡町二番地に於て学神祭霊祭執行祭官各郡市神職会より一名
づゝ出勤奉仕す
同日各郡市より協議員出席に付序を利用して協議会を開き種々協議をなす

275 大正5年6月29日 明治天皇御製・昭建皇太后御歌
巻頭 一木内務大臣訓示 五月廿四日全国神職大会参集者一同を内務省に招致して訓示せられたるもの 一木喜徳郎

忠君即敬神 摘載 芳賀矢一
必然来るべき打撃に打勝て 摘載 濱岡光哲
神職の補充論と副業説 摘載 目黒和三郎
東京高等師範学校教授吉田静致氏の宗教的儀式の一節を他山の石として摘載
す
伊豆陸軍少将講話筆記の一節
心身鍛錬 摘載 金澤純一
六月大祓 久保季茲翁の祝詞略解其他抜萃
我国言語学研究の小史（続） 雪城子
大神宮茅葺なる説 池野英介
故乃木将軍の言行一班
学問 池野英介
神社施設に関する注意事項抄録
海軍大学校長佐藤将軍曰く
大島陸軍大臣曰く
上杉法博士曰く
黒板博士曰く

断片集 学者先生の講話演説筆記又は論文随筆等通読の際参考に抜萃せるものを集む 編者

学階試験問題（つゞき）
本年の師団招魂祭に献楽になりたりと云ふ左の四曲に就て教訓抄其他の書物に
見えたるを抜萃して参考までに

尾關一學

蒙古襲来に備ふる達文
百人一首略解（つゞき）
古事記語釈（つゞき）
衣紋の概要 摘載 子爵長谷信成先生講述筆記
古実拾要（前号のつゞき） 池野英介

文苑 六月分兼題
寄書 神道振興論其五 衣浦漁人投
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本会録事

論説

学説

雑録

解釈

広告

論説

雑録

釈解

文苑

雑報



五月廿一日
例年の通り名古屋市古渡町山王に於て大祭霊祭を執行し来賓遺族并に本会役
員各郡市神職代表者及び神職等多数参拝せられ斎主小出圓二氏始め祭官十
七名奉仕荘厳に祭典を終れり

本月十六日
名古屋に於て岡部会長主催の下に愛知三重岐阜山梨静岡五県連合神職会設
立相談会を開かれ各県より重なる宮司出席せられ種々協議をなし本年は先づ名
古屋に於て七八月中に一回開会し名士の講演会をも開催する事にせられたりと

五五会の成立

今回東京府の全国神職会組織変更案に賛成した二十三府県が一纏になり代表
者会を五月十九日午後五時から富士見楼に懇親会と共に開き四十余名の会員
孰れも意気軒昂で宮西惟助永田佐次郎目黒和三郎等数氏の神職の奮起を促す
昔日談あり大神貴文氏の提議に係る命名并に決議文を櫻井氏が起草して直に
決定発表せりと

六月十九日
午前九時より県庁内の一室に於て今回開催せらるべき愛知三重岐阜長野静岡
五県連合神職会準備委員会を開き左の通り予定協議をなし夫々事務担当を定
められたりと

全国神職会通常会は予定の通り五月十八日一週間皇典講究所に於て開かれ愛
知県よりは岡部中村菊池の三宮司神山大ラムのニ代表者出席せられたり同会に
於て可決せられてるは予算決算外八件にして何れも重要の問題なりと詳細は上
京委員の報告を待つて報導する所あるべし
大正五年六月十一日付左の通り提出者立花照夫外六名の名義を以て通知あり
たり
熱田神宮の改良は大正六年度より数年間の継続事業として国庫支弁と為さん模
様にて目下主務省にては予算編成に付其繰入上種々調査する所ありと云ふ

同神宮御田植祭は愛知県農会奉賛事業として本月十五日午前十時より挙行せ
られ十一時三十分終了したり

官国幣社氷川神社兼題なる見沼の螢は古来有名なれば年々同神社にては其出
初の頃を以て之を狩り畏き辺に献上する吉例なり
知多郡神職会は視察員派遣規則を左の通り定められたりと
御大典記念御神田成績優良に付左の通り賞与せられたりと
本県戸口現在
郡長更迭

広告 広告
276 大正5年7月29日 明治天皇御製・昭憲皇太后御歌

巻頭 紀綱振粛の機
古神道と現行法 摘載 筧克彦
神職改善の根本策の一節 全国神職会々報
神社は宗教的機関に非るか 摘載 井上哲次郎
中澤臨川氏著「旧き文明より新しき文明へ」の一節 摘載
在郷軍人の任務 摘載 土屋陸軍大将談
神社制度の概要 塚本神社局長参事官時代の講演
神社境内殖林に関する注意 摘載 本多林学博士
杉浦重剛翁曰く今の世の中は黄金万能であるが夫が青年に迄及ぼして近来の
青年は確乎たる抱負や理想の下に励まず多くは物質的方面に志し黄金世界をの
み夢みて居るのは国家の為め真に痛歎すべき問題である。
某宗匠曰く御客の待遇として生花は必要であります書画骨董で座敷を飾るには
数千金を要するのみならず立派な座敷でなくては其れが調和せんが生花は賤が
伏屋に飾りましても光彩を放ち立派な御馳走になりますと孔子も文質に勝てば史
と云はれたが其の上手が多い自慢らしく飾立てるのが随分ある
土耳其人は正直で寡欲で同情心に富み勤勉である其一例を云へば果物でも秤
にかけて売り尚間違あるを恐れて必一個を添へて渡す旅客は何処でも喜んで泊
める翌朝謝礼を出しても決して受取らぬ断食祭の外は一年中休なしに働くと云ふ
見上げた民族なりと
猶太人は国を持て居らぬが万国に散在して商業上の信用を博し富豪者高利貸業
者が多い彼の入込んた土地は必ず彼に利益を占められて衰微すると云ふ
欧州戦争に用ひられ居る飛行機用発動機は二百三十馬力のものを四つ用ひるも
のもある其重量が一馬力に付五百匁位である仏国のイスパノ式は更に軽く他の
二馬力を一馬力半で間に合ふと云ふ

古銭文字の筆者皇朝の部和銅は藤原魚養万年と神功は吉備大臣隆平は桓武天
皇富寿は嵯峨天皇承和は菅原清公長年は仁明天皇饒益は春日雄継貞観は藤
原氏宗寛平は菅原道実延喜醍醐天皇乾元は阿保懐之の書なりと云ふ又支那銭
開元は唐の欧陽詢乾元は第五琦治平は宋の欧陽公熈寧は程明道元豊は蘇東
坡崇寧大観重和宣和は微宗皇帝又明銭永暦通宝は国性爺鄭成功なりと云ふ

帝国人口最近調査に係る内訳
最近の調査に係る交戦諸国の人口現出征者数喪失兵数及其国人口に対する割
合

神宮并に神社に関する大正五年度予算

一、神宮費十三万円
一、官国幣社費二十二万円
一、官国幣社例祭幣帛料三千三百五十円
一、招魂社社費一万四千六百九円

尾張魂の源は熱田の神剣に発す
徳大寺殿諸儒を其館に集めて互に論難させて之を聴かれる会毎に伊藤仁斎も出
席せられた諸儒皆初のうちは威儀を正し声も穏に論ずるが次第に威儀も頽れ面
色も変り音声も高まり激論するやうになつても仁斎一人は終りまで威儀声色すこ
しも変らず恭しかりしには終に諸儒も其徳に服して尊敬するやうになつたと出来
ぬ事であるが神職たるものは学びたいではないか

祭祀に当り神職斎戒の方法（宮司談合会内容）

一、別火を用ふること
二、茶を用ゐざるあり味噌醤油を用ひざるあり之を用ふるあり塩のみ用ひ魚取る
も塩焼とするあり鯣昆布魚肉を用ふるあり
三、社務所に参籠し此所に於て食事を取ること
四、湯に浴するをやめて水を浴びること
五、大中祭には当日及前日小祭には当日斎戒する規定にして斎戒を始ｍるに
前日若くは当日の未明に家を出て社務所に参籠斎戒日の前夜の夕食より食物
を他人と異にすること

我国言語研究の小史（二） 雪城子
歌と文との詞の差別 池野英介
天子　仝
サカキ 久永章武
衣紋の概要 摘載 長谷子爵講述
古事記語釈
百人一首略解（つゞき）
古実拾要（つゞき） 池野英介

文苑 七月分兼題
所感 南設　石座神社々司　加藤鐡五郎
神道振興論（其六） 衣浦漁人投
立太子御式は今年秋の佳節を卜して行はせらるゝと申す
朝鮮南山に朝鮮神宮建立の議は今回愈々百万円の予算にて四ヶ年継続事業と
して来年度より二十五万円宛支出し之を実行することになれりと
伊勢外宮御本殿葺屋根後側の一部腐餂したるにより御修繕相成べきにつき之に
要する御茅は度会郡の石山横掛山神嶽朝日山等六ヶ所多気郡一ヶ所の御茅山
に培養せるものを使用せらるゝと云ふ
皇太子殿下には御見学の為め七月三日午前八時二十分東宮御所御出門左の
御日取にて北陸沿海其他へ行啓遊ばさる
本居宣長翁著古事記伝版木は松坂の書林柏屋兵介其版元なるが同家没落後名
古屋の書林永楽屋東四郎の所有に移り居るを今回佐々木信綱氏の紹介にて片
野氏より松坂なる鈴屋遺跡保存会へ寄托し同会にて保管することゝなれりと因に
同版木は一枚表裏にて四頁分彫刻したるものにして数百枚ありと云ふ
六月二十三日内務省神社局考証係文学士宮地直一氏兼て昇格出願中なる県社
大縣神社取調に出張せられたり同時に県社國府宮大順寶生院へも主張して古
文書を調査せられたりと
東宮殿下御見学行啓御途中宮津港御上陸籠神社御参拝相山御登山天橋立御
散策あらせられ又真野港御上陸順徳天皇奉祀の県社真野神社御参拝御遺物御
火葬塚御起居の跡等御巡覧遊ばされ新潟港御上陸の上日和山物産陳列館其他
御巡覧あらせられ猪苗代湖畔なる高松宮御別邸に御着の翌日は若松市内及び
若松城址等御巡覧次で飯盛山に御登山あらせられて会津戦争並に白虎隊十九
人少年自刃の光景等御追偲遊ばされ又軍馬補充部白河支部をも御見学遊ばさ
れしと承る
本月十日帝国大学卒業式御臨幸御途中本郷区真砂町三番地々先御通輦の際
拝観者中より四十藏位の男突然飛出し懐中より一通の直訴状を取出し御車に投
入れんとせしかば警官驚き馳付け直に取押へたりと
天皇陛下には本月十四日午前十時三十分宮中鳳凰の間に出御あらせられ左の
如く爵記并に勲章授与式を行はせ給ひたりと
新男爵島村八代神尾加藤四氏は賢所大前に於て華族に列せられたるに付体面
を毀損せざらんおとの誓書を捧呈し終って賢所参拝ありしと
丹羽郡神職会は本月八日郡役所に於て月次会を開き郡長より神職の統一及向
上発展并に神社行政上に付指示并に訓示を受けたり
知多郡八幡村大字八幡村社八幡神社々務所に於て本月六日午后三時より熱田
神宮々司岡部先生を聘して神道講演を催された演題は御祭神譽田別尊聴衆は
二百余名大に感動を与へ成績良好なりしも降雨の為め氏子数に比し聴講者の少
なかりしは遺憾なりきと同社々掌森岡藤太郎氏報ぜらる
額田郡岡崎町は今回市制を施行し岡崎市となりたるに付七月一日岡崎公園内に
ある徳川家康本多忠勝両公を合祀せる龍城神社に奉告祭を行はれたり
愛知県神職会は岡部宮司守屋理事官を聘し本月九日第五中学校講堂に於て講
演会を開催せりと
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本会録事

今回名古屋市に於て静岡長野岐阜三重愛知五県連合神職会并に愛知県神職会
総会を開催せらるゝにつき愛知県神職会長は臨時協議員会を召集し本月四日午
前十時三十分より愛知県農会館楼上に於て会議を開き別項の件を協議決定せら
れたり

決議事項
一、愛知県神職会は連合神職会へ加入する事
一、愛知県神職会総会を名古屋市に開く事
一、七月二十六日午前十時愛知県神職会総会を県立第一高等女学校講堂に於
て開会すること
一、同日午後一時三十五分五県連合神職会協議会を同講堂に於て開会するこ
と
一、同日午後六時南陽館に於て有志懇親会を催す事
一、二十七日午前八時より県立第一高等女学校講堂に於て神社に関する講演
会を開催すること
一、同日午後離宮拝観を差許され度請願する事
一、連合県内に在る神部署の職員をも会員として出席を促す事
一、各郡市神職会より五県連合神職会及愛知県神職会総会へ提出する議題は
七月十五日迄に提出する事
　但し取捨は理事に一任する事
一、各郡市神職会より出席者氏名を七月十五日迄に報告する事
一、五県連合神職会協議会に於て可否の数に加はる委員三名撰定せる事
一、出席者は会費金壱円当日持参する事
一、愛知県神職会より本年度予算講演費の内を以て金五拾円補助し若し不足を
生じたる時は尚五拾円迄追加補助する事
一、熱田神宮拾五円津島神社拾円真清田神社八円砥鹿神社五円県社一社に
付弐円つゝの寄附を各神社に乞ふ事
一、事務分担員は予て定められたる通の事

叙任及辞令 叙任及辞令
広告 広告等

277 大正5年9月27日 祝辞 大会の効果
皇典講究所長祝辞
西村総裁訓示

国民性の発揮に就て 松井愛知県知事講演
神職会に望む
国民性と神社

田澤義鋪
三浦周行

七月廿六日、廿七日両日に亘りて愛知県神職会総会并に中央五県連合会神職
会協議会の名古屋に於て開かれたる事は前号に報道せし所なるが今其の盛況
のあらましを記して一餐に供す
来会者に渡されたる記念品寄贈品
会場其他の飾付概要
総会及協議会の模様
愛知県神職会総会並ニ三重、岐阜、静岡、長野、愛知五県神職協議会日程

神社ニ関スル講演会（県立第一高等女学校）

塚本神社局長訓示
　　演題及講師
国民性ノ発揮ニ就テ　松井茂
国民性ト神社　三浦周行

協議案第一号（提出者知多郡愛知郡神職会） 府県社以下神社へ金品を寄附せし者に対し相当表彰方県庁に建議の件

協議案第二号（提出者知多郡碧海郡神職会）
神職会の事業として毎年神職に長期講習会を開催するの件并に之に対する県
費補助増額申請の件

協議案第三号（提出者協議員会）
神職の補職に際しては予め其の人物の適否を当該郡市神職会に諮問せられた
き旨県庁に建議の件

協議案第四号（提出者協議員会）
神職の補職に際しては二郡市以上に蹴り兼務せしめさる様取計はれたき旨希望
を県庁に具申するの件

七月廿七日神社に関する講演会其他の模様
重なる来賓
本会を協賛し左の通り有志寄贈ありたり録して厚意を謝す
五県連合神職大会并に懇親会出席者員数表

広告 広告等
278 大正5年10月29日 明治天皇御製・昭憲皇太后御歌

会説 大人物養成は急務也
神職及神職会に望む 田澤義鋪
国民性と神社 三浦文学博士講演
明治天皇奉頒唱歌
悠紀斎田跡碑文
八月分兼題
俳句
伊勢神宮外宮御修理の為め一時西方の古殿地に黒木宮殿を造営し仮殿遷御の
事あるにつき七月十五日朝及深更を以て黒木宮殿造営の第一次祭なる山口祭
及び木本祭を行はせられたり
御造酒殿大嘗宮の御用材は六月十五日より鴨川磧に於て係員の手にて御焼却
相成り焼跡にある釘は大嘗宮跡に埋没せらるゝこと
大嘗宮後鎮祭は七月三日大嘗宮御敷地にて神々しく行はせられたり
明年度の神社局予算中神社費は拾万円を増加計上すと官国幣帛社費は明治二
十年度より三十ヶ年間弐拾万円以上には増加すべからずとの制限を加へられあ
りしが明年度は制限満期となりたれば弐拾弐万円にては到底官国幣社の体面を
全うすること能はずとの理由也
朝鮮神社造営は来年度より着手し継続事業として朝鮮総督府始政十年迄に竣工
を告げたき見込なりと
朝鮮総督府は府令を以て神社の祭式恒例式及斎戒に関する件及神職任用奉務
服装等の規則を発布し同告示を以て神社奉仕の行事及作法に関する件を公示
せり
万朝報子は「孰れが勝つか」と題し仏教連合会は「神社と宗教との混淆原因をな
して居る内務省達示の但書を削り神職と神道教師とを兼ねしめざる様改正して欲
しい」との決議を齎して高田文相に迫つた処が政府部内では葬儀は必ずしも宗教
教師のみが執行するものではない既に国民に自葬をさへ許してある以上神職が
葬儀を執行したとて差支ない道理寧ろ公然之を許可すべしとの意向らしいといふ
仏教徒は勿論神道各教派でも極力反対の声を高めてゐると報ぜり
鹵簿改正せられ八月十五日発表相成りたり
熱田神宮は宮掌増員方を其筋へ稟申中なりしが今回愈々左の三名を同神宮々
掌に任命せられたりと
御大礼賢所御建物は過般宮内省より本県へ御下賜に相成既に本県庁内に解体
の儘保存せられあると申す因に表忠会へ交付し招魂社建設の議あり又載恩会よ
り御下賜と願出ありと何れにしても貴重の御建物の御下賜を得て社殿建設の運
びに至らば光栄と云ふべし
明治神宮奉賛会々員章規定

宗教団体より
明治神宮へ献木せし者の内天理教四百五十本真言宗三百余本を最多とし基督
教は一本もなし

皇室の御財産諸株公債にて凡そ一億八千万円山林三百十二三万町歩原野十五
万町歩各地の離宮御用邸等の宮殿敷地等を合算すれば実に莫大なるものにて
年々役二割位宛増加すと承る

立太子礼は愈々来る十一月三日御挙行の事に御決定
宮内省告示第十三号
立太子礼諸儀式
立儲令附式

立太子礼御挙行あらせらるゝ当時官国幣社以下神社に於て中祭式を以て奉告祭
執行すべく内務省神社局より各地方庁へ通牒あり
立太子礼当日授爵叙勲御下賜金御賑恤等の恩典あらせらるゝやに洩れ承る
立太子れ奉祝歌詠進を一般臣民にも差し許さるゝ事と相成り東宮侍従長兼御歌
所長子爵入江爲守卿は兼題「晴天鶴」を出し祝歌を取束ね詠進の事に決定せり
と
御式当日皇太子殿下の御召になる御服は高田茂氏の調進を命ぜられたり其の
御模様は黄丹色鴛鴦窠なりと

陸軍歩兵中尉海軍中尉大勲位皇太子裕仁親王殿下には立儲礼前即ち来る三十
一日天長節祝日を以て陸軍歩兵大尉海軍大尉に御陞進遊ばさるゝ由洩れ承る

皇太子殿下には立太子礼御挙行御伊勢神宮へ御参拝あらせらるゝ御都合なりし
も恰も外宮仮殿に遷座あらせらるゝに付今秋は御見合せと相成り明年三月伊勢
に行啓神宮御参謁あらせらるべしと申す
東賀茂郡神職講習会 八月廿三日より仝郡役所にて開会せり

皇道講話
八月廿七日東賀茂郡神職会第四部会主催にて仝郡下山村大字東大沼小学校
に於て神祇に関する講話会開催せられたり

東春日井郡味岡村大字本庄村社八所社に於ては九月第一日曜日を以て氏子児
童会を開催す此日来集の児童男女八十余名参列者来賓十余名先つ修祓に始ま
り神職の奉告祭執行各員の玉串奉奠勅語奉読をなし次に玉串を奉る作業を教授
し次に神職の平易にして有益なる講話あり

氏子児童会々則

知多郡神職講習会開催
海部郡神職会総会

広告 広告等
279 大正5年11月25日 明治天皇御製・昭憲皇太后御歌

我国体を論じて敬神に及ふ（摘載） 吉岡郷甫
古神道と現行法（摘載続き） 筧克彦
神祇の崇敬に就て 守屋榮夫
神職修養論（摘載） 目黒和三郎
武士道論の一節 飯田攩隠
国民の奮起を促す（摘載） 塩田武夫
トホカミエミタメの神語
天児屋命諄辞考（摘載） 角田忠行
廃典を興す 池野英介
物を清むるに塩水をすゝぐ事
寿詞を専とする事
我国言語研究の小史（二） 雪城子
神階の御事につきて 藤原舜
先づ宮内大臣立儲令第二条の御規定に依り八月三十一日附を以て左の通り公
告せられたり

宮内省告示第十三号

講演

本会記事

論説及講演

文苑

雑報

各郡市通信

論説及講演

学説



皇太子の震位
立太子式奉祝歌詠進
文部省訓令
立太子礼奉祝歌詠進
文部省訓令 諸学校に於て当日挙行する奉祝式の順序
立太子礼奉祝唱歌
立太子礼当日諸官庁に於ける奉祝式順序
立太子礼当日青年団に対する指導方法に関し愛知県内務部長通牒
勅令及内務省令を以て立太子礼当日官国幣社以下神社に於て行ふ祭祀并に祝
詞を左の通り定められたり

勅令第二百三十一号
内務省令第十三号

立太子礼当日祭祝詞
立太子礼紀念郵便切手
立太子式御当日皇太子殿下の召させらるゝ御儀服
立儲令第五条に依らせられ左の詔書御発布相成りたり。 朕祖宗ノ遺範ニ遵ヒ裕仁親王ノ為ニ立太子ノ礼ヲ行ヒ茲ニ之ヲ宣布ス
立太子礼当日左の通り贈位叙位叙勲の御沙汰あり
立儲令第三条に「立太子ノ礼ヲ行フ当日之ヲ賢所皇霊殿ニ奉告シ勅使ヲシテ神
宮神武天皇山陵並先帝ノ山陵ニ奉幣セシム」と定められたる御規定によらせられ
十月三十日附を以て左の通り勅使仰付られ十一月一日午後二時宮中鳳凰の間
に於て神宮並に神武天皇明治天皇山陵に勅使発遣の儀を行はせられたりと申
す。
立太子礼当日伊勢神宮に於て奉幣の典儀行はせられたり
立設令第四条の御定に依らせ給ひ十一月三日午前九時三十分と云ふに宮中賢
所大前に於て御式を挙けさせ給ひたり其御模様を洩れ承り左に謹記す

立儲令第六条に依らせられ皇太子殿下には殆と御休憩もあらせられず十時二十
分戸田式部長官濱尾東宮太夫前行入江侍従長山根武官長以下御跡に候し御参
進東宮侍従長壺切御剣捧持して内陣に御参入御拝礼あらせられ皇祖皇宗並に
天神地祇に神祐を祈らせ給ひて御退下三殿御親謁の儀を終らせ給ひたりと

立儲令第七条に依らせられ皇太子殿下には御食事を終らせられ暫時御休憩遊
ばされたる後更に陸軍歩兵大尉の御正装に御召替遊ばされ午後二時戸田式部
長官の御先導にて正殿に御参内天皇皇后両陛下の御前に御参進御起立の御姿
勢にて立太子の礼を挙げさせられたる天恩を御拝謝
立儲礼詔書に就て某宮内官謹話の一節
御乳の人繁子の談
立太子式は総て夏の御衣を御着用遊ばさる宮中の御習慣として十一月八日（立
冬の日）を以て夏冬の御更衣あらせらるゝ事なれば両陛下を始め奉り皇太子殿
下皇族妃殿下其他の御装束は総て生絹を以て御調製相成たりと
神苑経営に関する注意（摘載） 本田林学博士
米国の我神道研究家某が祝儀麻呂氏に神道に関する質問の後大に満足の意を
表して左の談話をなせりと
逆定理式研究と云ふ題下に櫻井東花氏の論ぜられたる論文中に収めある種々
の言論を抄録して研究の材料に供す吾人は大に研究して其非理を説破せさるべ
からず
神職養成部教習科卒業証書授与式に於ける内務大臣の告辞
読売子は日本の神の観念を左の如く解説せり
古実拾要（承前） 池野英介
衣紋の概要（摘載続） 長谷子爵講述
古事記語釈（続）
百人一首略解（つづき）
十月分兼題「菊盛」
大正六年兼題
奉祝立太子礼詠晴天鶴歌並反歌 鈴木達彌
晴天鶴 加藤鐵五郎
奉祝立太子礼（四首） 三河安藤獅庵
初孫の誕生に
足助神社遷宮祭
奉祝天長節
書懐
長篠
野見神社は三河国官社二十六座の首座にましませとも今は村社の社格にて氏
子も二十余戸なり
伊勢記行 天野久良
開戦以来第二回の紀念日に際し英国皇帝より我が　天皇陛下に対せられ御親あ
りしに付き我が天皇陛下には左の御答電御発送遊ばされたりと申す
川面博士の戸隠夏禊会一行二百五人及研究班医学博士等三十五人は八月一
日午前七時十三班に分ち何れも晒の行衣に袴を着け菅笠を頂き握飯を携へ出
発す班長には牧野銀行頭取高松郡長土井師範学校長森久保代議士井崎少将
麻布神道本局員須永中将上村少将寺垣中将山田國學院講師伊藤大審院部長
高木男爵の諸氏之に衝り中堂百畳敷の大広間にて禊会を開き約二時間修行毎
日早朝より二時間づゝ四回修行中には戸隠の奥宮に参拝し七日間無事に修行し
たり
官国幣社判任待遇神職に対し御大礼紀念章を御下賜相成り地方庁より伝達せら
れたり
孝明天皇の御明断に胚胎し明治天皇の御鴻図に拠る光輝ある日本文明史の一
大紀元は全く京都に発症せり又京都は千余年間王城の歴史を有し居れば東京
の明治神宮に対し奉り京都に孝明神宮を奉建して国民崇敬の中心たらしめんと
京都の有力者間に計画協議せられつゝありと云ふ
九月十三日午前九時伏見桃山に新築せられたる乃木神社正遷宮行はれたり当
日は寺内元帥山口師団長木内知事村野山人等数百名参列し荘厳なる祭典行は
れ参拝者も非常に多く大将の徳は一段発揚せられたりと
丹羽郡に指定せられたる新嘗祭献穀田は其成績頗る良好にして十月二日抜穂
式を行ひ同十六日古橋丹羽郡長及関係町町村以下十余名にて大口村水野住五
郎耕作の米一升布袋町永田政市耕作の粟五合何れも清浄を極めて精撰し白木
の唐櫃に収めて県庁へ奉持し送達式を行はれたり県庁は直に宮内省へ奉納の
手続きを了せられたりと
山県公爵の明治天皇勧請祭は七月三十日午前九時三十分古稀庵庭園中央に
祭壇を設け行はれたり
九月十五日宮内省考証課長増田博士は茶臼山古墳并に大縣神社御祭神御事
歴等調査の為め丹羽郡楽田村県社大縣神社へ出張せられ古橋丹羽郡長江口県
属并に田中海軍省参政官同行種々調査を遂げらる殊に青塚なる茶臼山古墳は
前方後円にして規模宏大なれば御陵墓建造全盛時代の形式なりとて仝氏は非
常に讃賞せられたり
陸海軍大臣は在郷軍人一般に左の訓示を発せらる
外宮仮殿立柱祭は九月十四日午前九時より行はれたり其の御様子左の如くなり
しと承る
伊勢外宮仮殿遷御式は十一月五日午后八時執行あらせらる
宮内省官制改正を発表せらっれたり
陸軍特別大演習行幸の御次名古屋離宮に御駐輦の砌拝謁仰付らるべき有資格
者は左の如しと
大元帥陛下には十一月七日午前六時四十分宮城御出門大纛を遠く九州に進め
させ給ふ御途次次名古屋離宮に御駐泊遊ばさる
海部郡弥富町　村社彌富神社基本財産造成規約
大縣神社昇格奉賛会趣意書 大縣神社昇格奉賛会規程

第十五師団招魂祭々式状況

第十五師団招魂祭祝詞
第十五師団招魂祭夕祝詞
第十五師団招魂祭墓前祭祝詞
大正五年十月招魂祭々式

八月二日より三週間古渡町元神職取締所講堂に於て祭式作業講習会を開きた
り
八月二十二日熱田神宮神職養成部教場に於て祝詞科試験を施行せり受験者十
余名
大正五年八月廿二日施行祝詞科検定試験問題
大正五年八月二十二日施行祝詞科検定試験及第者
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会説 目出度大正五年を送る

神祇の崇敬に就て（つゝき） 守屋榮夫
古神道と現行法（摘載続き） 筧克彦
我が神道（摘載） 石田守義
神社とは斯くの如きものか（摘載） 有馬曉皷
国民教育の刷新（摘載） 嘉納治五郎
檜者可為瑞宮之材 池野英介
皇霊祭の起源及祭儀の言義
トホツカミエミタマヘ 故柴田花守
気吹術 金澤純一
我国言語研究の小史（三） 雪城子
茶の説 久永章武
神職と葬儀執行（摘載） 塚田菅彦
陸軍省軍事調査員梅澤少佐の談
故村上大将或懇親会の席上で気焔の序に軍人は薩摩に限ると脱線すると一新
聞記者が夫は個人としての御国自慢なら止を得ぬが参謀長としてならば聞捨に
ならぬと云ふと大将烈火の如く怒り何を生意気なと云ひ様盃を投付け一座大喧
嘩となりし
愛知県産業課長原口理事官曰く吾々の様な役人等窮屈な生活して居るののは
富有の身に非る限り愉快と云ふ事は尠ない之を需めんとするならば読書して自ら
を慰め修養するに如かずと誠に善き趣味と謂ふべし
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立太子礼彙報

雑録



名古屋市役所課長野地氏曰く此頃纏つた本を一冊宛二ヶ月間に読み上あげる
方針を取つて居る今日の教育は編纂的即ち引き抜き物を読ませんとする傾向が
ある。何の方面にも一寸は解する事が出来るが纏つた脳が出来ぬから駄目であ
ると尤もな考なり神道研究は格別然り
岡本櫻氏曰く新刊書物が出ると早速取寄せて居る忙しい忙しいと云ふても買つた
丈けは読んで行けるものだ。読んで行けんでは従って頭も古くなるから強いて読
む様にして居ると後れ勝と云はれて居る神職の良薬也
名古屋市役所衛生課長曰く忙しくて読書も出来ないが和歌と俳句の書を読んで
居る和歌の書は万葉集を参考として居る、お職柄専門の書を読んで居るが今日
の様に新刊書が出ては読むに追はれて居る始末だと。氏子教育の責任を有する
神職全部が此の心掛ありや
他山の石として宗教家の講演筆記一二を摘載し布教師等は我が神道を餌となし
て国民の思想を釣り而して己の宗教を弘ｍるにば如何に巧妙に附会の説曲解の
論を弁舌を以て聴衆を魅するかを見る資とす
日本国と仏教（摘載） 妙宣寺　市島日事師
親愛（摘載） 粟田融峨師
以和為貴（摘載） 飯田薫隠
仏道と人道（摘載） 猶喜法瑞師
祭祀と神職 藤原舜
古実拾要　前号のつゞき 池野英介
衣紋の概要（摘載つゞき）
百人一首略解（つゞき）
古事記語釈（つゞき）

朝見式御献立は左の如くなりと

晝御膳
朝餉御膳
十一月三日　両陛下には立太子礼御祝として三室戸主事を東宮御所に御差遣
左の御品を贈らせ給ヘリと申す
東宮殿下には両陛下に左の御献上遊されたり
宮殿下其他より皇太子殿下に左の奉祝献上品あり
十一月三日　午后三時両陛下には千種の間に出御列国大公使官一同の賀詞を
受けさせ給へり
英国大使外交官一同を代表して奏上せる祝詞
露英仏伊皇室より　皇太子殿下に勲章を御贈進相成りたりと申す
東宮殿下には両陛下に左の御献上遊されたり目出度御儀を終らせられ午后三時
十分御機嫌最も麗しく御還啓遊ばされ直ちに地方官其の他の拝賀を受けさせら
れ続いて旧奉仕者宮中席次一階三百余名宮内勅任官東宮職高等官東宮御学
問所高等官の奉賀を御嘉納遊ばされ午后五時半全く終らせられたりと
渡邊式部官の謹話抜粋（宝剣親授の儀）（朝見の御式）
立太子礼奉祝の為の吉松中将麾下の第一艦隊は品川湾に回航し一方海軍航空
隊にては飛行機母艦若宮にフ式イの五合同十号の二機は午前九時三十分より
各飛行中尉交る交る搭乗して奉祝飛行を行ひ殊に宮城及び東宮御所の上空に
て編隊表敬飛行
全国神職会奉呈賀表并に賀状東京府神職会奉呈賀表
栄行く御代一　－古神道百首ー 藤岡長和
十一月分兼題
俳句
真宗説教ニ取締ノ必要ヲ認ム 衣浦漁師投
天児屋命諄弁考を読みて 今泉亀次郎
井上東京府知事講演の一節
熱田神宮境内整理計画概要は左の如く也と聞く
今回左の通り神社昇格発表相成たり 内務省告示第七十八号
肥紫の野に於て行はれたる陸軍特別大演習御統裁遊はされ最終日即ち十一月
十四日大元帥陛下には糟屋郡大川村郡立農学校左側広場なる講評場に成らせ
られ午后一時上原参謀総長の御先導にて出御玉座に着御あらせられ大迫南軍
司令官井口北軍司令官の作戦経過朗読上原参謀総長の両軍の成績非常に良
好なりとの講評を聞こしめされ左記の勅語を賜りたりと申す
今回演習地方に於ける勤王志士等に対し左の通り贈位の御沙汰ありたり
宝飯郡講演会状況報告
蒲郡町忠孝会は今回立儲礼奉祝記念として左の修身十訓を発表し之が実行に
努むると云ふ
神仏を敬ふべし
内務省に於ては新教育を受けたる神職を普及せしむる必要を感じ皇典講究所神
職養成部修業者を官国幣社の禰宜主典又は府県社以下の神職に任用し國學院
大學若くは神宮皇學館卒業生は官国幣社宮司の挙用して漸次老朽神職を淘汰
し神威崇敬の実を挙ぐる方針なりと
立太子式に附随して行はせらるゝ宮中饗宴の儀は九州に於て挙行相成たる陸軍
特別大演習御統裁あらせらるゝ為め行幸遊はさるゝ御都合の付語延期相成居た
りしを以て十一月二十七日正午在京各皇族方を始め奉り外国大使山縣大山公
以下文武百官千百余名を宮中豊明殿の御餐に召させ給ひ参列員一同に対し御
料理の外記念の為御紋章附銀盃一個を御下賜相成たりと
皇太子殿下には立太子式御滞なく終了に付申告の為め伊勢神宮並に神武天皇
御山陵桃山御山陵等に御参拝遊はされたり行啓御日程は左の如く也き
丹羽郡神職会は今回副会長以下役員満期に付改選せしに左の諸氏当選し将来
は熱心なる古橋会長監督指導の下に一層規律を正しくし真面目に活動して神社
の整善神職の修養等に努むる所あるへしと云ふ
今回神職に対し左の通り懲戒処分ありたり
昨秋御大礼の際名古屋離宮に御駐泊在らせられたる賢所仮奉安殿にて御使用
相成たる白木燈台八脚案脚立等の御用品を記念の為め熱田神宮を始め県社等
へ十二月十一日御下附相成夫々受領せり
天皇皇后両陛下には去月二十九日青森県古間木駅附近に於て汽車衝突の際死
傷者を出したる趣聞召され御救恤金七百円御下賜相成たり
西加茂郡神職会は会員中死亡せし者の霊祭を行ひたり
武人の典型として万人の敬服せる内大臣元帥陸軍大将正二位大勲位功一級大
山公爵は病気危篤中なりしが遂に十日午前十一時四十五分を以て薨去せられ
たり
博識の聞えある丹羽郡扶桑村大字北山那犬山町県社針網神社々司尾関一学氏
は先頃より病気療養中なりしも病俄かに革り遂に十二月十日死去せられたり
豊橋市図書館に於て十一月十九日午後一時より本会の主催に係る講演会を開
き東京より筧博士を聘し神道の講演を願ひ非常の効果を収めたり其筆記は速記
録校正の上本誌に掲載せらるべし
大正六年度通常協議員会は一月中旬に於て開会せらるべしと云ふ
大正六年度神職養成補助費五百円通常県会に於て可決確定せり尚同年度神饌
幣帛費五百拾円も同様可決確定せり因に久野尊資氏は神職の改善は一層注意
ありたしと当局者に望まれたりと

叙任及辞令 叙任及辞令
281 大正6年1月29日 明治天皇御製・昭憲皇太后御歌

会説 新年の辞
神祇の崇敬に就て（続）
五藤内務大臣訓示の一節（地方長官に与へられたるもの
神職待遇上の矛盾衝突の一節 櫻井東花
古神道と現行法（摘載続き） 筧克彦
神職修養論（摘載） 目黒和三郎
我国民の覚悟（摘載） 泰川健治
我国言語研究の小史（三）（続） 雪城子
国史の研究につき参考書のあらまし 藤原舜
名目二百首
聞召食 池野英介
稲荷ノ大神　仝
衣紋の概要（摘載）つゞき
古実拾要
百人一首略解（つゞき）
古事記語釈
歌
俳句

寄書 祈年祭ニ就テ希望 衣浦漁人投
宮中御政事始式
新年御宴会
陸軍始官兵式
御講書始式
国学の泰斗
本県に於ては神職奉務規定内務省令施行細則氏子惣代等に関する規則を遠か
らす発布に相成べしと聞く
神社に関する諸規則の統一を計る目的を以て神社法令全書と云ふ如きものを編
纂中に付脱稿の上は神職会の名義にて出版し各神社郡市役所町村役場等に購
求を乞ふ計画中なり
本県立高等女学校にては寄宿舎内に神棚を設け生徒をして毎朝手水を遣ひたる
後先づ神棚の前に至り恭しく拝礼をなし後舎監を始め夫々に礼をなすことにせら
れと聞く各学校に於ても之に倣ひて神棚を設けて生徒に敬神の念を涵養せられ
たきものなり
三重県神職会は本年より新に県費三百円の補助を受くることゝなりて従来着手調
査中なる三重県神社誌発行並に其他の新事業計画中なりと
碧海郡神職会は九日午前十時より郡会議事堂に於て総会を開き大正六年度歳
入出予其他協議事項を決議せり
丹羽郡神職会は八日午前十時より丹羽郡役所内に於て新年会を開き学神祭を
行へり

論説及講演

学説

雑録

解釈

文苑

雑報

雑録

解釈

立太子礼彙報補
遺

文苑

寄書

雑報



本県下に於て郡市費の補助を受け居る都市神職会
宝飯郡御津村県社御津神社々掌渡邊孝吉氏は一月八日死亡せられたり
海部郡神職会は一月六日仝郡役所議事堂に於て例会を開き社務に関する打合
をなし郡長より左記の訓示あり了って新年宴会を開きたりと
一月十六日午前十時より愛知県農会事務所楼上に於て大正六年度協議員会を
開き大正六年度経常費歳入出予算の件愛知県神職会規約改正の件講堂及事
務所処分の件並に其他数件を決議

愛知県神職養成部に於ては大正六年度高等科初等科共新入学生を募集せらる

謹告
広告 生徒募集

叙任及辞令 任命及辞令
282 大正6年3月10日 御製・御歌

歌御会始勅題預撰歌集
本年歌御会始御前披講歌

西村総裁岡部会長并に藤岡理事を送り堀田総裁野田会長并に竹田理事を迎ふ

論説及講演 古神道に就て 筧克彦
二月分兼題
俳句
県社以下神社数一覧 大正五年十二月三十一日現在
神社及神職数 大正五年十二月三十一日現在
南設楽郡神職講演会状況
二月十七日祈年祭
本県内務部長にして本会総裁たりし西村保吉氏は一月廿九日島根県知事に栄
転
本県社寺兵事課主席属にして本会の理事たりし藤岡長和氏は一月二十二日に
額田郡長に栄転
官幣大社熱田神宮々司にして本会々長たりし岡部譲氏は一月二十二日官幣大
社伏見稲荷神社へ栄転
新任熱田神宮々司野田菅麿氏は二月二日来任せられ前宮司より事務引継を受
けられたり
岡部藤岡両氏栄転に付本会幹部員発起して一月廿七日送別の宴を開かれたり
前会長岡部氏并に前理事藤岡氏へ在職中本会に尽されたる功労を感謝し記念
として宣徳火鉢一対づゝ本会より贈呈したり
養成部に於ては来る三月祭式科祝詞科検定試験を施行せらるゝに付志望者は
至急願書差出さる方宜し
岡部譲藤岡長和両氏より御着任後早速御叮嚀なる挨拶状を一々御郵送相成た
り今回両氏の卜居相成たる所は左の番地なりと
謹告
来ル三月下旬神職養成部ニ於テ祭式科祝詞科検定試験ヲ施行ス
大正六年度本会経常費歳入歳出予算并ニ本会改正規約印刷ニ付シ候ニ付御入
用ノ向ヘハ実費ニテ分配致スベク候
大正六年四月入学セシムル愛知県神職養成部高等科及初等科共生徒募集ス規
則書入用ノ方ハ一方次第送付ス

283 大正6年4月10日 御製・御歌
歌御会始勅題預撰歌集

会説 祭式の巧拙は国民の敬神思想に影響す
論説及講演 神社ニ関スル講話概要 岡部熱田宮司講話

法令 府県社以下神職休職令 勅令第二十九号
雑録 祭式作法講習筆記

三月分兼題
伊勢記行
神職養成部卒業生は同窓会を組織し今回機関雑誌発行の準備中なれば諸君の
投稿を希望すると云ふ
額田郡神職会は一月廿九日岡部先生を聘し岡崎市に於て講演会を開催せりと
海部郡神職会は三月十日守屋理事官を聘して七寶村藤島神社々務所に講演会
を開催せりと
三月十五日午後八時を以て外宮本殿還御式を行はせられたりと申す
丹羽郡羽黒村在郷軍人会は三月廿一日戦病死者の招魂祭を行へり
丹羽郡尚武会主催に係る招魂祭を四月二日表忠園に於て執行せり
中島郡神職会は野田宮司を聘し三月三十日稲澤町に於て講演会を開催せりと
海部郡通信
額田郡通信
三月九日十日両日間元神職取締所講堂に於て各郡市典礼并に仝候補者及有志
者を集め鈴木熱田神宮権宮司指導の下に祭式作法の講習会を開かれ野田会長
守屋理事官江口県属大木講師等も出席して熱心に視察せられ又鈴木講習会講
師は親切に説明教示せられ講習員一同も熱心に講習せられたるを以て大に効果
を収めたり

三月廿七日古渡町山王講堂に於て神職養成部第六回卒業証書授与典式を挙行
せられたり

守屋神職養成部長告辞の要領
鈴木権宮司祝辞の概要
卒業生惣代答辞
神職養成部第六回卒業生人名表

謹告
広告 広告

284 大正6年4月15日 神棚に就いて
此編は客年十二月一日県立第一高等女学校新築落成記念の日に際し守屋本
会副会長の該校生徒に対して特に講話せられしものなり今茲に掲載して神職諸
氏の講話の材料として氏子崇敬者の実行を促さんとす

大正六年度収支予算書　収入之部
支出之部
愛知県神職会規約
愛知県神職会協議会議事録
全国神職会出席員及五県連合神職会出席代表者ヲ抽選方法ニ依リ定ム

文苑 名古屋市神職会月次歌会
北白川宮成久王殿下には此度野砲兵射撃学校附に御栄転相成しが殿下には平
素敬神の念に富ませられ本月六日午前九時　妃殿下並に若宮殿下御同伴にて
熱田神宮に御参拝あらせられ松井知事守屋理事官は御案内申上げられし由
中島郡神職会に於ては三月三十日稲澤町西尋常高等小学校議堂にて皇道講演
会を開催したり此の日春気陽々として尾西の広野に吹く風も暖く稀に見る好天気
なりしかばさなきたに聴衆を溢れり
東賀茂郡神職会にては本月五日より三日間祭式作業講習会を開催したり
五県連合神職会代表者の選出の郡市は本年一月十六日協議員会開催の席上
に於て抽籤を以て定めたるに東賀茂郡及葉栗郡と決定せしにつき本月六日附を
以て其の代表者選出の上至急其の八名を報告すべき旨通知を発したり
五県連合神職会を静岡県に於て開催に付四月六日を以て左の通り各郡市神職
会長へ勧誘し置きたるも会員諸氏は奮て参会せられんことを望む
全国神職会へ出席者選出ノ郡市ハ本年一月十六日協議員会開催ノ席上ニ於テ
抽籤ヲ以テ定メタルニ八名郡及渥美郡ト決定セシニ付本月六日附
ヲ以テ出席者選出ノ上其ノ氏名報告スベキ旨通知ヲ発シタリ

285 大正6年5月10日 御製・御歌
会説 神職諸君の努力を望む

神人合一唯一不二（摘載） 山田新一郎
神職修養論（摘載）つゞき 目黒和三郎
日本の建国（一節摘載） 椎尾辨匤
国家の大損害（一節摘載） 中島力造
聖書中猥雑なる記事に就て（摘載） 榊保三郎
大祭日に於ける行事の一節（摘載） 浅井豐一郎
徳川時代に於ける伊勢神宮の遷宮（概要摘載） 石巻良夫
神祇と宗教 藤原舜
頃日今泉龜次郎氏より自著祝詞語意論と題せる珍本を寄せらる。一読せるに近
来の新説にして斯学研究の好資料なりと信じ茲に二三節を抄録して諸君の研究
を促す。
山鉾、山車、陸船 池野英介
尾北継鹿ノ尾の事
尾州丹羽郡稲木庄犬山城主歴代
豐受大神宮仮殿遷宮本殿還御並臨時禁御次第
百人一首略解（つゝき）
古事記語釈（つゝき）
古実拾遺 池野英介
知立神社に於て氏子並に一般参拝者に頒布せられたるものなりと。
大山公墓碑銘
兼題
俳句 安藤獅庵
敬神 一神主
偶語一束 今泉龜治郎
敬神思想鼓吹ニ就テ 龜崎精爺投
一寸の言葉の使ひ様で其人格の大要が判断せられます
栃木県立宇都宮高等小学校では寄宿舎の一部に神殿を設けて天照大神豐受大
神大国主神を祀り生徒をして毎朝供物を奉らしめると
群馬県立前橋高等女学校にては舎内の一室に天照大神を奉斎し毎月一日十五
日に神職を招き祭典を行ふと
長野県立松本高等女学校にては寄宿舎の一室に神棚を設けて天照大神を奉斎
し特別訓戒を加ふる時は此所にてなすと
愛知県海部郡津島町立高等女学校敷地を町長議員一同津島神社に参拝し神前
にて神籤をあげて神意を伺ひ決定せしと
筆するも畏し特殊部落の一団垂仁天皇の皇后日葉酢姫命の御陵墓を発いて古
器物を盗みたりと

雑報

各郡市通信

本会記事

論説及講演

雑報

論説及講演

本会録事

文苑

雑報
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広告
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見聞録



名古屋市中区政秀寺に於て腹掻切つて一命を賭し幼時放蕩の信長公を諫言せ
し忠臣平手政秀公の三百六十四年祭を行ひ小学校生徒を参列せしめ市視学市
長等の有益なる講演ありしと
山梨県に於て武田信玄の霊を奉祀せんが為め今回武田神社奉建会なるものを
組織し十二万円余を醵金し西山栞郡相川村なる武田城址に創立する計画中なり
と
新占領地青島に神社創立の計画あり遠山正雄氏其筋の命に依り渡航して社殿
其他の設計を了したりと
護良親王の御功績を万代に伝へん思召にて巌谷一六氏に命じて碑文を選せしめ
られしも御沙汰止みと相成居りしが今回鎌倉宮にては該建碑の計画中なりと
官幣大社橿原神宮官幣大社熱田神宮官幣大社出雲大社例祭当日に勅使差遣
の儀御治定あらせられしと
官国幣社経費は従来二十二万円なりしが八万円を増加し三十万円計上して臨時
議会に提出せらるゝ運に至るべしと云ふ
神宮祭主の宮は大御手代として神宮に仕奉り玉ふが今回山階宮藤麿王を以て
祭主御継嗣に御内定あらせられ香川事務官等の御輔導にて神宮祭主たるべき
特別の御教育を受けさせらるゝ趣なりと申す
丹羽郡西成村字浅野なる浅野弾正長政公宅趾建碑除幕式は四月廿五日午前十
時地鎮祭を行ひ斎主中野周次郎祭官森貫一安藤田嶋出勤奉仕
静岡に於て五県連合神職会を四月廿八日、廿九日両日に亘り開催せられ本県
神職会より守屋副会長を始め代表者有志者五十余名出席せられたりと
出雲大社教総裁千家尊福男来名に付堀田内務部長井上市会議長野田熱田神
宮々司鈴木同権宮司発起となり廿九日午后五時より愛知県商品陳館に歓迎会
を開かれたり因に仝日午前十二時より県会議事堂に於て同男爵の講演を開かれ
たり
名古屋市西区皇道会は熱田神宮々司を総裁に仰ぎ　伊藤治郎左エ門　鈴木總
兵衛　伊藤由太郎　鈴木松太郎　關戸守彦及県学務課長市視学等を顧問に仰ぎ
正会員年額金一円名誉会員同金二円を会費として醵出し敬神思想の普及を図り
つゝあり

今度の衆議院議員選挙には仏教界から多数の候補者が現れた広島県から瀧口
了信金尾稜巌愛知県から田中善立大阪府から紫安新九郎三重県から小林嘉平
治東京市から安藤正純静岡県から田中智学山形市から平澤高岳大分県から光
山白川長崎県から金澤恵厚和歌山県から毛利柴庵富山県から河合大示水戸市
から本多文雄氏其他立候補を勧誘されている人が大分あると某新聞に見えたり

大正六年度全国神職会通常会は五月十八日より一週間の予定にて東京麹町区
飯田町皇典講究所に於て開く事に決定し夫々通知を発せられたりと其議案中本
会組織変更に関する件は左の如くなりと

一、全国神職会ハ各地方神職団体ヲ以テ組織スル事
二、各地方神職団体ハ神宮神官官国幣社府県社以下神社及神宮神部署神職ヲ
以テ組織スル事
三、各地方神職団体ヨリ代議員三名以内ヲ選出スル事
四、予算決算ハ代議員ノ議ニ付スル事
五、議案（予算決算ヲ除ク）ハ総テ評議員会ノ議ニ付スル事
六、評議員会ハ代議員及評議員ヲ以テ組織スル事
七、予算決算ノ議定ハ評議会後ニ於テスル事

第三師団招魂祭は四月三十日五月一日の両日に亘り北練兵場弁天森に祭場を
設け執行せらるゝ
四月廿六日準備委員一同那古野神社々務所に集合し準備に取掛れり
四月廿九日午后一時より尾張各郡市より一名宛代表者として出勤せらるゝ祭官
一同祭場に於て実地予行をなし同夜は伏見町三嘉旅館に同宿せり
四月廿九日早朝より準備委員一同祭場に出張神殿装飾其他の準備を整へ午后
一時より斎主以下祭官一同祭場に参集し所役を定め予習をなし終りて旅館伏見
町三嘉へ投宿す
四月三十日未明より一同祭場に参集し神饌の調理神殿の装飾等各々手別をな
して之を了し時の至を待つ
本日の所役
本日の所役祝詞
大正六年（第三師団）招魂祭祭式
守屋副会長の栄転
皇太子殿下には御見学の為め奈良県へ行啓あらせらるゝ
式場第三師団北練兵場
謹告

286 大正6年6月10日 御製・御歌
歌御会始勅題預選歌集

会説 新議員諸君に嘱望す
神社崇敬は国務事項（摘載） 田中知邦
記念の二字に就て（一節摘載） 大口鯛二
葬祭は道徳の延長也と題したる名古屋新聞の社説を摘載して他山の石となし游
民視せられぬ覚悟を促す（記者）
独立とは何ぞと題せる修養論の一節（農工月報摘載）

官幣大社香椎宮々司稲村真里君が祝詞作文法の研究に資する為め草砥鹿宣隆
著「祭文例」の字句に付て批評せられｒたるが神社協会雑誌に掲載せられたれば
其の一部分つゝを転載して初学者の研究資料に供し各々神明に仕へて中取持の
本分を全ふする祝詞作文の完全を期せられたく祝詞作文の研究を促す。

私祭 藤原舜
正誤 祭式作法講習筆記ノ誤植訂正

鎌倉宮碑
入営奉告祭祝詞 村尾景経
兼題
本県理事官にして本会副会長たりし守屋栄夫氏は内務省監察官兼参事官に栄
転せられたうｒにつき市邨芳樹板津森三郎大塚末雄岡本信久竹田武男土屋員安
鵜飼金三郎野田菅麿野地清学山崎正董三浦渡世平日比野寛の諸氏発起となり
去る八日午後五時より名古屋市南鍛治屋町名古屋銀行集会所に於て送別会を
開かれたり
新任課長中野邦一氏は十一日午后零時四十一分笹島駅着にて官民多数の出
迎を受け赴任せられ県庁より廻されたる自動車にて一旦千秋楼に投じ午后県庁
に出頭して知事内務部長以下に新任の挨拶をされたりと
前課長守屋栄夫氏は十一日午后七時二十三分笹嶋駅発東行列車にて上京赴
任せられたり因に在住中本県神社の為めに尽力せられたるを感謝し愛知県神職
会より仙徳火鉢一対贈呈せりと云ふ
靖国神社例祭四月三十日午前八時警蹕奏楽裏に開扉献饌八時三十分陸相海
相陸海軍将校拝殿に参進賀茂宮司祝詞を奏す九時勅使烏丸掌典斎館を出で拝
殿階下に諸員奉迎を受け本殿に進み恭しく祭文を奏し終って斎館に下向直に宮
城に帰還復命せらる皇族方を始め大臣本殿に進み玉串奉奠其他の拝礼ありて
奏楽中に撤饌閉扉当日の祭典を終れりと
五月三日東京日比谷公園に於て日本赤十字社第二十五回通常総会を開かれ皇
后陛下の臨御を仰ぎ令旨を賜りたりと
愛国婦人会第十六回総会は五月四日日比谷公園に於て開かれ総裁閑院宮妃
智恵子殿下御臨場御諭旨を賜ひ阿部伯爵夫人答詞を奉答せられたりと
御見学の為め奈良へ行啓あらせられたる皇太子殿下には七日午前九時二十五
分奈良駅御発車道明寺駅御着車夫より允恭天皇応神天皇御陵御参拝あらせら
れ御晝餐後孝徳推古陽明各天皇御陵并に厩戸皇子墓所等御巡拝あらせられ午
後四時十分御還啓遊ばされたりと
天皇皇后両陛下には五月八日午前十時御出門大崎町袖ケ崎島津忠重公新築
邸に行幸啓あらせられ
五月二日東京日比谷公園に於て日本赤十字社第二十五回通常総会を開かれ皇
后陛下の臨御を仰ぎ令旨を賜りたりと
臨時議会召集詔書五月十二日の官報を以て公布せらる
神代の昔から無窮に清く流るゝ五十鈴川の水源地なる大和紀伊伊勢三国の境に
ある大台原山は高さ一万尺ある高山にして昔から主があって大きな蟾蜍が居る
と言伝へて誰も登るものはなかったが今回津の製紙会社か其山の木を買って伐
木に着手したと云ふ此の神聖視されて居った山殊に五十鈴川の水源を荒ととは
残念なり

神社財産規定中改正
五月二十二日県公報にて県令第四十八号を以て明治四十一年九月県令第七
十六号神社財産登録及び管理並に会計に関する手続中左の通り改正し発布の
日より施行する旨発布せられたり

五月二十一日例年の通り古渡町山王に於て例祭并に霊祭を執行せられ中野理
事官始め県庁側からも多数御参拝相成り各都市より代表者出勤厳粛に祭典を行
はれたり因に遺族の参拝殊に多く何れも懐旧の情に堪へぬ様になりきと
六月十一日を以て本年度愛知県神職会総会を名古屋市に於て開催せらるゝ事に
決定せられ五月十四日県庁内にて理事会を開き夫々役員を定め準備に取掛り
各郡市神職会長に宛て会員出席勧誘方并に六月十二日各郡市神職会長及協議
員連合会開催に付き出席せられ度旨依頼状を発したり
今回皇典講究所講師従六位青戸波江氏今年還暦の寿に達せられたるにつき有
志の人々発起舎となり左の方法にて祝賀の意を表し老後を慰むるに足る方法を
講ずる事となし講習員其他の賛成を求めらるるに付通知方依頼し来れり
今回本県庁社寺課にて現行神社法規を調査編纂せられたるを本会に於て発行
する事とせり
別項の通り六月十一日開催せらるゝ総会の模様并に講演筆記等多数の記事掲
載すべくに付紙数非常に増加する見込なれば本号の紙数を割きて次号に譲るこ
とゝせり

287 大正6年7月10日 御製・御歌
内務大臣訓示
内務部長訓示
日本民族垂示の衛生 高木兼寛
国体の根本義 野田菅麿
時事有感 高木兼寛
兼題
俳句

雑報

論説及講演

学説

文苑

雑報

謹告

論説及講演

文苑



今回御上京の李王殿下には六月十四日午前十時二十分参内鳳凰の間に参進
天機を奉伺遊ばされ世子殿下が梨本宮方子女王殿下と御結婚御内勅の御礼並
に李太王殿下の御伝言を言上遊ばされ次で桐の間に進ませられ皇后陛下に御
対面同様御挨拶あり夫れより賢所に参進大前に御拝礼ありて宮城御退出あらせ
られ更に午后二時三十分高輪東宮御所に成らせられ皇太子殿下に御対面の上
離宮へ還御遊ばされたりと申す
五月十四日官幣大社出雲大社例祭につき掌典河鰭子爵勅使を承り参向相成り
たりと
熱田神宮御田植式は六月十五日午后一時より行はれ西春日井郡東春日井郡愛
知郡碧海郡より模範青年二名宛出仕し野田宮司以下各禰宜出勤厳かなる祭典
を行ひ御田神社に玉串を捧げ禰宜神殿に田植歌を唄ひ青年神田に田植式を執
行し農会長代理原口産業課長各郡長山崎農林学校長等参列せられたりと

李王世子には六月十日李王殿下御出迎の為め御来名遊ばされたるが翌十一日
松井知事堀田内務部長社寺兵事課長の御案内にて熱田神宮に参拝せられたり

熱田神宮例祭リ
熱田神宮神輿渡御神事
皇太子殿下奈良県下各官幣社御参拝次第
九段靖国神社
元神職取締所建物を売却せし顛末并に売買契約書現金及書籍器具の保管等
今回改選の結果当選せられたる新議員氏名左の如し

大正六年度全国神職会通常会へ参列の為め上京を命したる戸田太郎尾崎古雄
両氏より本会長へ復命したる概要

議事日程
決議セラレタル事項
建議案中採択可決セルモノ
内務省諮問事項
談合会議談案
実行委員報告

兼て計画せられたる愛知県神職会総会は愈六月十一日午前九時より本県会議
事堂に於て開催せられ頗る盛会を極めたり
愛知県神職会総会日程
謹告

内務省訓令第一号

一、官吏タル本分ヲ恪守スル事
一、官吏タルノ品位ヲ保ツ事
一、繁縛ヲ省キ簡捷ニ就ク事
一、公私ノ別ヲ明ニスル事
一、秩序ヲ正シクシ言議ヲ慎ミ機密ヲ保ツ事

社寺保管林規則改正 勅令第六十七号
広告 広告

288 大正6年8月10日 御製・御歌
神職の活動
本県知事訓示要領の一節　国民道徳の振起と敬神思想の振起
岡田文部大臣訓示中宗教に関する一節
日本民族垂示の衛生（承前） 高木兼寛
国体の根本義（承前） 野田菅麿

雑録 神前結婚式概要
古実拾要 池野英介
百人一首略解（つゞき）
八月分兼題
俳句
醒めよ神職 蓮城港の一祝人
私立法令文庫 村木鶴次郎

各郡市通信
八名郡ニテハ七月七日郡内神職ヲ郡会議事堂ニ召集シ林郡長ヨリ敬神思想普
及ニ関スル訓示アリテ引続キ社務ニ関スル注意事項ヲ示サレ数項ノ諮問案ニ付
答申セシメ其他打合事項ノ協議ヲ為シタリ
成金の奢侈
或成金が蒲郡海水浴場第一流の旅館へ二階全部を暑中借受けたいと申込んだ
金の有るに任せて世人の避暑場を奪ひ去らんとする没人情漢の贅沢遂に他人迷
惑となる悪むべきなり
或成金が御振舞の饗膳へ京人形に五円紙幣を腰巻させて引いた如何に失敬極
まる所為なるか此の引物を喜んで受けた客も亦無恥の痴漢なりと言はねばなら
ぬ
藤岡好古翁の訃

七月十八日西加茂郡長は郡内各町村長を郡衙に召集し町村長会議を開き訓示
せられたる事項の中神社神職に関する件左の如くなりと

一神社事務ノ整理ニ関スル件
一神職奉仕社数ノ制限ニ関スル件
一神職ノ修養ニ関スル件

七月十九日（旧六月朔日）高藏神社井戸覗祭は非常の賑合にて井戸の二丁程
手前からニ列になり進みて順次井戸を覗き清水を瓶に貰ひ拝殿の前に至り巫女
の鈴を頂き一心に子供の無事を祈るもの未明より夜中迄引切らず押寄せたりと

又丹羽郡池野村なる尾張富士浅間神社石上祭も十八日より十九日へ（旧五月晦
日六月朔日）に亘りて行はれたるが近年稀なる賑合にて全山篝火と提灯にて飾
られ石釣の音頭にて動揺めき参詣人を以て充満せり因に赤十字社より救護班出
張して応急に備へられ名電は賃金割引をなし徹夜連続せり
式部長官戸田氏共伯祖先一西公を祀れる岐阜県大垣の常葉神社は現今無各社
なるを県社に昇格出願準備中なりと
七月三十日明治天皇五年祭の儀を行はせらるゝに付両陛下御名代左の如く仰付
られ山陵御参向相成べしと
銃丸が当つても通らぬ甲冑が米国で発明され米国軍は近く之を採用すると云ふ
発明者は米国の眼科耳鼻咽喉科ブリュースター博士なり是はベシレヘム鋼で出
来て居ると或る新聞に見ゆ
七月二十二日付にて岡崎市大字伊賀鎮座郷社伊賀八幡宮は県社に知多郡成岩
町鎮座無格社成岩神社は村社に昇格発表せられたり

丹羽郡神職会は八月下旬に於て講師を聘し祝詞及祭式の講習会を開く筈なりと

中島郡神職会並葉栗郡神職ハ七月十二日ヨリ三日間熱田神宮鈴木権宮司ヲ聘
シ連合祭式講習会ヲ一宮町公会堂ニ於テ開催セリ講習員ハ炎暑ヲ冒シテ熱心ニ
講師ノ指導ヲ受ケ多大ノ効果ヲ収メタリ
七月二十四日二十五日両日間鵜飼書記岡部嘱託両名出張して使丁を督し本会
藏書の大曝書を熱田神宮境内絵馬堂と西楽所との間にある大楠木の下に延を
敷きて二十余坪一杯に拡けて行へり
江渡大佐葬儀は七月二十五日午后一時半築地水交社出棺青山斎場に於て執
行せられたり
橿原神宮々司桑原芳樹氏皇典講究所幹事長に就任相成たる趣七月十三日付を
以て皇典講究所より本県分所長へ宛通知ありたりと
本年度養成部高等科生徒氏名
同初等科生徒氏名

七月二十七日県公報告示

告示第二百四十四号
告示第二百四十五号
告示第二百四十六号
告示第二百四十七号
告示第二百四十八号

広告 広告
289 大正6年9月10日 御製・御歌

歌御会始勅題預選歌集
神職の努力
国民精神の指導者たるへき神職諸君の反省を促す 黒野張良
まなひの道しるへ 竹田武男
我国体の世界的地位（転載） 井上哲次郎
奢侈の排斥すへき理由 農工月報（摘載）
真実心に信仰の人となり得た時 （修養の研究）

大国主義の実現
（法学博士上杉慎吉氏講演筆記摘
載）

大和魂の発揮 （国民体位摘載）

草鹿砥宣隆ぬしの祭文例

祝詞は神社に奉仕して祭典を行ひ神慮を慰奉りて神助を祈る神職が神人相感
の気合を発す機関にして祭典の主眼たるものなれば神職の生命とも云ふべき最
も大切なる事柄に属す。然れば主要なる祭典の祝詞は悉く内務省に於て定め省
令を以て之を公布せられたるなり。爰に於て神職は遂に祝詞作文及其研究の必
要なきが如く誤解し祝詞作文の研究を怠るものなきや否や。疑なき能はず果して
如斯ものありとすれば誤解も亦甚しと云はざる可からず。自ら祝詞作文をなし能
はざるものが如何ぞ他人の作文せる祝詞を如何なく読み得べき必ず発音に於て
句読に於て作文者の気に入らぬ点あるを免れざるべし。然り作文者の意を得ざ
る祝詞奉読が何として神慮を感動せしめ奉ることを得ん神慮不感の祝詞奉読は
無意義に終らんのみ故に神職は従来祝詞の研究に多大の精力を傾注したり。吾
等現神職も益々精密に研鑚せざるべからずと信じ氏が草鹿砥宣隆翁の祭文例
に就きて所見を記されたるを抄録して参考に供し諸君の研鑚を促す。

稲村真里

神社の修造 藤原舜
熨斗の話 石井泰次郎
我国に於ては古来酒は芽出度ことに用ひられ祭祀は勿論寿宴祝宴等酒あらざる
はなし。
氏神と産土神と 当山春三
祈年祭と新嘗祭が地方の神社で行はるゝ 浅井議一郎氏談摘載
古代風俗の一班 皇道摘載
小楠公の室内藤氏ば天児屋根命に出でたり。 仝上
近時物価騰貴の為生活難を託つ者漸く多くなり随つて是が救済策を研究する人
も現れて来た。
百人一首略解（つゝき）
古事記語釈（つゝき）

解釈

文苑

寄書

雑報

論説及講演

学説

雑報

本会記事

法令

論説及講演

雑録

解釈



文苑 鈴の屋集の抜書 池野英介
和歌一首 今泉龜治郎
敬神、典儀資料
故乃木将軍学習院長たりし時在学生徒の父母身元調をせらたりしに或侯爵は非
常に怒つて身苟くも皇室の藩屏たる吾等を何で調査の必要がると云へるを聞き
大将亦烈火の如く怒り父母の身元調査が何で不都合なるかと言ひ返されしに流
石の侯爵も有体に父何母妾某と神妙に届け出しと云ふ乃木将軍にして始めて此
の事あり世は滔々として権力に恐るゝ者多し
有馬に御避暑中の　伏見宮博恭王殿下有馬町に御成の砌御奉迎申上ぐる町民
等が炎天に脱帽せるを車上より御覧あり
東京神職会有志参宮団は一行十八名伊勢神宮を始め奈良畝傍京都等の各神
社を巡拝して帰京せりと云ふ
大阪紳士は歴代帝陵巡拝団を組織して一行三十二名綏靖天皇陵を始め近畿の
御陵を巡拝せりと云ふ
維新の勤王国学者贈正五位権田直助翁の三十年祭
國學院大學第二十五回卒業者中本県人は左の四名なり
全国神職会規約今回左の如く改正公布せられたり
古来日本には蚕の神があって養蚕をする者は必ず前に其の神を祭り心身を清浄
にしてそれから着手する風俗があつたのてある今日では世の中が忙しくなり且つ
一つの迷信だと云ふやうなことからさう云ふことなどは余り行ふ者がなくなつたや
うであるが然し其の神を祭ることは実際其の仕事に当る技術家の精神を清浄神
聖ならしめる上によほど力があるに相違ないから大層いゝ習慣だと思ふ

大森皇后宮太夫謹話摘載

愛媛県浮穴郡石山村役場にては毎朝出勤の時先づ神棚に拝礼し出勤簿に捺印
すること役場にて飲食物を調理したる時は先づ神棚に供し然る後箸を取る事に
申合せ村長以下吏員一同之を実行しつゝありと云ふ
祭式講習会
祝詞祭式検定試験

知多郡神職会

北設楽郡神職会
西三一四郡神職会連合講演会
幡豆郡神職会
宝飯郡神職会
東三一市三郡神職会同会
丹羽郡神職会
西加茂郡神職会
学階受領者
謹告
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会説 府県社以下神社神職待遇の向上を望む
国民精神の指導者たるへき神職諸君の反省を促す 黒野張良

見聞録
新聞雑誌又は書籍文書等閲読中一寸面白と思ふた事柄や学者先生の講演談
話を聞くうちに是はと感じた事等を筆記せる物を抽象的に書いて諸君の消閑材
料となすことゝす

記者

草鹿砥宣隆ぬしの祭文例（つゝき） 稲村真里
平安朝の和歌並に歌人 柴田顕正
古実拾要（前号ノツヽキ） 池野英介
百人一首略解（つゝき）
藤岡先生の御霊に申す詞 今泉定介
十月分兼題
天孫降臨 顕正
菊花を乞ひにやるとて 中野知佳

寄書 我国の皇道ハ世界ノ光道ナリ 加藤鐵五郎
青島戦利品にして今回本県に下附さるゝと云ふ品種数量

同省山崎会計課長は夏休に恩賜の衣冠束帯と御紋章入銀製洋盃を郷里へ捧持
し帰り一村の老人達を招待して恩賜の銀盃で一献つゝさして廻り和気満堂の時を
見計ひ件の衣冠束帯を着用して列座の前へ出て一同に拝見させられたりと云ふ

九月二十三日後陽成天皇三百年御式年祭に付京都府紀伊郡深草村深草北陵
へ勅使掌典宮地巌夫氏参向相成たりと申す
台湾暴風雨罹災者御救恤として両陛下より金壱千八百円台湾総督府へ御下賜
ありたりと
郡尚武会より帰郷兵に軍服を贈与して優遇せる此軍服なるものは日本魂の光と
して軍人の誇とする所なるに毎年執行さるゝ簡閲点呼に応召する際之を着用せ
ず絹物の着流にて出頭し執行官に大目玉を頂戴する不真面目なものもあるは軍
人たる精神の腐つた輩なりと或人は憤慨して語れり
大正二年尾三の野に陸軍大演習挙行の際従五位を贈り賜はりし勤王家故水谷
民彦翁の紀念碑除幕式は九月廿二日午前十一時執行され加藤慶次氏の式辞に
始まり神職祭典を行ひ知事以下順次玉串を捧けて式を終れりと
来る十一月十三日より江濃一帯の山野に於て挙行せらるゝ大演習御統裁の為め
十一月十一日東京御発輦行幸あらせられ十七日彦根川瀬間に於て観兵式行は
せ給ふ御予定なりと申す又皇太子殿下には陸軍大尉の御資格にて大演習地へ
行啓あらせらるゝと申す
来る十月廿三日廿四日執行相成る第十五師団招魂祭々式執行方を県神職会へ
依頼相成たりと
九月三四日に亘りて國學院大學今学年入学者選抜試験を行ひ其結果入学を許
可したる者大学部三十四名師範部五十五名なりと云ふ
栃木県知事は左記の事由により府県社以下神職に対し休職処分を行ひたりと云
ふ
海部郡神職会
東三一市三郡連合神職会講習概況
東春日井郡神職会
丹羽郡神職会
額田郡岡崎市連合神職会は左記の通り祭式作法講習会を開催せり
中島郡葉栗郡連合神職会
額田郡神職会議
九月六日七日の両日間名古屋古渡町山王講堂に於て県下各郡市典礼若くは其
候補者並に有志者出席講師鈴木権宮司指導の下に祭式作業の研究をせられた
り
七日午后三時より講師慰労の為め仝所に於て懇親会を催せり
本年八月施行相成たる祝詞科祭式科検定試験に合格せしは左の十一名なりき
本会理事にして本県社寺兵事課主席属法学士竹田武男氏は今回東京府属兼内
務省地方局属に栄転せられたり
本会協議員中左記二名改選の通知ありたり
謹告
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会説 神社拝礼の意義を明確にすべし
斯道界に其人無きや(一節摘載） 櫻井東花
仏式市葬を論じて神道界の猛省を促す(概要摘載）神の道
祭祀の精神は国民的なる事(摘載） 某博士
葦原中国は全世界の古名なり(転載） 宮地巌夫
平安朝の和歌並に歌人（其二） 柴田顕正
朝賀沿革 藤原舜
見聞録

解釈 百人一首略解（つゝき）
氏子入営者奉告祭祝詞 宮永安美
十一月兼題
祭式科講習会中の雑感 村上義憲
検定受験後合否を待つ間の所感
敬神典儀資料（二）私立法令文庫 木村鶴次郎
地名類聚抄尾張三河ノ郡村名 池野英介

神前結婚式次第

榊原四郎氏著「神前結婚式作法便覧」と云へる実に名の如く簡便なる一枚摺の
ものを寄せられたるを見るに式場座席用具等の図を挿み式次第作法等平易に
示したれば一般にい配布せば奨励の一助たるを失はず左に式作法の一端を抄
録

国民一般に今日の如く教育の普及せざりし幕府時代には禰宜和尚医者を物識と
尊て何事でも此の人等に聞けば了解るとして知れぬ事は禰宜殿に聞けと言ふ諺
さへありしなり。
石原食療所長石塚右玄氏簡易療法
薬草及之を用いてきゝめある病気其用法
考古管見 今泉龜治郎
斎戒実行ニ就イテ 羽化仙史
京都府紀伊郡伏見町大字丹後同郡深草村大字深草北領内同郡堀の内村大字
堀の内大光明寺領内なる御陵墓は口碑記録を参考し実地調査を遂げられたる結
果三ケ所其伏見宮家御先祖の御墓所と判明し九月十一日宮内省告示を以て御
治定の旨左の如く発表相成たり
九月廿七日宮内省告示を以て左の通り御陵墓御治定相成りたり
九月二十日付を以て左記の神社は神饌幣帛を供進し得べき神社と指定せられた
り
十月八日左の通り暴風雨罹災者へ御下賜の御沙汰ありたりと
又二十日左の如く御下金の御沙汰ありたりと
又二十日左の如く御下金の御沙汰ありたりと
神宮神嘗祭参候勅使は掌典子爵河鰭公篤氏伏見院天皇六百年御式年祭に付
山陵参向勅使は掌典伯爵烏丸光大氏に何れも仰付られしと
東久邇宮御着帯式は九月十七日の吉辰を卜して麻布御殿に挙げさせられたる御
模様なりと申すを（宮内事務謹話）左に転載することゝせり

論説及講演

学説

解釈

文苑

雑報

各郡市通信

寄書

雑報

本会記事

各郡市神職会記
事

彙報

本会記事

論説及講演

学説

文苑

雑録

寄書



天皇皇后両陛下には十一月五日頃京都へ行幸啓遊ばされ御途中名古屋離宮御
一泊京都御所御着十三日迄滞在あらせられ天皇陛下には同日大演習地大本営
に御発輦皇后陛下には同日東京へ御発輿遊はされ天皇陛下には十四日より大
演習御統裁の上十八九日頃東京へ御還幸仰出さるべき御日取なりと申す

臨時神宮祭主久邇宮多喜王殿下は神宮神嘗祭奉仕の為め十二日京都御出発
伊勢に赴き給ふ
熱田神宮神馬献納式
新嘗祭供納式は十月十九日午前十一時本県庁正庁にて行はれ米栗耕作者は
各白木造の辛櫃に納めたるを知事に伝達し知事は之を受けて即日宮内省に送
達せられたりと
補助貨補充の為め今回十銭二十銭五十銭の小紙幣発行せらるゝと云ふ
長崎県に在りては物価騰貴の結果神社の経費にも影響尠からざるにつき今回左
記の如く一般に通牒せりと

教第七四八号　神社の経費に関し依命通牒

東京市奠都五十年祭は明治三十一年執行の奠都三年祝典を基準とし御大典当
時の設計に則り式場を設備して十一月三日挙行せらると云ふ
大正七年宮中御歌会始御題は「海辺松」と仰出され題者点者を御歌所長入江爲
守奉行を御歌所参候東坊城徳長同宮地巌夫の三氏に仰付られたりと申す
十月十三日岡崎市県社伊賀八幡宮昇格奉告祭執行に付知事代理理事官中野
邦一氏参候厳粛に祭典行はれたりと同日奉読せられたる祝詞を得たれば左に掲
ぐ

県社伊賀八幡宮昇格奉告祭祝詞

十一月三日丹羽郡布袋町に於て丹羽郡の主催に係る自治祭執行せられたり
第十五師団招魂祭記事
第十五師団招魂祭祝詞
第十五師団招魂祭夜祭祝詞
第十五師団招魂祭墓前祭祝詞
会員の訃
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会説 歳晩の辞
日本人の信仰（摘載） 遠藤隆吉
神道界の猛省を促す(摘載）（つゝき）
祭祀の精神研究(摘載） 某法学博士
葦原中国は全世界の古名なり(つゝき） 宮地巌夫
神殿中臣祓講釈 大石正直
平安朝の和歌並に歌人 柴田顕正
太宰師大伴卿讃酒歌十三首 池野英介
百人一首略解（つゝき）
自治祭慰霊詞
別府雑詠 阪正臣
十二月兼題
大正七年毎月本誌募集歌課題左の如し
大正七年一月十八日宮中にて行はせらるべき新年宮中歌御会始御題は「海辺
松」と仰出され詠進期限は十二月三十一日と限られたり。詠進心得其他につき謹
話せられたりと云ふ諸先生の談を左に摘載して参考に供す
薬の草
告示第三百七十一号
告示第三百七十二号
告示第三百七十三号
十一月一日午前十一時より神宮奉斎会愛知支部にて伊勢皇太神宮の大麻向暦
頒布式を行はれ佐藤市長警察部長以下及頒布員等参列玉串を献じ終つて支署
長の挨拶あり式を終りれ
十一月三日午前十時より丹羽郡役所楼上に於て自治祭を行ひ郡長室に祭壇を
設け斎主中野氏以下五名奉仕し郡長郡書記町村長助役警察署長学校長新聞記
者本県自治会役員郡会議員元村長助役の遺族元町村長助役及郡会議員神職
有志等三百余名参列し厳粛に祭典を行はれたり
十一月五日　天皇皇后両陛下には午前七時二十分東京駅御発車午後四時名古
屋駅御着者名古屋離宮に御駐泊あらせられ六日午前九時五十分名古屋駅御発
車午後一時五十五分京都駅御着東京都御所へ入御遊ばされたりと申す
御奉迎送の時学校生徒の端座敬礼法を左の如く文部省にて定められたりと

天皇陛下には毎朝午前六時御起床あらせられ御潔斎の上御日拝所に出御伊勢
神宮に向はせられ御拝礼の御儀あり又毎月一日十一日廿一日には賢所皇霊殿
神殿に於て御旬祭を行はせられ御躬ら御敬神の大範を示させ給ふと承る又毎週
火金の両日は憲法学の御追講を月水の両日は貞観政要並に論語の御追講を聞
食され深く学事にいそしませ給ふと申す誠に有難き大範臣民は習ひ奉るべきなり

今上天皇陛下に於かせられては鎌倉時代末期頃より中絶の姿となり居たう御神
寶奉献の御儀を御再興あらせられ十一月四日御勅使をして伊勢神宮に御進献
遊されたり右御神寶は御剣御鏡御弓矢御鉾御楯の七通御唐櫃七台に納めたる
ものにて御大典後天皇が神寶を伊勢神宮其他全国五十余の神社へ寄進あらせ
らるゝ御儀は古代よりありしが約五百年間中絶して明治天皇の御時にも神寶使
はなかりしも今回は単に伊勢神宮へ御寄進に相成りたりと申す
京都御駐輦の　両陛下に於かせられては十日午前九時御出門　天皇陛下には
京都帝国大学並に修学院離宮へ行幸遊ばされ　皇后陛下には修学院離宮へ行
啓遊ばされ御同列にて御苑内晩秋の風致を愛でさせられ午後三時頃皇宮へ還
御遊ばされたりと申す。
九日午前十時より東久邇宮稔彦王殿下の王男子御命名式
東京府外七県神職連合会は十月十四日栃木県日光に於て開かれ左の決議案を
決議し尚数項の議案を決議せられたりと云ふ

皇族御墓発見九月二十七日宮内省告示第十五号を以て左の如く公表相成りたり

国母陛下には御還啓の御途中名古屋離宮御駐泊の当夜台覧に供し奉りたる徳
川侯爵家宝中「古織紋鑑」（古代織物の貴重なる物を数坪づつ切取り貼り蒐めし
物）二巻「名古屋祭絵巻物」（壮麗なる一種の風俗絵図）九巻は殊に御鑑賞あら
せられしと申す
今回の行幸を機とし天皇陛下には故贈従一位織田信長公を始め以下四十四名
に対し特使を以て位階陞進又は贈位の御沙汰あらせられたり
西春日井郡神職会通信
南設楽郡神職会
愛知郡神職会通信
半田町招魂祭
犬山町招魂祭
今泉定介氏講演
県神職会大正七年度通常協議員会は本月開会筈にて夫々準備を了れりと云ふ
碧海郡神職会は本年度神職総会に於て決議せる建議事項の経過発表を促す件
に付各郡市神職会へ照会せりと云ふ
本月下旬に於て祝詞科祭式科の検定試験を施行せらるゝよし
謹告

広告 広告
293 大正7年1月15日 御製・御歌

歌御会始勅題預選歌集
大正七年を迎ふ
我が国体と家族主義に就いて 松井茂氏講演
年頭に際して皇国民の使命をおもふ 藤岡長和
葦原中国は世界の古名なり（つゞき） 宮地巌夫
神伝中臣祓講釈（つゞき）
平安朝の和歌並に歌人（つゞき） 柴田顕正
花押の話 藤原舜

雑録 雑録
百人一首略解（つゞき）
古実拾要（ツヾキ）
武徳祭祝詞
警官霊祭祝詞
東賀茂神職国風会詠草
石井特派使節帰朝に付米国へ左の御親電を発せられたる
十二月十二日光格天皇御例祭につき
天皇皇后両陛下には天津水害義助会設立の趣旨を聴しめされ金二万円御下賜
の御沙汰ありたる
十二月八日午前十時より宮中賢所大前に於て伏見宮博義王殿下御成年式を行
はせられたりと申す

寄書 故浅間神社社掌三谷秀雄君を惜しむ 県社那古野神社々掌

各郡市通信
八名郡通信
知多郡
雑報
本会録事
御歴代年表
孝明天皇御製
明治天皇御製
今上天皇御製

294 大正７年２月 御製・御歌 海辺松
論説 神職の学力一段の向上を望む

協議員会提出議案 大正六年十二月三日
大正五年度愛知県神職会収支決算書
大正七年度収支予算書
大正六年協議員会議事録
岡崎市神職会
霞添春色
祝詞祭式検定試験合格者

雑報

論説及講演

学説

解釈

文苑

解釈

文苑

彙報

雑報

附録

雑録

雑録

彙報

各郡市通信

雑報

会説

学説

文苑



附録 御歴代一覧表補正
295 大正７年３月 御製・御歌

歌御会始勅題預撰歌集 社頭祈世（明治二十四年）
論説及講演 日本人の道徳と固有の習慣（摘載） 遠藤隆吉

学説 神饌に就て（摘載） 猪熊浅麿
解釈 幡鰭 塚田菅彦

学神祭祝詞
河春月
御政事始式に於ける臨時神宮祭主久邇宮多嘉王殿下より奏上に係る奏上文
御講書始に於ける御進講者氏名
新年宴会を宮中豐明殿に催させられ賜りたる勅語並寺内首相奉答辞
京都洛西下嵯峨御臨川寺東藪裏の元慶寿院旧跡を長慶天皇の御陵墓と推定せ
られあり
千家尊福男告別式は一月六日青山斎場にて行はれ畏き辺より祭粢料として金千
円御下賜
愛媛県越智郡に於ては訓令を以て郡内郷社村社大祭に供進使参向の節斎館神
社間途中行列
十一月二日熊本市に於て開催せる九州神職連合会にては神祇に関する特別官
衙を設置して神社制度の統一を期する問題を決議し実行委員を挙げて着々奔走
尽力せしむる事とせり

全国神職会幹部にては特別官衙設置に関する新運動の方針確立の為め十一月
二十七日皇典講究所内に会合して協議を遂げ翌二十八日更に会合して一通の
覚書を作製し具体的の案件と為し三十日桑原幹事長今泉福本高山立花宮西等
相携へて先づ寺内首相水野内務次官等を歴訪して縷々意見を開陳する処あり

全国神職会臨時大会
本会に於て兼ねて計画中の神職其の他篤行者に対する表彰に関し今回同規程
を設けられ其の該当者は毎年総会の際を以つて表彰せらるゝことゝなり

各郡市通信
知多郡神職会通信
海部郡神職会

雑録 支出之部
296 大正７年４月 御製・御歌

歌御会始勅題預選歌集
国民性の発揮は敬神に其因す
祭祀と神職宗教との区別 有賀長雄
神社意義の根本的解決如何（摘載） 櫻井東花

学説 平安朝の和歌並に歌人（つゞき） 柴田顕正
放言豪語は禁物 福島安正
金の使方を知らぬ富者 新渡戸稲造
生活の上手下手 幸田露伴
児童訓練の一端（摘載） 梶村勝太郎

解釈 百人一首略解（つゞき）
和歌
所感 藤田義祐
額田郡神職会月次和歌(一月分）
花下忘帰
大正七年度予算に編入せられたる神社に関する費目
神宮皇學館改築に付畏辺より左の通り御下賜相成たり
皇后陛下には常に貧民救恤に大御心を注がせられ今回皇后宮職より東京市に
対し左の御下賜金の御沙汰ありたりと申す
神祇に関する特別官衙の設置を望むの建議案
茨城県神職会は客年十二月本会の決議に依り会長の名を以て神祇に関する独
立官衙設置の件に付き内閣総理大臣に宛て稟請書を提出したりと
愛知県自治第二回総会に於て決議せられたる冠婚葬祭の費用を節約すること
愛知県知事は勤倹の美風を尚び質実の良俗を養び冗費を節約し貯金をなし他日
に備ふることを諭告第一号を以て善く諭告せられたり

各郡市通信
知多郡神職会
西春日井郡神職会
海部郡神職会

本会録事
297 大正７年５月 御製・御歌

歌御会始勅題選歌集
熱誠以て実施を望む
皇統万世一系の内容と其新理解 西川玉壺
神祇ニ関スル特別官衙設置建議案趣意書
招魂祭祝詞
和歌
官祭招魂社移転及合祀
各国の物価
愛知県農会は食料独立に関する本県知事の諮問に対し大体左の如く答申せり
新横綱栃木山は神宮参拝
朝鮮南山の頂に造営せらると云ふ朝鮮神社御造営費
改築さるゝ神宮皇學館
今議会に於て問題となりし神職養成に就て
大正四年中日本の人口動態統計
一月十一日伊良湖岬に於て貴衆両院議員に試射見学せしめられたる今回鋳造
の巨砲
各郡市通信 東賀茂郡神職会

298 大正７年６月 御製・御歌
歌御会始勅題預選歌

会説 官国幣社神職俸給令改正に倣ひ府県社以下神社神職俸給増額の実施を望む
国体の尊厳並に神社の意義に就て野田宮司の講演せられたる概要を筆記して
茲に掲載す文責素より記者にあり
雄健神社に就て（摘載） 賀茂百樹
葦原中国は全世界の古名（つゞき） 宮地巌水
平安朝の和歌並に歌人（つゞき）
古実拾要　前号つゞき 池野英介
百人一首略解（つゞき）
和歌
鈍色衣 千賀信彦
雑録
伊勢の神宮文庫案内 東鴨　藝腹舜
雑報
各郡市通信 丹羽郡神職会
本会録事
叙位及辞令
新刊紹介

299 大正７年７月 御製・御歌
歌御会始勅題預選歌集
御大典に就きて（悠紀殿供饌の儀） 松井茂謹話
訓示 堀田義次郎

学説 万世一系天壌無窮の神誥と其内容 西川玉壺
百人一首略解（つゞき）
神伝中臣祓講釈（つゞき） 大石正直
雑報
全国神職会に於ける水野内相訓示の一節
地方長官会議に於ける内務省諮問事項中神社に関するもの
府県理事官会議に於ける諮問事項及打合事項左の如し
宮司談合会に於ける小学教育に対する希望の諮問案に就て大要左の如き答案
をなすことゝせりと
立官問題実行委員
神社経費補助の途拡張に関し各府県に発せられたる神社局長の通牒
平田全書完成奉告祭
宗教家の組織せる工場布教団発会式
海部郡弥富町大字鯏浦にては氏神社の基本財産造成の目的にて氏子中出生
児、移住者、縁組者家督相続者等は規程の金額を神社へ寄附する規約を設け三
十ヶ年間継続蓄積すると云ふ
熱田神宮神苑拡張奉賛会組織せられ熱田神宮境内整理の計画発表せらる
宮城県理事官より本県理事官に栄転し中野前理事官の後を襲ふて本会副会長
に就職せられたる渡邊豐日子は前任地に於て神社事務をも管掌せられ神社に付
きては多大の抱負を有せらるゝといふ
七月四日午后二時名古屋市外日東郊園に於て香川県警察部長に栄転せられた
る元本会副会長中野理事官お為め送別会を開く
内務省委託神職養成制度に改正を加へ修業年限を二ヶ年に延長し一学年に於
国史国語漢文等中学科程を修了せしめ二学年に於て神祇史其他神職必須の専
門科を修めしむるに決し収容人員を百名として九月の新学期より実施する事にな
れりと
神祇に関する特別官衙設置建議案の主旨に基き目下内務省神社局に於て調査
中なるが組織は内務大臣の所管を変更せず現在の神社局を適当の名称に改め
神社調査会も大に拡張する方針にて明年度予算編成迄には成案を得べく調査を
取急ぎつゝあり

文苑 和歌
寄書 祭祀ハ国家ノ大礼ニシテ大和魂ノ根本ナリ

各郡市神職会動静
中島郡神職会彙報
青年会ノ美挙
出雲団体大社参拝ノ記（知多郡神職会）

愛知県神職会総会記事等
300 大正７年８月 御製・御歌

会説

文苑

雑報

論説及講演

学説

解釈

文苑

彙報

雑録

文苑

雑報

本会録事

文苑

雑録

雑報

講演

解釈

雑報



歌御会始勅題預選歌集
本会報三百号発行に当り
神道の意義（摘載） 今泉定介
我国体と近時の思想問題 建部遯吾
古の賢君
開戦前まで自由貿易商工立国主義を取つて居た英国
腕力即ち戦争に依らざる可からざる場合
自己を信ずる信念の強烈なる時

学説 をはり 池野英介
新古今和歌集略解
明衣 池野英介
故臼井重任大人を祭る文
兼題和歌

寄書 祭式ハ神職ノ生命ナリ 加藤鐵五郎
児玉神社を中村豐次郎氏私財二千円を投じて江の島に建設せんと内務省へ出
願中
内務省は府県社以下神職の学識向上
内務省にては七月二日神社調査会を開き委員長塚本神社局長並に田澤書記官
三上萩野松本三博士宮西今井岡部宮地の委員出席左記の条件を議了
内務省に於ては官国幣社にて行はるゝ特殊の神事に付き調査を企画
経費補助神社調査の結果
神職原状を内務省に於て調査中なり
北海道開道五十年紀念供進会開催
國學院大學第二十六回卒業式
愛知県にては左の各項に付郡市長の答申を徴し
各郡市通信
本会記事
延喜式祝詞研究
祝詞
五穀豊穣国家安泰臨時祈願祭祝詞案

301 大正７年９月 御製・御歌
歌御会始御題預選歌集
國學院大學生諸子に告く（摘載） 小松原英太郎
訓示 松井茂氏講演
説園

解釈 新古今集略解
延喜式祝詞研究
「ノリトゴト」と神職の活動 今泉龜治郎

文苑 和歌
各郡市通信 海部郡通信
本会録事

304 大正８年１月 後水尾院天皇五典之御製
上諭
賢所御告文
皇室典範増補
大正八年を迎ふ
角田忠行翁の卒去を悼みて 松井茂
祭祀を二分し一部を国家事務とし一部を皇室事務とする議（摘載） 有賀長雄
皮相的時代思潮と神書 米澤義弘
秘密的眼光と神書 同人
説園
新古今和歌集略解
講師[摘載） 藤井行徳
民間詠進の事に就て 遠山英一
奉行の役目（摘載） 宮地巌夫
詠進の書式及び心得
水引の結び方
冬日詠貧児之難歌並短歌 村田正夫
十二月過大
額田郡神職会月次和歌
天皇陛下には十二月九日午后一時半より宮内省御用掛小牧昌業氏を御前に召
させられ論詰の御進講
みえない
長慶天皇の御陵曩に群馬県新田郡下江田村の古墳
李王世子垠殿下と梨本宮方子女王殿下との御婚儀
維新の際奮起せる報国の志士
首相文相打揃て伊勢両神宮へ
陸軍大演習に際し贈位の御沙汰ありたる
十二月十一日の雪は大内山の木々の梢に時ならぬ花を咲かせ
掌典佐伯氏は磐衝別命並に磐城別王御墓御決定に付奉告使として参向せられ
たりと
朝鮮龍山元町小学校長鈴木静江氏は十二月五日午前一時頃同校より発火
元愛知県神職取締所長角田忠行翁が在職中に於ける功績は人の能く知れる所
なるが其の労を謝せんがため本会より金壱百円を贈呈したり
国学の泰斗にして斯道の明星たる前熱田神宮々司角田忠行翁は生涯の功労に
依り今回従四位に昇叙
十二月十五日午后四時前熱田神宮々司従四位勲六等角田忠行翁は数日前より
病褥に在り療養中なり
故従四位勲六等角田忠行先生の葬儀は十二月十九日を以て執行せられたり聊
か其の模様を記さん
十二月十八日県神職会は臨時協議員会を開き角田翁へ玉串料寄贈及雑祭式制
定に関し追加予算を議決せりと
十二月二十日午前十時神職養成部本年終業式を行へり
十二月二十日神職養成部に於て祝詞科及祭式作業の検定試験を施行せしに祝
詞科九名祭式作業科二名受験を為せり
愛知県神職会は岡部宮司守屋理事官を聘し本月九日第五中学校講堂に於て講
演会を開催せりと来一月十七日頃大正八年度協議員会を開き大正八年度経常
費予算其他の議案を附議する
みえない
課員動静

附録 神代百首序 角田忠行謹詠
305 大正８年 御晴雪　御製・御歌

預選歌
志士奮起の秋
質実剛健の気風
国家的観念
床次内相の地方長官に対する訓示の一節　国体の精華発揚
正義公道の観念
説園
賀茂真淵翁の学説一班（記念号抜萃）
左右尊卑説
教育の御勅語
伊勢神宮御衣祭と割田絹（摘載）
休戦に対する日本人の態度に対し外国の批評

解釈 新古今集略解
文苑 和歌

御政治式
神宮歳旦
大正七年中に皇室より民情を哀ませ給ふて御下賜遊ばされたる金額一千三百余
万円に上れり
天皇皇后両陛下には一月九日午前十時宮中鳳凰の間に出御あらせられ御講書
始の御式を行はせ給ふ
一月十八日午前十時宮中鳳凰の間に於て御歌会始を行はられ
十一月三日午前九時tより専修大学講堂に於て開かれたる全国道徳団体大会に
於ける久保田横浜市長提案「武術に対しては全国と統一する武徳なるもの有る
が如く国民思想を統一する為めに明治神宮の神域に崇高なる修養殿を建設して
道徳の帰一を図る」と云ふ件
予て承諾を得て決定せられ居たる國學院大學長芳賀博士皇典講究所長小松原
前文部大臣の就任式は一月十四日同所講堂に於て挙行せられたり
講和全権委員
伊勢神宮神域を通ずる五十鈴川水源枯温せんことを憂ふる敬神家
伊勢神宮を中心として国民思想の統一を図り精神上の諸問題を攻究解決せんと
する計画あり
一月十一日宮中皇霊殿に於て英照皇太后御例祭を行はせられ
一月十一日午前九時より沼津御用邸に御避寒中の皇太子殿下には御学問所に
於て御始業式

伊勢神宮参詣客は除夜参宮人内宮一万五千六百五十六人外宮二万三千人なり

一月十三日市長会議に於ける知事の訓示の大要に国民の覚悟としては物質界
も精神界も共に世界的となるの傾向を呈し殊に人類共済の大精神勃興すべきを
以て我が県に於ても今後は一層対外的思想の養成に尽力することを希望
畏き辺りにては今回皇典講究所國學院大學規模拡張の趣き聞召され本月二十
二日金十万円を毎年一万円宛向ふ十ヶ年間に亘り御下賜の御沙汰ありたり
改正中小学令の特色と認むべき点の一として国民精神の教養に一層の力を注ぐ
為めに情操教科の教授時間を増加することゝなせるは国民思想を善導する上に
適切なりと云ふべし
伏見稲荷神社に於ては慰問袋を募集

論説及講演

雑録

解釈

文苑

雑報

文苑

彙報

雑報

論説

学説

雑録

附録

講演

研究

雑報

論説

解釈

彙報

雑報



一月十日付を以て国幣中社大県神社宮司被仰付たる小林太十郎氏は仝月二十
二日赴任せられたり
大正七年十二月十七日附を以つて会長より各郡市長へ左の如き依頼状を発せら
れたりと

306 大正８年 御製・御歌
歌御会始御預選歌集

論説 神位と贈位との区別を論す 宮地直一
國學院大學に国法科を設置するの必要なる理由 清水澄
内務省諮問事項に就て 野田菅麿

学説 長慶天皇の御事につきて 藤原舜
解釈 新古今和歌集略解
文苑 原首相神宮参拝の砌奉奏祝詞

天皇皇后両陛下には一月二十八日午前九時廿五分宮城御出門同九時四十分
皇族方を始め奉り文武百官の奉送中に御機嫌麗しく東京駅御発車
今回図書頭文学博士森林太郎氏は六国史校訂準備委員長に任ぜられたり
李太王国薨の件は勅令第九号を以て左の如く公布せられたり
李太王国葬当日霊柩を安置する大輿
明治神宮前に建設する大鳥居の用材
哈爾賓郊外に神社を建て日露戦役当時哈爾濱大鉄橋破壊に赴き露人に発見さ
れて郊外の露と消えし国士横川省三沖禎介両氏を祀る事なりし
今回国学普及の為め國學院大學拡張の事上聞に達し御内帑金一万円宛十ヶ年
御下賜の御恩典を被れるに付き第一期拡張として道義科研究科の設置典故文
献の調査専任教授の増加図書の蒐集文庫の建設講演開催等をする事にし第二
期には国法科を設置する筈

一月廿八日陸軍省は左の如く引揚部隊公表せり
（１）本月下旬より二月下旬に亘り内地に帰還せしむる部隊
（２）前期部隊に引続き内地に帰還せしむる部隊

静岡県駿東部大岡村字造道の地
陸軍省にては来朝中の仏国飛行団一行中の重
李太王葬儀に付勅使として日根野侍従皇后宮御使
二月廿五日県庁構内愛知県教育会楼上に於て大正七年度協議員会を開会し渡
邊副会長議長となり左の件につき協議せり

大正八年度収支予算（可決確定）
大正六年度収支決算（認定）

本会事業として兼ねてより計画中の雑祭式編纂に付き二月廿日左の四氏に委員
を嘱託せられたり

鈴木信比古　中野周次郎　神山栄　大木聟治

本会神職養成部に於ては来る四月入学せしむ可生徒左の通り募集す願書受付
は三月末日限りとす
本年度神職養成部卒業生は約廿三名の見込なり
大正八年度収支予算書（可決確定）

308 御製・御歌
歌御会始勅題預選歌集

論説 特別官衙設立問題は今如何になれるか
講演 歴史より見たる我国体 辻善之助

講話会議に列席せらるゝ西園寺公
私の考ふる所を以てすれば、道徳を離れて法律なく、又法律を離れて完全なる道
徳はないと思ふ
明治十二年の夏、亜米利加の前大統領グランド氏が日本に来られ、国賓を以て
遇せられ、浜の離宮に於て先帝陛下と国政上に就き御懇談申上げた時、御下問
に対してグランド氏答
皇太子殿下には中学程度御学課御終了遊ばされたる
国民思想養成上神官神職優待の意見書（以上）
罵り捨御免の日本
東宮御成年式奉祝唱歌
常滑八景
皇后陛下には五月十六日午前九時三十分京都御所御出門
皇太子殿下には五月十九日東京御発輿
四月三十日、五月一日の両日に亘り吾第三師団臨時招魂祭は北練兵場官祭招
魂社に行はれた
五月十七日より開催せらる本年度全国神職会議へ出席の為め本会代議員榊原
四郎、鈴木達彌の二氏上京せり
五月二十一日古渡町山王に於て例年の通り大祭及び霊祭を執行したり
五月二十六七日の両日東海五県連合神職会総会を長野市公会堂に開催せり
和歌の玉稿中いまだ掲載し得さるものあり諒察を乞ふ
大正八年四月九日法律第四四号を以て史蹟名勝天然記念物保存法を発布せら
れたり

勅令第二百五十八号

史蹟名勝天然記念物保存法は大正八年六月一日より之を施行す 勅令第二百六十一号
広告 広告
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歌御会始御題予選歌集　新年海
神秘的神事の復興を望む
戦後国民の覚悟 床次竹次郎
中橋文相は言葉則文語にして又口語たるべき新案の創作に腐心し、牧野参事官
に鋭意研究立案せしめつゝあり
今回実行に着手せる民力涵養に就て
神道家は社会政策者ではないけれども、政治家を教導して社会政策を実施すべ
き根本問題を提供する事が出来る、又富豪を感化せしめて社会公共の為めに尽
さしむることが出来る、故に神道家は自らパン問題を解釈することは不可能であ
るが、間接に之を解釈する道を講ずることは出来る
戦争開始の当初、我が桑木博士は今次の戦争の為め、思想の源泉不幸にして
涸渇すべしと悲観した、果然戦争以来、思想の源泉涸渇したるものは独日本の
みではなく、欧米に於ける思想も亦著しく涸渇しつゝあり看戦時中欧米に於て出
版されつゝある書籍は、悉く低級なるデモクラシーを説いたものゝみである
思想は歴史的産物である、思想の価値を判断する
国家として最も憂慮に堪へざるは、来る十月米国に於て開かるゝ国際労働会議
の結果なり
人道と云ひ、平和主義と云ひ、只漫に之を口にするものはあれども、確乎たる教
義を立てた道徳家なければ、宗教家もないは文化の程度尚碑きを証するものに
あらずや、今や個人の蠻態漸く絶えて国家は蠻態度の中に彷徨す
日本の女子は元来綺羅を飾り、男子に対する肉体的犠牲者になるを以て、高級
なる婦人と看做し働く婦人は卑賤なる女の如く誤解してい居る
支那国民は目前の利害に盲動して又前途を顧みず而も何れの方面よりも煽動さ
れ易く、又弱者の前に勢威を誇りて利慾を逞うし、弱者の前に跪きて只管哀情を
貪るの国民性を有す
天下の事上に立つ役目の人間が下風に向つてアヽだのコウだのと干渉がましい
差図をするやうでは、下風に居る者が思ひ切つた活動はされぬ
私達も決して貴族と平民との間に差別を付けるやうな事は好みませぬが、人と人
との間に於ける礼譲は社会秩序上絶対的のもので人として礼儀がなければ、禽
獣と何等区別がありません
去二十三日其の官邸に三教七十八派の代表者九十一名を招待し、宗教を通じて
思想問題を整理すべく計画し、自己の所見の一端を彼等が平生の説教に反射さ
れんことを希望せり
新古今集略解（つゞき）
故久保悳鄰翁を誅 平田盛胤
兼題和歌
五月十七日より一週間東京皇典講究所に於て開催せられたる全国神職会議に
於て議決せられたる諸案左の如し際して出席者は実に二百二十六名なりしと

議案

地方官会議に於ける神社局長の指示事項は左の如し
一神社行政に関する件
一神職養成に関する件
一神事旧慣の保持に関する件

静岡県田方郡韮山村は源頼朝公再興の地として有名なるが今回同村有志者等
は島津公爵の賛助を得て同地に頼朝神社を建設せんと協議中なりと
鉄道院の旅行案内に種々研究の結果敬神思想普及又は発揚に資すべき記事を
掲げたる『神詣』と云ふ一項を新に加へられたり
阪谷男爵を会長とせる中央乃木会は赤坂区新坂町に乃木神社創設の認可を得
たれば府社にすと云ふ説又別格官幣社にすると云ふ議論もありしが明治神宮の
摂社とした方が意味も深く故将軍の本意でもあらうと云ふことになりしと云ふ
日独開戦に当り伊勢神宮に勅使御差遣臨時祭御執行あらせられ国交断絶の旨
御報告あらせられしが近く平和克復の暁には天皇陛下御親しく御報告の御祭典
御執行あらせらるゝ趣なりと申す而して其の時期は本年秋の頃ならんと申す
東宮殿下の御在所たる高輪東宮御所は御成年式も御終了の事なれば今後総て
の点に於て御不便を感ぜさせらるゝより東宮御所御改築あらせらるべしと拝察し
奉るとの趣なりと申す
我陸軍省にては今回飛行練習教授の為め来朝の仏国飛行機将校一行に記念品
として我が武士道の精華たる日本刀一振宛贈呈する
六月四日午後七時薨去せられたり故徳大寺実則公の御略歴
徳島県名西郡神職会総会に於て一町村に於て総社を定め諸種の報告祭及び国
家の祭祀を此の神社にて行ふことを協定し町村費の補助を受くることを町村長会
に建議せりと
小包郵便物料金左の如く改正四月十五日より実施されたり
尾張全国高等小学校長会議に於て決議せられたる問題
陛下より故徳大二公に賜はりたる誄詞は左の通りなりと申す
内務省官制改正は左の通り六月十一日発表せられたり
安全第一協会の内田嘉吉氏等四百余名の有志が計画せる安全週間
熱田神宮神苑拡張工事は敷地買収も一部を除き買収済となりたるを以て当局者
は近く工事に着手し一部の頑冥地主に対しては止を得ず土地収用法を適用して
事業の進捗を為すことゝなれりと云ふ
海部郡弥富町大字荷ノ上新嘗祭献穀田御田植式
東宮殿下には六月十五日午前十一時御出門御茶の水教育博物館に開会中の
災害防止展覧会に行啓

文苑

雑録

論説

説園

文苑

彙報

講演

雑録

本会録事

説園



秋田県教育会は精神的に敬神の実を挙げて各種学校教員全部県社弥高神社
（平田、佐藤二大人を祀る）の崇敬者となり毎年教育会惣会の時に祭典を行ひ教
員全部参列する又師範学校卒業式当日卒業生を行ひ教員全部参列する又師範
学校卒業式当日卒業生を此の神社に参拝せしめ神前にて学校長が訓戒を與へ
る例になつて居り又更に神宮奉斎殿へも参拝せしめ皇祖の大前にて皇室国家に
貢献すべき事を誓はしむると云ふ何所の教育会の綱領も敬神思想養成の事を第
一項に掲げ立派に出来たるも教員自身が神社の前を通過する際脱帽もせず拝
礼もせず敬神の実を行はず而して教壇に立つ時のみ敬神崇祖を生徒に教ふるも
効の挙らぬは当然なりとす
土屋光金中将は九月新学期から帝大法科政治科に入学して三年で卒業出来ず
ば五年でも七年でも研究すると云つて居られ
五月十日丹羽郡長は郡内神職全部を郡衙に召集して左の事項を指示して懇篤
訓諭せられたりと

八名郡神職会は左の事項を協定し之を実行しつゞありと云ふ

一神職に於ては爾来国民に国家観念を養成する為め奉仕神社に於て毎月月次
会の前後立国の大義並に神徳の講演を為す事
教育会、青年会、在郷軍人会其他各種の会合ある場合には出席し講演指導を
為すこと
一時機を見て小学校と連絡を取り学校又は神社に於て立国の大義を解き国家
観念の啓発に努むること
郡内各神社を中心として組織する婦人会合の日時を定め神職会員出席し婦人
に敬神の大義を講演し及貯蓄心を養成すること
神職会員は各自受くる俸給百分の五を規約貯金として本会に就て貯蓄すること

渥美郡長は郡議会を開き左記の訓示事項を定めたり

一史蹟名勝天然紀念物保護に関する件
一神職養成に関する件
一神社有財産及会計監督に関する件
一神社行政に関する件

丹羽郡氏子惣代会（丹羽郡書記岩田報）
碧海郡神職会の計画
八名郡神職会々則
海部郡氏子惣代会（海部郡神職会報）

叙任及辞令 叙任及辞令
311 御製・御歌

歌御会始御題預選歌集
神職は高尚なる気分を要する
祖先崇拝の難点に就て 照本亶
相互主義 玉光女
何ぞ寥々たる 神の道
神社と森林 秋山賢夫
霊とは
只忠君愛国の為と奮闘努力すれば疑なく、人生の本務を尽し得ると心得て活動
する、外には別の仔細候はず
神ながら言挙せぬ国とは日本国の又の名である
昔時は公然両刀を手挟んで一身一国を守護したりしが、今日は表面平和を装
ふ、而も懐に剣を擬しピストルを藏して他に備へ、機を狙ふものにして今や世界
各国各国民の心理を洞察せんが為めには、極めて周到なる注意と犀利なる眼孔
とを必要とするに至れり
古往今来一代の文豪者天才と言はれる様な人物で、虚弱な体質を持つて居た者
は実際多い
今や欧洲の戦乱も熄み平和の時代に入り、我国の将来も更に愈々多事ならんと
するの秋である
日本は欧米と国情を異にして居るが、故に労働問題労働者の生活問題を解決す
るよりも、国家中堅たる知識階級の生活問題を解決するが一層急務である
神職は高尚なる気分を要する想を練り学を研ぐことを怠る者に非ざれども如何せ
ん
軍人は戦をする者だから、戦に関する学問さへしてゐればいゝ、世の中に通じ世
間慣れた人間を作る必要はない、併し乍ら軍人の仕事にも地方勤め者は、地方
官民と直接々触していゐる故に、軍人としての職務を全うするには、軍事以外の
智識に通じてゐる方が便利でないとは言へぬ
現代の社会は道徳的観念を失ふて金銭利欲の餓鬼道に囚はれたり
伊勢神宮皇学館長後任に決定せりと云ふ上田萬年博士は、同館評議員たる関
係上同館に対する抱負を談つて曰く
神職の冷遇は神職の素質を劣等ならしむる傾向を招くは相当の頭脳のある人材
が之に赴くことを好まず、他の方面に走つて了ふからである
天下は廻り持ちだよ、今日白哲人でなければ人間でない様に威張つて居るが、
其の欧洲人も亜細亜民族たる土耳其人、韃靼人の支配下に呻吟した過去もあれ
ば、印度、支那の如き国々も燦爛たる歴史を有つて居るのである
勤王家山田大路親彦翁が文久三年五月幕府の手に捕へられ幽囚の身となり、
無実の罪を蒙り、徒に獄裡に在るを潔とせず
鰯の頭も信心から
「君が代」の作譜者に就いて 岡村親彦

解釈 新古今和歌集略解
文苑

現代漢学の泰斗三島中洲博士の閲歴
波多野宮相は皇后陛下手づら御親筆の御歌を賜り家族一同恩賜の辱なきを奉
戴せり
仏教各宗布教者は民力涵養の五大要項普及伝道方法協議の為め六月九日より
三週間芝天真閣に会合
四十余年間一日の如く恪勤精励先帝陛下に奉仕して忠節をし模範的待臣と称せ
られたる徳大寺實則公は骸骨を請ひて後は千駄ヶ谷の閑地に風月を友として余
生を楽まれつゝありしが六月四日午後七時八十二際の高齢を以て眠るが如く薨
去
平野次郎國臣辞世の歌
明治天皇御治世四十五年間の御製
規律と節制とに馴れたる独逸は必ずや何等か奇想天外的の方法を以て国力の
恢復を図るべし
三重県度会郡鵜倉村大字東宮にては河村瑞軒記念碑除幕式を行へりと

伊勢神宮へ戦捷祈願を■めたる町村の代表者凱旋軍人在郷軍人会員尚武会員
其の他一般平和祝賀の一日を選び神都に集るもの非常に多く参宮者充満せりと

代々木練兵場に於ける平和記念大観兵式は七月一日午前八時三十分各国駐在
武官参列荘厳に御挙行相成たり陪観を差許されたる内閣諸公陸海軍将校同家
族在郷軍人同家族学習院生徒其他の学校生徒公共団体役員等無慮五万人の
多き拝観者にて練兵場は人を以て満たさる

312 御製・御歌
歌御会始勅題預選歌集
神社参拝の真意義徹底に努力すべし
支那旅行談 萩野由之
神道と国民道徳 亘理氏
東西の文明
今日我が敬神思想の上に幾多の研究不十分なる点があつて、之が動もすれば
不謹慎なる言論を醸す原因となるものである
曾て官尊民卑の声盛なりし当時、人民の官吏を遇する甚だ薄かりしにも拘らず、
吏僚は自ら高しとして取て銭を求め、若くは空腹を愬ふるの陋を学ばざりき
思索的生活に依つて神道の大真理を宗教的に哲学的に科学的に探究して之を
天下に発表することは、例へ現代の俗社会に容れられずとも、其の齎らす所の光
明は思想界に永遠に輝き渡る
修養ある人の言行は一見平凡である。
諸種の思想は我が国民精神に影響して、動もすれば其の基礎を動揺せしめんと
して居る。此の時に当り我が国民は抑も如何の覚悟を以て其の基礎を養ふべき
か、之は我が国民が最も慎重に考へねばならぬ事である。
惟ふに独逸が従来大に成功したのは、第一過去百年間如何なる苦境にも希望を
失はず、只管実力養成に努めた事、第二他に依頼せず、自己に信頼して精神的
にも物質的にも自覚して発達を為し遂げたる事によるのである。
神道に於ては仏教同様唐楽式であるから実に奇妙な次第である。由来唐楽は我
国に伝来してよりも特に神道用として作られたる者も見ないから、全く仏教音楽を
神道音楽に利用して居る訳である斯様な不自由な真似をせずとも、我神道には
立派に古来より荘厳優麗は音楽が存在して居る。
米国のピーボデー博士が自由思想の発展に三時期を区別した。
昔から「祈れくすれ」と申して居る。病気になつた時は神様に御祈りして平癒を頼
め、併し只神様に御祈したのみでは直らぬ、自分は自分として楽を求め、出来る
だけの療治をせよと教へられ居る。
新古今和歌集略解（つゞき）
二十一代和歌集について（続） 藤原舜
平和克復奉告祭文（日清戦役） 内海景弓
飲酒説 某氏作
和歌
八月廿九日齋藤朝鮮総督水野総監は夫人帯同にて鹿島立の前伊勢神宮へ正
式参拝せられたり

講和特使西園候は八月廿七日天皇陛下に拝謁仰付られ講和会議の経過に関し
伏奏せられたるが陛下には御嘉賞ましまして畏くも左の優詔を賜はりたりと申す

空中射撃班は実戦の練磨に依り此難業を解決した仏国では優良の射手を得ん
が為め一人に十万発の弾を与ふる又爆弾を投るには其飛行機を同じ高さに同じ
速力にそして常に真直ぐに保つて飛行すると云ふことが絶対の難事である不同
があれば爆弾は命中せぬ云々
朝鮮総督一行は九月二日午後五時京城南大門に到着
九月六日臨時神宮祭主大勲位多嘉王殿下には神宮祭主に御昇任あらせられた
りと申す

説園

解釈

文苑

各郡市通信

論説

説園

雑録

彙報

講演



東京市小学校全部構内運動場に於ける機械的形式的体操を全廃し一週一度宛
全校生徒を郊外に率ゐ清澄なる空気中に遊戯運動をなさしめ体格を優良に導く
ことゝせり
大雷雨の際
各都市に於ける民力涵養施設事項中神社に関するもの
八月廿七日犬山城址に建設せられたる故柴山伴男先生建碑除幕式を挙行せら
れたり
七月六日松平村小学校庭内に建設せられたる坂本七郎氏頌徳碑除幕式行はれ
たり
九月十三日午前十時新任丹羽郡長根来長太郎氏は着任奉告の為め国幣中社
大県神社へ正式参拝をせられたり
九月八日東京市主催歓迎会席上に於て述べられたる西園寺侯演説概要
新嘗祭に献穀すべき粟抜穂式は九月九日午前十時海部郡永和村蟹江新田に於
て挙行せられたり
朝鮮総督府警察官講習所長古橋氏私信の一節
南設楽神職会事業
式部送第一三七四号を以て官幣社例祭並官国幣社祈年新嘗祭両祭に御奉納の
幣帛神饌料左紙の通り御改定大正九年より実施の通牒ありたり

315 御製・御歌
官国幣社幣帛料増額の御趣意に副ふべし
神道の研究に与ふる宗教学の貢献 加藤玄智
朝鮮神社の創建に就て 照本金川
知識と思想とは別個のものである、知識を売物とし商品視するのは正当な行為で
ある。
我我は先づ今の我を悉く知らねばならぬ
宗教は現在のみに対する宗教ではいけぬ、無論未来のみに就ての宗教でもいけ
ぬ、過去未来現在の三世を通じて始めて純正宗教の尊厳がある。
国際連盟規約の前文
古来革命の原動力は等しく食糧の不足に因す
我等は農業の頽廃は国家転覆の原由たるを確信する
食糧の暴騰よりも衣類の暴騰は更に甚しい。吾国では絹物よりも綿布の騰貴率
が一層甚しい。
同じ種類の米でも栽培地を異にして居れば、同様な米が出来ぬ。
同じ日本人同志でありながら、隣を笑ひ向を誹り、美を隠し非を挙げ、親子互に
争ひ朋友互に排するものあり
新古今和歌集略解
丹羽郡長着任奉告祭祝詞
乃木神社例祭献詠歌
浦塩派遣軍司令官として出征し赫々たる偉勲を奏したる大谷大将は九月廿六日
午前十時東京駅着凱旋直に参内天皇陛下に拝謁仰付けられ御礼を言上し終て
西伯利亜遣派軍の行動並に将卒の近状等委曲奏上し次に皇后陛下の御機嫌を
奉伺したる
海部郡弥富町宇荷上篤農家服部金吾氏奉耕の新嘗祭献穀田抜穂式
仏国航空団将校十五名は帰国に付十月三日午前十時半参内陛下に拝謁仰付ら
れたりと申す
米国海軍卿ダニエル氏は声明して曰く太平洋岸視察の結果として乾船渠及軍港
の建設並に造船所の諸設備を議会に要求して二大軍港を建設し太平洋艦隊の
二根拠に努級艦を配置し駆逐潜艦水艇補助艦艇等は北太平洋を根拠地とすべ
しと
群馬県皇典講究分所にては神宮神部署群馬支署長稲井稲麿氏着任以来刷新に
努め近く夫々幹部の組織成るを俟つて県下現任神職の学術式典の講習国学に
関する公開演説官公吏氏子惣代の礼法講習伶人養成歌道の奨励等をなすと云
ふ
大阪市長池上氏は市の重立てる神職を招致して教化事業懇談会を開き一年二
十四回神社或は学校に於て通俗講演を行ふことを定めたりと
十月五日山田十五樓に投宿せる柳原二位局は翌日午前八時白綸子の袒に緋の
袴を着け馬車にて外宮に向ひ修祓を受け正式参拝をなし更に内宮に向ひ修祓の
受け内玉垣御門前秦任官拝所に進み忝く拝礼して神楽殿に至り神楽を奏して帰
館せられたりと
天皇陛下には朝鮮総督府管内暴風雨の被害ありしを聞食され御救恤金一千五
百円御下賜相成たりと申す

十月五日午前十一時宇品軍用桟橋に上陸凱旋せられたる大庭中将出迎の為め
畏き辺より御差遣の侍従武官より『第三師団西伯利亜出征中寒暑労苦に耐へ克
く其の任を完うせし事を嘉す』との聖旨伝達を受け之に対して大庭中将は第三師
団を代表して御礼を言上せる旨侍従武官を経て執奏を乞ふと答礼せられたりと

新嘗祭神前供御献穀の米（一舛）粟（五合）は奉耕者海部郡弥富町服部金吾
（米）同郡永和村伊藤俊一（粟）両氏より献納に付十月十五日県庁に於て宮尾知
事の受納式ありたり
伊勢神宮参拝を終り二見ヶ浦に清遊中の柳原二位局
出征第三師団長大庭中将は十月八日午後一時四分名古屋着軍用特別列車に
て凱旋せられたり
十月一日名古屋市長並に書記数名は夫々部署を定めて市内村社以上の神社へ
参拝して市制実施三十年祝賀奉告祭を行ひ幣帛を供進したりと
碧海郡六ッ美村に於ては九月二十日悠紀齋田記念祭を挙行し宮尾知事以下多
数参列して荘厳に祭式を行へり
尾張藩祖源敬公奉祀尾張神社建設
出征第三師団凱旋終了に付十一月五日北練兵場に祭場を建設し今回の戦役に
名誉の戦死又は病没せられたる勇士の英霊を吊祭する為め臨時招魂祭を執行
せられたり
大正九年宮中歌御会始御題
天皇陛下には十月二十三日午前九時二十五分宮城御出門海軍大演習御統裁
の為め行幸
十月二十日午前十時宮中表御座所に於て伏見宮殿下を始め奉り山縣長谷川川
村奥各元帥に　陛下より夫々元帥刀御親授
今回東京高等師範学校講堂に於て開会せられたる全国中学校長会議
前文部大臣現國學院大學長小松原英太郎氏は斯文会々長の名義を以て今回上
京中の中学校長を上野精養軒に招待して飽迄中学四年制度に反対せられんこと
を希望
三河国碧海郡矢作町蓮華寺和志山なる景行天皇皇子気入彦命の御陵墓と言伝
ふるは文政天保の頃三河の学者羽田野敬雄翁が気入彦命の御墓地捜索せんと
各地を調査し此の地に来り和志塚王塚といへるを発見し古記録を参考とし初めて
墓標を建てたり
伊勢神宮皇學館は兼て新築中なりしが成工せしを以て十月十八日午前十時荘
厳なる落成式挙行せられたり
皇后陛下には民情に御心を寄せ給ふ事は普く臣民の感泣し奉る所なるが殊に貧
民を愍ませ給ひ赤十字病院其他慈善救貧しの病院へ時々行啓あらせられ御親し
く病床に就いて患者をいたはらせ給ふ御仁徳を仰ぐ誠に畏れ多き事なり
十一月十五日宮内省宗秩寮より今回大演習関係府県勤皇志士碩学鴻儒百余名
に対し夫々贈位又は位階追陞の御沙汰ありたり
天皇陛下には故寺内正毅伯へ左の御沙汰書を賜る
天皇陛下には十一月七日午后一時半宮内御用係清水澄博士を御前に召させら
れ憲法の御進講を聞こし召し給へりと申す
陸軍中央幼年学校御在学中の敦宮殿下には十一月四日より習志野に御出張野
外演習に御参加あらせられ一般生徒と共に御宿泊遊ばされたりと
皇太子殿下には十四日午前九時三十分御出門聖上陛下と御同列にて須磨仮停
車場御発車伊丹駅御着車御愛馬に鞭打せ給ひて御野立所に成らせられ最後の
戦闘観覧あらせられ演習終了後御講評に御参列
三河国碧海郡矢作町蓮華寺和志山なる景行天皇皇子気入彦命の御陵墓と言伝
ふるは文政天保の頃三河の学者羽田野敬雄翁が気入彦命の御墓地捜索せんと
各地を調査し此の地に来り和志塚王塚といへるを発見し古記録を参考とし初めて
墓標を建てたり
海草を以て紙を製する事発明せられたるに就き斯業に経験深き某博士は此の発
明は海岸に打ち揚げられた海草が白色に変化する作用から思ひ立つて研究せる
もので最近優良なる製紙原料のパルプの発明を遂げたのである
国際労働会議委員は十月四日付を付て鎌田栄吉武藤山治枡本卯平以下二十七
名に任命せられたり
文部省に於ては明年度予算に宗教法制定に関する調査費八千四百円を計上し
世界各国に於ける宗教制度及我国宗教各派の制度並に徳川時代の宗教制度を
調査する為め宗教家法学者等を委員として詞査会を設置する意嚮なりと云ふ
労働者の一団何れも巻帯の着流と云ふ風体にて大隈侯を訪問して労働問題に
対する御高見拝聴と出た時侯はアヽ夫れは本月の大観に書いてある夫れ見て呉
れとて雑誌一部づつ手渡してサア彼方で緩くり遣り玉へと云ひ捨て其の中の印半
纏を着た一人に向つて君だけは感心だ其れは官吏の洋服で君達の制服だと賞
められたので一同口アングリであつたと云ふ何れも職業其物に対し夫々自然に
適合せる身扮の定まれるものなり諺にも乞食に朱碗と云ふことあり相応せぬ身扮
をなすは却つて品格を落とすものなり
帝国教育会にては近時思想問題の混乱動揺を救ひ教育者に一道の光明を与へ
ん為め法学博士筧克彦吉野作造福田徳三氏其他数氏を顧問として思想問題研
究会を組織し現今問題の中心たる個人主義社会主義及び女子の解放問題等を
研究する計画なり
十一月十一日名古屋港に来り四日間艦内を観覧せしめた独乙より捕獲せし潜航
艇の重なる装置は左の如しと云ふ
内務省明年度予算中小橋次官の談なりと云ふ
世界の最巨艦なる長門（四万余噸）の進水式は十一月九日呉軍港に於て挙行
十二月十一、十二日通常協議員会を愛知県教育楼会場に於て大正九年度収支
予算議決、大正七年度収支決算認定及協議事項並に諮問事項を決議し午後五
時より東海楼に於て渡邊副会長の惜別の宴を催したり
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316 御製・御歌
歌御会始勅題預選歌集
新年を迎ふ
神道と国民道徳に就て（摘載） 亘理章三郎
披講に就て（摘載） 大原重明
神道などと云ふこと
国民の思想
吾国の婦人
今回県農会副会長堀尾茂助氏発起して安城農林学校長山崎延吉氏が、多年農
業会に貢献したる功労に酬ゐん為謝恩会なるものを組織して自邸に有志者の参
集を需め、第一回協議会を開けりと云ふ
碧海郡神職会は今回左記の事項を決議し実行に着手せりと云ふ。
官国幣社神職に対し七割以内の手当を支給することとし財源は予備金の積立額
を減少して之に充当す
抑も山東問題とは何ぞや我国人は悉く其の内容を明せるも議論の順序として之
を略述せん
徴兵猶予規定

解釈 新古今集略解（続）
文苑 入営奉告祭祝詞案 小林太十郎

故臨時神宮斎主賀陽宮邦憲王第一王子賀陽宮恒憲殿下には満二十歳に達せら
るヽを以て御成年式規定に基き賢所大前に於て行はせらるヽを御都合により三
月頃御挙行遊さるべしと申す
砥鹿神社奥宮改築奉告宝飯郡一宮村鎮座国幣小社砥鹿神社にしては本宮山上
の奥宮改築を計画し既に奉賛会を組織して普く会員を募集中なりしが今回帝室
林野管理局より御用材払下の許可を得たれば去る十二月十七日本宮山に於て
改築奉告及び山入の祭典を厳粛に執行し引続き伐木に着手せり
陸軍大将大勲位功二級閑院宮載仁親王殿下には十二月十二日午前十時御参
内天皇陛下より元帥称号を受けさせられ次いで元帥徽章並に元帥刀御親授あら
せられたりと申す
十二月十五日午後四時三十分より宮中賢所大前に於て御神楽の儀行はせられ
天皇皇后両陛下には御親拝あらせられ各皇族殿下を始め奉り大勲位各国務大
臣以下拝聴あり六時より雅楽部員出仕御神楽を奉仕せりと申す
新愛知県理事官重信文敏氏は十二月十四日午後零時半名古屋着列車にて着
仕直ちに熱田神宮へ参拝せられたる上夫々諸官庁等に挨拶せられたりと
愛知県人にして皇典講究所より学階を授与されたる者
大正八年十二月十二日通常協議会開会席上に於て大正九年全国神職会及五
県連合神職会に出席すべき代表者選出郡市の抽籤を行ひたるに左の如し
一月廿六日より四日間皇典講究所に於て大正九年度全国神職会臨時総会を開
くと云ふ
文部省に於ては多年の懸案たる宗教法の制定に努力しつゝありと一日も其の速
ならんことを望む
愛知県にても神職の俸給其他給与規程外三四件の改正をなす意向あるものゝ如
しと聞く
客臘十二月十一日に招集せられたる本会協議員会は二日に渉り審議談合したる
が議員諸君の希望等多々ある中に雑誌の改革発展につきては多数者の賛成あ
り
而して各郡市通信を満載せられたしと編輯子或は言はん議員諸君願くは帰郡の
上詳細にして且つ有益なる通信の投書に全力を注がれたし機関雑誌の本領を発
揮するに由なからしむものは各郡市神職会にあらざるなきか然かも恬然として主
張する処流石は議員なり
本会に於ては今度県下各官国幣帛社宮司を本会賛助員に推薦せられたりと
国幣中社真清田神社宮司中村弾男氏は今度本県皇典講究分所試験委員に推
挙せらるゝといふ
客年十二月十一日開催せられたる通常協議員会に於ては時勢の進運に順応す
べく神職養成部の改築及県郡市神職会の連繋方法等につき審議せりと
神職優遇方につきては本県より屢々郡市長へ通牒ありたるが今般本会長よりも
本件につき特に別項の如き依頼状を発せり
神職優遇問題の声漸く大ならんとするの時郡市神職又は神職希望者中には暗中
飛躍を試みて神職候補推薦方につき競争するものありと競争必らずしも悪しきに
あらず只是れが為遂に俸給支給の励行を阻害するのみならず相共に倒るゝの悲
惨事を醸すに至るべきを憂ふ
神職優遇に関する依頼状案

辞令 右ノ通増俸セラル
大正九年度収支予算書
大正七年度収支決算書

317 御製・御歌
歌御会始勅題預選歌集
詔勅
神職の地位向上と使命
天然記念物の保存に就て（摘載） 三好学
社会問題の悪化（摘載） 照本金川
不良少年と家庭とは如何なる関係お持つてゐるかに就いて少しく語つて見たいと
思ふ。
戦争の影響たる極めて汎く物質方面よりすれば食糧問題あり、労働問題あり、精
神方面よりすれば思想問題あり
我国の人口
人間の偉い偉くない
改造すべき網目は一にして足らず
社会の人心

文苑 土方伯一周年祭献詠
雑録 出羽の羽黒山

曩に国母陛下より東京慈恵病院済生会福田会赤十字病院等へ夫々患者の為め
服地と裁縫科御下賜の御恵に浴ししたれば三田四国町なる戸板裁縫女学校に
於て各生徒に一着宛謹製せしめ病院にては正月の晴着に患者一同へ頒ち与へ
たりと申す
伊勢神宮別館は山田士に創建し倭姫命を奉祀すべく継続事業四十万円を以て
工事を越すことに決定し内務省は大正九年度の予算に九万円計上せりと

皇族殿下御成歳に達せらるゝ時は貴族院議員の議席を占めらるゝ例なるが朝鮮
王族殿下に対しては未だ何等の規定なきを以て目下王公家規範制定中なりと

官国幣社神職にして十五年以上奏任又は奏任待遇以上となれる者は現在五十
名ありといふ又府県社以下神社々司社掌中の奏任待遇に就ては有資格者中よ
り地方庁之を銓衡し内務大臣に内申の上任命せらるゝと
一月四日御政事始式は例年の如く先づ宮内大臣より神宮の祭祀につき上奏せる
が其の上奏文は左の如しと申す
一月十七日午前十時宮中鳳凰の間に於て新年歌御会始の儀を行はせられ
一月五日宮中新年御宴会に召させらるゝ有資格者増加し御殿手狭に付き本年よ
り高等官一等以下勅任待遇迄は半数づゝ交互に召させ給ふことゝなり
津島神社陞格の件につき客臘十九日多田対津島町長及堀田社掌は相携て上京
し内務当局其他代議士等に面謁し大に陳述せる処ありたりと
伊勢神宮歳旦祭奉仕の模様
客臘廿六日吾が皇典講究所長たりし芳川顕正伯薨去せられたり
今回預選の光栄に浴したる知多郡大府町相木賢三氏は御歌所寄人大口鯛二井
上通泰両先生と師として多年研究されたる歌人なりと又岐阜県土岐郡笠原村加
藤釣明君は未だ九歳の小児にして全くは父の習作せしなりと
南洋諸島に民政を布かるゝに付土民教化の為日本基督教宣教師を派遣するこ
とゝなり政府は其人選中なりと
賢き辺にては世界恒久の平和確立せられたるに付き連合列国と共に其の御喜び
を頒たせ給ふべく皇族中より平和使節を連合国皇帝及び政府に向け御派遣あら
せらるゝ御内定
丹羽神職会は一月十日郡役所議事堂に於て月次会を開き学神祭を行ひ終て新
年宴会を催したりと
海部郡神職会は一月十日郡会議事堂に於て例会を開き神職功労者表彰式を行
ひ新年の祝宴を催せりと
本件に於ては左記日並を以て神社の会計検査を施行せられたり
告示第二十八号 左記神社神饌幣帛料供進神社ニ指定セラル
告示第二十九号 左記神社会計ニ関スル規定ヲ適用スヘキ神社ニ指定セラル
内務省令第二十七号 史蹟名勝天然紀念物保存法施行規則
神職ノ優遇

叙任辞令 叙任辞令
318 大正9年3月10日 御製・御歌

歌御会始勅題預選歌集
府県社以下神饌幣帛料増額を望む
すみだ川 池野英介
土佐日記の附注

雑録 私言漫言

曩日東京に於て開かれたる全国神職会臨時会議
道路
祈年祭幣帛神饌料
李王子世子御婚儀
議院地鎮祭
虎眼予防法施行細則
県道確定

此頃朝鮮人の口から純日本主義と云ふ主張が盛になつたのは注目に値する
物価騰貴に苦しむ生活難の声
十年後には米が千六十余万石麦が千余石不足する
海外移民さへすれば我国は永遠食糧問題に困る事題題題はないと主張する論
者
全国各宗の重立つた僧侶等発起して株式会社仏教伝道社を組織

附録

論説及講演

説園

彙報

各郡市通信

学説

講演

説園

雑録

彙報

断片集



文苑 和歌
名古屋市神職並に市内名望家有力者を以て組織せられたる皇道会
知多郡神職会は二月八日郡役所議事堂に於て定期総会を開き議題として大正
九年度予算並に左の件を提出し満場異議なう可決し其他諸般の打合をなし午后
四時閉会せり
葉栗郡宮田村大明神大正九年度収支予算総額
丹羽郡長根来氏は各町村長を郡衙に召集して指示並に注意せられたる事項中
左の通り神職に関する項あり
丹羽郡犬山町三光稲荷神社へ一大木造高麗犬一対献納せんとて目下有志者奔
走中なり
葉栗仏教会は郡長を会長に戴き各町村長之が斡旋の労を取り会員募集す
丹羽郡池野村尾張富士浅間神社は旧正月元日預児健全祈祷祭を執行したり
丹羽郡楽田村国幣中社大縣神社は旧例により旧正月二日田打祭を執行したり
八名郡神職会にては本年度より左記の事業を計画し之か遂行を期するため経費
の内へ郡費補助を申請したるに過般郡会に於て補助金を議決せられたり
岡崎市両町徳王稲荷神社にては神社を中心として敬神崇祖の念を養成し忠孝の
道を体得せしめんとし第二の国民たる児童を集め敬神オトギ会を昨年二月創設
し茲に一周年記念会を紀元節の佳節を以て挙行せり
神社合併
一月廿二日知多郡半田町の神職榊原五十枝翁遠逝せらるる

叙任辞令 叙任辞令
訃報 哀悼ニ堪ヘズ

319 愛知國學院本館新築計画図
御製・御歌
告辞
神職に望む 小幡豊治
式辞 野田菅麿
国史の尊重 芳賀矢一
個人責任感と社会奉仕の精神 加藤玄智
総会記事
或人の新築せし座敷開きを兼ねて初老の賀宴を開けるをことほきてよめる長歌
並短歌

知佳

養成部卒業諸氏に送りまゐらすとて 栄上
電気燈 村上義憲
第三師団招魂祭の当日名古屋市東区撞木町鈴木義方主の神前に手向られし詩
歌
合祀祭奉告祭祝詞
合祀祭祝詞

合祀祭
五月二十一日本会々員中故人となられたる左記人名を市内中区古渡町村社稲
荷神社境内の本会霊殿に合祀せり

事務嘱託 本会の事務を嘱託せらる

懇談会

六月九日午前九時より各郡市神職会長及本会協議員の連合懇談会を県会議事
堂市部会議場に開催し左の件につき協議を為せり
　一、神職養成部ヲ國學院ト改称ノ件
　二、愛知國學院新築ノ件
　三、愛知國學院新築費募集ノ件

協議員会

同日午後一時より本会協議会を同所に開催し左の事項を可決せり
一、神職養成部ヲ愛知國學院ト改称ノ件
二、愛知國學院新築ノ件
三、新築費募集ノ件
四、県費補助額申請ノ件
五、規約改正ノ件
六、愛知國學院新築費県補助申請ノ件
七、愛知國學院新築費ヘ基本財産千九百円（有価証券額面）ヲ流用ノ件

國學院新築費募集
請願書
請願書
愛知國學院新築費御補助ニ付申請
補助金増願ノ儀ニ付申請
碧海郡寺社課に於ては三月七日より郡内各神社大正八年度会計に関する書類
調査を行ひたりと
丹羽郡尚武会主催戦病死者招魂祭は三月十九日表忠園忠魂碑前に於て執行
せられ丹羽郡神職会長以下会員全部出勤荘厳なる祭典を行へり
丹羽郡役所にては郡内各町村役場へ出張して各指定神社の帳簿検査を行はれ
たり
丹羽郡神職会は三月三十一日総会を開き大正九年度歳入歳出予算案を決議し
たり
丹羽郡長松本伊織氏は岩田書記を従へ三月三十一日午前九時国幣中社大県
神社へ着任奉告の為め参拝せられたり
西春日井郡農会の施設
西春日井郡神職会にては本年度より視察費を設けたりしが去月廿七日より二日
間会員三名に対し神社設備の状況視察の為め滋賀県へ派遣せり
丹羽郡神職会にては今回知多郡神職会の事業及神社の状況等を視察せしむる
為め倉地辰彌、村瀬要、安藤田島、在藤隆太郎外郡書記一名を派遣せり
名古屋市茶屋町県社東照宮にては毎年寄附金に拠りて大祭の経費を支出し来り
たるも今回之が基本を募りたるに金三万八千二百十七円の寄附金を得たりとい
ふ尚右寄附金は金四万円に達する見込なりといふ
勧学祭

320 明治神宮鎮座祭祝詞
眞淸田神社と尾張人士 中村禪男
夏期講習会の所感 中野生
祭式質疑 中村宮司
小学校児童ニ神社参拝ノ意義ヲ徹底セシムル適当ナル方法 愛知県神職会
歌つと
宮尾知事訓示要旨

明治神宮御造営略記

御造営経過
照憲皇太后合祀
明治神宮創立
御鎮座地
御造営費
祭儀
御神宝及装飾
社殿並建物

明治神宮案内記

宝物殿
周囲土台
奉賛会設立
献金額
外苑工事
葬場殿址記念建造物
聖徳記念絵画館
憲法記念館
競技場
明治神宮御鎮座祭
明治神宮鎮座祭式
今上天皇明治神宮御参拝
皇后陛下明治神宮御参拝
明治神宮御造営奉仕青年団
明治神宮参拝

本会夏期講習会
第十五師団招魂社
招魂祭々式
追悼碑除幕式
指定神社以外の神社に玉串奉奠
丹羽郡神職会講演
碧海郡神職会講演
八名郡神職会講習
東三一市二郡連合神職夏期講習会
西加茂郡神職講習会
西春日井郡神職大会
海部郡神職会平和克復祭
丹羽郡青年団幹部講習会員の奉告祭
高宮神社昇格
村会議員の立誓式
神山社司昇進祝賀会
碧海郡神職会追加予算
中島郡神職会規約
明治神宮例祭式 内務省令第三十五号
幣饌料供進増額 内務省令第二十四号
内務省令第二十五号
内務省訓令第十四号

訃報 神職死亡
321 御製・御歌

社頭暁
選歌
伊勢両宮建築に就きて 伊藤忠太
眞淸田神社と尾張人士（前号続き） 中村禪男
四方拝元始祭大祓ニ就キテ 小林太十郎
青年団学生団の神社参拝に就きて 中野周次郎

各郡市通信通信

本会記事

各郡市通信

郡市通信



歳旦祭に奉仕して 小林太十郎
元旦の所感 松浦此太郎
明治神宮参拝所感 中野知佳
原首相の年頭所感
宮中元旦
二日祭の御儀
元始祭
伊勢神宮歳旦祭
熱田神宮諸宮
眞淸田神社の年始
津島神社の年始
尾張大国靈神社の年始

伊勢神宮御造替
御造営総経費
工事完成期
祭式及遷御

尼崎殉難者義捐金建碑寄附金
今年の月次歌題
皇典講究所愛知分所試験委員
加藤直久氏
海軍志願兵の将来
理事会開催
青年幹部講習会奉告祭
丹羽郡青年会幹部講習会発会式祝詞
御神田米品評会
神事と時間励行
オトギ運動会
神職懇談会
神職会表彰

叙任及辞令 辞令
323号 大正10年 告示 川口彦治

式辞 野田菅麿
祝辞 大喜多寅之助
訓示 山田準一郎
祝辞 川口彦治
祝辞 一木喜徳郎
祝辞 小橋一太
五県連合神職総会議案
五分間演説
五分間演説総評
名古屋離宮の拝観
来賓と会員
繪葉書其他の寄贈
寄贈金
勤続者及献納者表彰
表彰者郡市別表
懇親会
五県連合神職会規約

講演 我国の歴史と理想とに就きて 井上哲次郎
総裁推戴禀告

325号 大正10年 愛知国学院校舎建設寄附金募集趣意書
愛知国学院の設置を祝して 中村弾男
内務省神職講習会講習員の覚悟と其の活用 中村周次郎
内務省主催講習会概況 柴田顯正
所感 加藤生
抹茶 青柿
碧海郡神職会月次研究和歌
御神木の木曽川御下り 丹羽郡神職会
丹羽郡犬山町の状況
海部郡に於ける状況
中島郡奥町の状況
名古屋市に於ける状況
皇太子殿下の伊勢神宮御参拝
皇太子殿下御渡欧祈願祭
寶飯郡神職会
寶飯郡各町村長は神職会と協議し、郡内全神社（無各社共）へ幣饌料を奠し、祈
願文を奏し御渡欧の平安を祈りたるが青年会員、在郷軍人会員、学校児童等参
拝せり。
東加茂郡神職会
南設楽郡神職会
皇太子殿下御外遊海陸御安全祈願祝詞
五県連合神職会打合会
神職養成部卒業式
愛知国学院設置認可
愛知国学院入学式
実行委員会開催
内務省主催神職講習会
代議員会
重信副会長送別会
大正十年度収支予算
大正十年度特別会計
大正八年度収支決算書
砥鹿神社通信 足立達
儺追の神事
皇道講演会
卒業報告祭
明治神宮参拝
丹羽郡通信
講演会開催
八名郡通信
大祭基金
碧海郡神職会予算
祭服調整費支給
愛知郡神職会
八名郡神職会大正十年度経費収支予算
神社一万円基本財産蓄積申合規約
幡豆郡神職会
寶飯郡講演会開催
氏子総代会開催
感謝状贈呈
明治神宮御鎮座祭記念事業
君を送る日
温故資料（第十二） 村木鶴治郎
大正十年十一日告示第一一二号同第一一三号ヲ以テ左ノ通リ神饌幣帛料及会
計指定神社ト定メラレタリ
神社昇格郷社幡頭神社ハ大正十年三月二十六日告示第一五四号ヲ以テ左記ノ
通リ昇格セリ
鈴木信比古氏逝去県社那古野社々司官察招魂社神官にして多年斯道の為め尽
瘁せられたる同士は四月十八日逝去せられ同月二十一日自宅出棺八事神葬墓
地に埋葬せりと

327号 大正12年6月1日 雑感数則 上田萬年
摂政宮殿下と克己心 堀内文太郎
フアスシスチー団 田中義一
渥美半島往古の文化 山村敏行
歌つと 村上義憲
昇格神社の由緒
代議員開催
大正十二年度愛知県神職会収支予算書
大正十二年度特別会計愛知国学院収支予算書
大正十年度愛知県神職会収支決算書
大正十年度特別会計愛知国学院収支決算書
愛知国学院生徒卒業式
愛知国学院入学試験
愛知国学院校舎新築
愛知国学院校舎建設費寄附金
司業試験
講習会開催
講師嘱託第七回総会に於て各郡市に講師設置の件協議決定の処今回式記氏名
を本会講師として嘱託せり
講師打合会
県社予算額
幡豆郡神職会
昇格神社
史蹟名勝天然紀念物指定
国宝指定
府県社以下神社ノ神饌幣帛料供進ニ関スル件中改正ノ件
本会書記更迭

郡市通信

雑録



同窓会記事同窓
会設立打合会

同窓会設立打合会

叙任辞令 叙任辞令
328号 大正13年1月1日 詔書 震災紀念号

賢所御告文
皇霊殿御告文
神殿御告文
内閣告諭
関東大震火災
関東地方震火災遭難死亡者慰霊祭
三殿下遥拝詞
関東大震災死亡者慰霊祭詞
弔辞
吊詞
関東地方震災死亡者氏名
臨時代議員会開催
罹災同僚神職救済義捐金
各県神職会謝礼状
罹災者救助
罹災者救助古着古本其ノ他目録
慰霊祭経費収支決算報告
幹事江口宗策氏を送る
震災と外国の同情
帝都復興審議会官制
帝都復興院官制
大震災に発布された諸法令
首相並に内相に建議
漫語

叙任辞令 叙任辞令
330号 大正13年8月10日 国民精神作興に関する詔書釈義

国史の特性 宮地直一
天皇と国務大臣 安岡正篤
愛知県神職会第九回総会開催
副総裁推戴報告
愛知県神職会総裁訓示
式辞
大正十一年度愛知県神職会収支決算書
大正十一年度特別会計愛知県収支決算書
大正十三年度愛知県神職会収支予算書
大正十三年度特別会計愛知国学院収支予算書
大正十二年度代議員会議事録
学階司業試験並ニ祝詞祭式検定試験
学階一等司業受験問題
学階二等司業受験問題
社頭から社会へ
夏期講習会
昇格神社
額田郡神職会懇談会順序
皇典講究所改選
小橋会長栄任
全国神職会通常会
中部五県連合神職会
奉告祭祝詞案
国幣中社大縣神社より参拝に付いて
学田尋常高等小学校職員児童朔日参拝式次第
楽田尋常高等小学校職員児童朔日参拝校長祝詞
国学院入学試験
国学院卒業式並ニ同窓会
送辞
答辞

叙任辞令 叙任辞令
331号 大正13年10月27日 巻頭 国民精神作興詔書　謹詠 野田菅麿

綱紀粛正ニ関スル内閣訓令
神官神職ノ綱紀粛正ノ件ニ関シ依命通牒

論説 碧海学説 市川碧堂
寄書 租調考 市川碧堂

県内昇格神社
指定特別寄附
斯界片々
神祇院問題の其後
関東地方大震火災遭難死亡者吊慰一週祭
名古屋市神職会関東震火災死亡者一週年慰霊祭
三殿下遥拝詞
慰霊祭詞
祭文
弔辞
弔詞
震災死亡者一週年慰霊祭式次第
知多郡神職会にては客月十六日より十八日迄三日間八幡村第二尋常小学校に
於て左記の通り夏期講習会を開催した。
寶飯郡神職会は一市二郡連合にて国学院大学講師青戸浪江氏を招聘し八月二
十三日より五日間同郡御津南部小学校に於て祭式作業講習会を開催せし由
名古屋神職会では八月十八日から二十四日迄一週間の予定で雑祭式の講習を
愛知国学院に於て開催した因に講師は平岡好文氏であると。
丹羽西春日井の両郡神職会にては今夏連合にて伊勢神宮皇学館教授鈴木暢幸
氏を招聘し講習会を開催した。
碧海郡神職会主催にて郡内青年幹部講習会を開催し加藤陸軍少将野田熱田神
宮宮司秋岡鎌倉宮宮司等講師として招聘せられたり。
府県社以下神社其他に対する寄附者行賞の件
国民精神作興講演会
愛知国学院記事敬神思想鼓吹夏期講演会修了
雑祭式統一講習会

文苑 和歌
彙報 愛知国学院同窓会規則

叙任辞令 叙任辞令
332号 大正14年2月15日 大正十四年の新春を迎ふ

偶感
論説 至誠の基調 芝田徹心
寄書 租調考 市川碧堂

大正十三年度本会事業概況報告
大正十三年度愛知国学院事業概況報告
和歌
本会役員更迭
学階試験問題
十牛の話
牛の古実といろいろな伝説
小橋会長挨拶要旨
全国神職協議会議事報告
全国神職会沿革史編纂に就て
全国神職会幹部総辞職
皇典講究所
勅令第二八五号
勅令第二八六号
勅令第二八二号
勅令第二九二号
勅令第二九三号
勅令第二九四号
勅令第二九五号
内務省令第二八号
内務省告示第七六六号

告示 大正十三年八月以降ニ於ケル県内昇格神社ハ左ノ如シ
叙任辞令 叙任辞令

336号 昭和2年6月25日 巻頭言 国民精神と史蹟の保存
氏子の制度に就て 足立収
神社建築に就て 土屋純一
氏子総代会概況
神職会総会概況
昭和元年度愛知県神職会事業報告
東海五県連合神職会概況
全国神職会評議会概況
総裁並副総裁更迭
夏季講習会開催
祭式講習会
史蹟名勝天然記念物資料展覧会状況
古墳其他埋蔵物発見のときの取扱
慰霊祭
昇格神社

雑報

講演

雑報

各地通信

国学院記事

雑録

彙報

勅令及省令

講演

時報

雑報

訓令

雑報

各地通信

彙報

巻頭言



愛知国学院卒業者小学校教員及学階検定成績
巡回講演会
寶飯の古城址
模範村の神前村会

任免辞令 任免辞令
文苑 文苑

337号 昭和2年9月15日 内親王殿下御降誕奉祝
氏子の制度に就て（承前） 足立収
普選に依る県会議員の総選挙 内藤金三
普選の実施と選挙人の自覚
地方長官会議に於ける内務大臣の訓示要旨
学務部長会議に於ける鈴木内務大臣の訓示要旨
神宮大麻並暦頒布趣旨
神宮大麻頒布の趣旨
臨時代議員会開催
神社制度調査会設立
夏季講習会概況
本会副会長及理事更迭
県社以下神社に於ける収支予算式に就て
神前結婚のすゝめ附縁談の紹介 新美鑑一
氏子総代会
神社氏子並崇敬者総代会議事項
神社調度並に衣紋装束講習会状況
熱田神宮境域拡張整理事業の概要
竣功奉告祭並に竣功式
神馬御牽進
昇格神社
神楽講習会状況
寶飯の古城址（その五） 生田小平次
神職高等試験施行
学階検定試験執行
祝詞祭式検定
新嘗祭献穀畠摘穂式状況
内親王殿下御降誕奉告祭

任免辞令 任免辞令
文苑 文苑

338号 昭和3年2月25日 中村副総裁を送る
別宮副総裁を迎ふ
神社建築に就て 土屋純一
官国幣社以下神社の管理者たる神職の社務引続順序に就て 愛知県社寺係
官国幣社以下神社祭式改正
神宮大麻及暦頒布式
神宮大麻及暦頒布に関する件通牒
神宮大麻及暦頒布規約参考事項
郡市神職会大麻及暦頒布式
学階司業並祝詞祭式検定試験
祭式講習会
典礼会議
本会通常代議員会
昭和三年度愛知県神職会収支予算書
大正十五年度愛知県神職会収支決算書
大正十五年度愛知國學院収支決算書
御大礼御期日発表
皇女御降誕奉告祭
大正天皇御一年祭の件通牒
南設楽郡神職会祭式講習会開催
八名郡神職氏子談合会
幡豆郡神職会の総会
事務研究会主催
愛知國學院武神祭執行
県社以下神社収支決算社格別総額調
県社以下神社収支決算社格別平均額調
寶飯の古城址（その六） 生田小平次
昭和三年度神宮皇学館普通生徒募集要項
木曽川堤
小牧山
二子古墳
姫小川古墳
神社昇格
神饌幣帛料供進指定神社

叙任辞令 叙任辞令
質疑応答 質疑応答
文苑 文苑

339号 昭和3年6月15日 巻頭之辞 財団法人設立に就て

内務次官訓示

神社局長訓示
思想的国難解決の根底 一喬生
献穀田諸祭儀の祭神に就きて 生田小平次
本会財団法人設立許可
神職待遇ニ関スル件
第十三回愛知県神職会総会
五県連合神職会総会
全国神職会評議員会
鈴木前内務大臣の美挙
武運長久祈願祭
氏子並崇敬者総代会 北設楽郡

岡崎市
知多郡

愛知國學院入学状況
学階司業証及教員免許状授与式
講師及専任教師異動
御大典記念事業
学校神饌田の設置
本会役員異動
寶飯の古城址（その七） 生田小平次
神社昇格
神饌幣帛料供進指定神社

任免辞令 任免辞令
340号 昭和3年10月25日 巻頭之辞 神宮大麻と暦に就て

講演 神職の奉務に就て 吉田茂
学務部長会議
望月内相訓示
代議員選出
代議員会状況
調査委員嘱託
郡市神職会長会議
敬神婦人会組織
夏期講習会概況
御即位式と大嘗祭の趣旨
法令の改正 昭和3年5月29日内務省令第20号によりて大正2年4月内務省令第6号が改正
神饌幣帛料供進指定
神社ノ移転合併
慰霊祭
御大礼諸儀式御日取
第一日ノ地方賜餐
大礼奉祝唱歌歌詞
明治節唱歌歌詞
神社に於ける御大典記念事業に案する件
御大典紀念事業
愛知県内に於ける神社と国宝及特別保護建造物
寶飯の古城址（その八） 生田小平次
即位礼大嘗祭に関する通牒

任免辞令 任免辞令
文苑 文苑

341号 昭和4年2月25日 御即位礼勅語
田中総理大臣奏上の寿詞

講演 神国日本国民の大覚悟 矢野蘇山
棟札の研究 生田小平次
神社財産の登録手続に就て 県社寺係
教育に関する御沙汰と文部大臣の訓令
即位礼及大嘗祭祭祀令
大嘗祭参向日割
全国神職大会概況
本会代議員会
神宮大麻及暦頒布式

時報

雑報

史蹟名勝

神社昇格

神社事務主任官
打合会訓示

論説

彙報

講演

時報

雑報

彙報

講演

雑報

論説

時報

時報

雑報

彙報

神社昇格

時報

彙報



第二回氏子総代会
学階試験問題
御大典記念講演会
幡豆郡神職会定期総会の件
神職会講習会概況
御大典記念事業
昭和四年度神宮皇学館普通科入学便覧

神社昇格及指定 神社昇格及指定

任免辞令 任免辞令
文苑 文苑

342号 昭和4年5月20日 巻頭言 過去一年を顧みて
持統帝の三河行幸御幸に就きて 生田小平次
神社対教育問題に関する感想 水谷清
昭和三年度財団法人愛知県神職会事業報告組織の変更
理事会開会
調査委員会調査事項
愛知国学院卒業式
愛知国学院同窓会
愛知国学院生徒入学の状況
本会施設事業と負担金の比較
皇典講究所総裁奉戴
小学校に於ける神宮大麻の状況
神社法の問答
御大典記念事業
特別保護建造物の指定
県社以下神社神職の資格調
孝子節婦篤行者始表彰

神社昇格 神社昇格
任免辞令 任免辞令

343号 昭和4年7月20日 神宮略記 神宮司庁
流鏑馬の神事 生田小平次
国宝保存法
神伝八雲琴 一色輝琴
本会総会並愛知国学院竣功奉告祭及竣工式の状況
故角田忠行翁、松岡義男翁、鈴木信比古翁の慰霊祭執行の状況
本会恒例の慰霊祭
五県連合神職総会
全国神職会評議員会
宮司談合会と社司社掌談合会
本会国庫補助金下付
伊勢神宮御遷宮式諸祭典
氏子並崇敬者総代会
皇典講究所祭式講習科講習員募集
青年神職講習会
皇典講究所国学院大学主催講演会
標語懸賞募集

任免辞令 任免辞令
344号 昭和4年11月10日 神宮奉頌唱歌

日本は神国 浜口内閣総理大臣謹述
講演 神社と考古学 大場磐雄

安達内務大臣の訓示と指示
教化動員の要綱 文部省
愛知県教化動員計画要綱 愛知県教化動員委員会会則

愛知県教化動員委員会（会長・委員・顧問・幹事・書記）名簿
愛知県教化動員常務委員会決議事項
遥拝式訓令
神宮式年遷宮講演会
神宮遷宮奉祝連合会講演会
皇典講究所国学院大学講演会
夏期講習会
消防組の社寺警備と氏子総代会
氏子総代並崇敬者総代談話会
氏子総代会
新年御題 昭和五年歌会始御題「海辺巌」

神社昇格 神社昇格
任免辞令 任免辞令
文苑 文苑

345号 昭和5年8月10日 講演 神祇講話 河野省三
論説 国府総社を論じて三河の総社に及ぶ 生田小平次

安達内務大臣の訓示と指示
全国神職会評議員会 昭和五年度地方団体提出諸議案
宮司談合会と社司社掌談合会
第二回愛知県神職総会
本会代議員会
本会恒例の慰霊祭
本会副会長の更迭

神社昇格及列格 神社昇格及列格

指定神社 指定隠者
雑録 神社事務査察の結果に就て 愛知県社寺係

任免辞令 任免辞令
346社 昭和5年12月10日 野田会長を送る

巻頭之辞 巻頭之辞
神祇講話（承前） 河野省三
国家の宗祀 田中義能
神職の使命 堀内文吉
神社と日本精神 河野省三
国府総社を論じて三河の総社に及ぶ（承前） 生田小平次
神社対宗教問題に就て 井田靍次郎
教育に関する勅語御下賜　満四十年に際して 高松定久
代議員選出
代議員会状況
郡市神職会長会議
夏期講習会概況
講演会
神宮大麻及暦頒布式
第四回氏子総代会
知多郡氏子並崇敬者総代会
名古屋市神職会衣紋講習会状況
一市二郡連合夏期修養会概況
碧海郡青年幹部講習会の概況
学階試験執行
八名郡神職会大麻頒布式其他の行事
教育勅語渙発満四十年紀念に際して
奉仕団及修養文庫設立奨励
日本精神修養会状況
神前結婚の勧め
新年御題 昭和六年宮中歌会始勅題「社頭の雪」

神社昇格 神社昇格
文苑 文苑

任免辞令 任免辞令
附録 諸祭之祝詞集（第一編） 神社自体に関する諸祭の祝詞

347号 昭和6年3月30日 巻頭之辞 巻頭之辞
社頭の朝 桑原芳樹
神社対宗教問題私見 加藤玄智
神道の三方面 村瀬要
神の道 高松定久
所感 井田迂人
本会代議員会
愛知国学院近況
本会役員異動
渥美郡神職会通信
南設楽郡第四回大麻頒布式及氏子総代会
北設楽郡神職主礼懇談会
幡豆郡氏子総代会の状況
碧海郡神職会表彰式
南設楽郡作手村神社会状況
文部省指定愛知県の史蹟
神社調査委員会設置
愛知県の神社調査
東北地方神社参拝視察団
知多郡神職会文庫規約
榊原本会理事の訃
神宮皇学館生徒募集と規程の改正
大礼記念章下賜伝達の状況
文苑
昭和六年献詠月次兼題

雑報

彙報

論説

彙報

時報

彙報

講演

論説

時報

時報

彙報

時報

彙報

時報

雑報

彙報

文苑

雑報

彙報

講演

論説

時報

雑報



任命辞令 任免辞令

附録 諸祭之祝詞集（第二編）
自治公共に関する諸祭之祝詞
学事に関する諸祭之祝詞
軍事に関する諸祭之祝詞

348号 昭和6年7月5日 巻頭之辞 巻頭之辞
講演 神社対宗教問題私見（承前） 加藤玄智

神職の神社奉仕に就て 倉地宏
国体闡明の急務 井田靏次郎
惟神会設置に就て 名倉平三郎
内務大臣の訓示と指示
第三回愛知県神職会総会
中部五県連合神職会
全国神職会評議員会 昭和六年度地方団体提出議案
宮司談合会と社司社掌談合会
愛知県招魂祭
愛知国学院卒業式
愛知国学院生徒入学の状況
文部省指定愛知県の史蹟名勝天然記念物
三重県神職会主催精神修養講習会を観るの記 杉浦定之助
礼典部規定
八名郡神社氏子総代会
学階司業証及教員免許状授与
物故神職の慰霊祭
新嘗祭供御献穀の件
専任及兼任講師異動
神社並家庭神拝詞及作法
皇典講究所学階試験問題

神社昇格 神社昇格
任免辞令 任免辞令

附録 諸祭之祝詞集（第三編）
軍事に関する諸祭之祝詞
産業其他生業に関する諸祭之祝詞
公私団体に関する諸祭之祝詞

349号 昭和6年10月30日 巻頭之辞 巻頭之辞
講演 神社対宗教問題私見（承前） 加藤玄智

神の道（其二） 高松定久
砥鹿神社の社会的事業（一） 矢田部盛枝
参宮団に参加して 大木博夫
被表彰所感 中野周次郎
元寇弘安の役六百五十年記念祭
八名郡氏子総代懇談会
東三一市二郡連合神職講習会概況
神社崇敬観念の強化並崇敬者の維持若は増加に就て
御料所に香坂本県知事を迎へて 天野直松
文部省指定愛知県の史蹟名勝天然記念物

神社列格 神社列格
文苑 文苑

任免辞令 任免辞令

附録 諸祭之祝詞集（第四編）
公私団体に関する諸祭之祝詞
人事に関する諸祭之祝詞

350号 昭和7年2月25日 巻頭之辞 巻頭之辞 特殊神事特集号

花の撓（豊年祭） 熱田神宮特殊神事 泉田荒吉

一宮の桃花祭 真清田神社特殊神事 小林太十郎
津島の提灯祭 津島神社特殊神事 今澤昇
岩塚の御田祭（杵コサ祭） 七所社特殊神事 吉田盛清
尾張富士の石上祭 尾張富士浅間神社特殊神事 村瀬要
天下の奇観　県の森の豊年祭 田縣神社特殊神事 大河原昌勝
国府宮の裸祭（儺追祭） 尾張大国霊神社 松浦此太郎
豊橋神明社の鬼祭其他の行事 神明社 平石五十次
猿投神社に於ける棒の手 猿投神社 近藤仙次郎
北設楽郡の花祭 村松正夫
現下の国情と国民の覚悟 今澤昇
伊良古大納言と敬神 天野直松
神の道（承前） 高松定久
信念の力 井田清臣
本会代議員会
国威宣揚祈願祭
神宮大麻及暦頒布式
第五回氏子総代会
学階司業并祝詞祭式検定試験施行
熱田神宮献詠祭
寶飯郡の大麻暦頒布式及氏子崇敬者総代会
八名郡の大麻暦頒布式及第五回氏子総代会
岡崎市神職会の大麻頒布式其他
丹波郡神職会の大麻及暦頒布式と其の他の行事
北設楽郡神職会の神社談合会
本会副会長更迭

研究資料 寶飯の古城址（其の九） 生田小平次
神社昇格 神社昇格

勅題「暁鷄聲」
昭和七年献詠月次兼題
保存協会へ入会の御勧め

叙任辞令 叙任辞令
351号 昭和7年7月20日 巻頭之辞 巻頭之辞

神社存立の理由 神山栄
神社法令の遵守に忠実なれ 河原清一
砥鹿神社の社会的事業（其の二） 矢田部盛枝
度津の渡に就いて 生田小平次

神戸の寝祭 川澄才

七福神踊附八劔神社の山伏祭文 生田小平次
花の撓神事 山本彌三郎
全国神職会評議員会
宮司談合会と社司社掌談合会
東海中部五県連合神職会総会
第四回愛知県神職会総会
物故神職の慰霊祭
支那事変戦病死者慰霊祭
文部省指定愛知県の史蹟名勝天然記念物
神社祭式講習会
県外神社視察状況
碧海郡神職会主催御神田品評会
寶飯郡神職会の時局に対する奉仕状況
愛知国学院入学其他の状況
祭式講習筆記 倉地宏
雅楽講習会
本会神職其他篤行者表彰規定制定
愛知県神職歓迎会
神社の火災防止に就て

神社昇格 神社昇格
文苑 文苑

叙任辞令 叙任辞令

附録 雑祭式行事摘要
地鎮祭、上棟祭、結婚式、葬儀式、渡橋式、除幕式（附招魂祭）、田植式、初穂
式

352号 昭和7年10月20日 巻頭之辞 巻頭之辞
神の道（承前） 高松定久
国恥国誉 中島兵治郎
神職の向上に就て 市川佐一郎

講演 祝詞式講義 佐伯有義
特殊慣行神事 大提灯祭 倉内倉吉

山本内務大臣の訓示と指示
山本内務大臣の訓示並指示要旨
本会代議員選出
本会代議員会状況
夏期講習会概況
出勤軍人武運長久祈願祭執行
熱田神宮仮殿地鎮祭
幡豆郡神職会の講習会
一市二郡連合夏季講習会概況
青年幹部講習会
寶飯郡神職会の国威宣揚並在満在支軍人武運長久祈願祭
丹波郡神職会の講習
全国神職会館完成
額田郡神社誌完成
伊勢神宮神衣御料献絲に就て
江木全国神職会長の薨去を悼む

雑報 燈火閑談 漫語子

論説

時報

彙報

時報

雑報

彙報

文苑

論説

特殊神事並慣行
行事

雑報

論説

時報

彙報

特殊慣行神事

論説

雑報

時報

彙報

彙報

論説

時報

彙報



神社昇格 神社昇格
文苑 文苑

叙任辞令 叙任辞令
353号 昭和7年12月25日 巻頭辞 巻頭之辞

神社本来の意義と其の機能 梅本寛一
神道の、原理と信仰と（一） 吉原博見
祝詞作文法講義 佐伯有義
神社建築に就て

特殊慣行神事 犬山の三光祭 日比野安喜良
郡市神職会長会議
神宮大麻及暦頒布式
第六回氏子総代会
熱田神宮仮殿遷座祭
八名郡大麻及暦頒布式並氏子総代会
丹羽郡大麻及暦頒布式並氏子総代会
学階試験執行
新年御題 昭和8年宮中歌会始勅題「朝海」
吉川理事の訃
椙森八幡社と氏子 定盛建太郎
愛知県民大会
対連盟愛知県民大会発起人挨拶
本会理事異動
氏子総代徽章制定
愛知国学院生徒の見学旅行
日常生活の心得草
尾張神名帳集説本の訂考増刷
昭和八年度　神宮皇学館普通科生徒募集要項

神社昇格 神社昇格
叙任辞令 叙任辞令

354号 昭和8年3月15日 巻頭之辞 巻頭之辞
神道の、原理と信仰と（二） 吉原博見
社会浄化と神道 倉地凞暱
自力更生と敬神 井田靏次郎

那古野神社の車樂に就て 水野淺茅

幡豆郡のテンテコ祭 名倉平三郎
時報 本会代議員会

幡豆郡の慰霊祭並氏子総代会
北設楽郡の神職及主礼懇談会
自力更生に邁進せる補習学校生徒
佐脇神社敬神婦人会総会
皇道会設置
愛知国学院卒業者状況
祈年祭供進参向
愛知県国防義会設立
対連盟愛知県民大会
神社功労者表彰
愛知国学院卒業式
皇典講究所主催講習会中止
名古屋地方招魂祭

神社昇格 神社昇格
文苑 文苑

任免辞令 任免辞令
355号 昭和8年6月20日 国際連盟離脱に際して渙発された聖詔

内閣総理大臣の告諭
愛知県知事の訓令
神の道（承前） 高松定久
心と物（自力更生は敬神更生に他ならず） 憂国生
祭を過ぎりての途上に 浅野桜魂生

特殊神事 犬山祭 倉地白灘
第五回愛知県神職会総会
物故神職の慰霊祭其他の状況
第八回全国神職会評議員会
満州事変戦病死者等慰霊祭
国幣中社真清田神社本殿遷座祭
名古屋市の神職講習会
八名郡神職会の対時局運動
寶飯郡神職会の国威宣揚並出動軍人武運長久祈願祭
丹羽郡神職会主催戦死者慰霊祭
新嘗祭献穀畠播種式
海部郡農会の農神祭
国威宣揚祈願祭並氏子総代会
県外神社視察状況 東京府、神奈川県、滋賀県、岡山県
蟹江小学校児童の篤行
愛知県人会開催
万葉講座開設予告

文苑 文苑
任免辞令 任免辞令

356号 昭和8年9月15日 巻頭之辞
正副総裁送迎之辞

論説 神道管見　神道の存在に関する三観点 鈴木義一
非常時の意義と国民の覚悟
自力更生に対する所感 田澤義鋪
祈雨二十一日の礼験 天野直松

講演 万葉集に現れたる尾張三河の歌（其の一） 高崎正秀
特殊神事 東三河に於ける御神事笹踊 生田小平次

東海中部五県連合神職会総会
学務部長会議
調査委員会近況
郡市神職会長会議
夏期講習会概況
道府県神社事務主任者会議
日本精神顕彰会第四回講習会に参加して
国宝指定の伊賀八幡宮
知多郡の児童入学奉告祭
国学院大学万葉講座
八名郡神職会の夏期講習会
岡崎市の神社参拝子供会
神宮大麻及暦昭和七年度頒布種類別員数表
豊橋市神職会主催夏季講習会
幡豆郡の夏季大学日本精神講座
神宮大麻及暦頒布状況
三河一宮本宮山敬神座談の一夜 砥鹿山人生
寶飯郡神職会員の西日本著名神社歴拝記
顕彰状及殉国相伝牌伝達式
新嘗祭献穀粟摘穂式

文苑 神祇百首の内 松浦此太郎
神社昇格 神社昇格
任免辞令 任免辞令

357号 昭和8年12月20日 巻頭之辞 巻頭之辞
「神ながらの道」の根本原理 梅本寛一
神の道（承前） 高松定久
神道と宗教 市川佐一郎
万葉集に現れたる尾三地方の歌（その二） 高崎正秀
社会問題と神道 鶴藤幾太

特殊神事 熱田神宮正月の特殊神事概観 高木好次
神宮大麻及暦頒布式
第七回氏子総代会
神宮大麻及暦頒布に関し本県よりの通牒
満州事変戦病没者慰霊祭
寶飯郡の大麻及暦頒布式並氏子総代会
八名郡の大麻及暦頒布式並氏子総代会
豊橋市の大麻及暦頒布式並氏子総代会
丹羽郡の大麻及暦頒布式並氏子総代会
渥美郡中部の大麻及暦頒布式並氏子総代会
三河一宮本宮山敬神座談の一夜（その二） 砥鹿山人生
熱田神宮献詠祭
新嘗祭献穀田抜穂式
学階試験施行
祝詞祭式検定試験
磯丸祭献詠記録の敍 天直生
参宮の記 川澄才
北設郡上津具村郷社八幡神社参拝のすすめ
和歌
俳句

神社昇格 神社昇格
任免辞令 任免辞令

358号 昭和9年3月15日 足助次郎重範公事蹟

論説

講演

時報

彙報

雑報

時報

彙報

雑報

巻頭之辞

説苑

時報

論説

特殊慣行神事

彙報

雑報

巻頭之辞

論説

雑報

文苑

彙報

雑報

論説

講演

時報

彙報



巻頭之辞 巻頭之辞
論説 「神ながらの道」の根本原理（承前） 梅本寛一
講演 日本精神講座 河野省三

研究資料 尾張地方のイハクラに就いて 遠山正雄
時報 本会代議員会状況

本会講演部設置
幡豆郡神職会の慰霊祭及氏子総代会
寶飯郡佐脇神社の敬神婦人会
額田郡神職会及岡崎市神職会連合主催の物故神職慰霊祭と氏子総代会
神社功労者表彰
県外神社視察状況 富山県
愛知県の市区町村社寺主任会議
三河一宮本宮山敬神座談の一夜（其の三） 砥鹿山人生
知多郡成岩町の敬神美談
建武中興六百年記念祭執行について
和歌
漢詩

任免辞令 任免辞令
359号 昭和9年6月25日 祭式講習科講習員募集

巻頭之辞 巻頭之辞
論説 神社と神使（其の一） 生田小平次
説苑 巴江神社の宝物「聖像十哲」について 渡邊松生
講演 日本精神講座（承前） 河野省三

特殊神事 津島神社の春縣祭 国幣中社津島神社社務所
山本内相の訓示と指示
東海中部五県連合神職会総会
第六回愛知県神職会総会
第九回全国神職会評議員会
宮司談合会
全国社司社掌会大会
物故神職の慰霊祭其他の状況
神職優遇の勅令公布
国幣中社大縣神社献穀祭
寶飯郡の満州派遣並在満軍人武運長久祈願祭
国幣中社大縣神社昇格十五周年記念祭並竣功奉祝祭
知多郡の氏子総代会
八名郡の出動将兵武運長久祈願祭
幡豆郡の出動将兵武運長久祈願祭
愛知国学院生徒入学及卒業の状況
和歌
俳句
漢詩

神社昇格 神社昇格
任免辞令 任免辞令

360号 昭和9年10月15日 巻頭之辞 巻頭之辞
論説 神の道 高松定久

巴江神社の宝物「聖像十哲」について 澤邊松生
戦病没軍人葬儀に就きて 生田小平次
日本精神講座（承前） 河野省三
万葉集に現れたる尾三地方の歌（その三） 高崎正秀
郡市神職会長会議
本会代議員選出
本会代議員会状況
府県社以下公費供進制度確立
満州事変戦病没者慰霊祭
神社祭式講習会
三河神職弓道大会
知多郡の在営兵武運長久祈願祭
北設楽郡の神前結婚式研究会
北設楽郡の武運長久祈願祭
幡豆郡の事務研究会
碧海郡の青年幹部講習会
寶飯郡の神社事務講習会
知多郡三和村の氏子惣代懇談会
寶飯郡神職会の非常時対策
豊橋市八名郡連合神職講習会概況
丹羽郡神職会第一回座談会
碧海郡の神社祭式普及化
南設楽郡祭式始伝習会
中島郡の在満出動将兵武運長久祈願祭
漢詩
和歌・俳句

神社昇格 神社昇格
任免辞令 任免辞令
附録 中国四国地方の神社参拝と名勝史蹟視察の旅

361号 昭和9年12月30日 巻頭之辞 昭和九年を送る
副総裁と副会長を送り迎ふ
神道管見（其の二）　神道の発生と其の成立に就て 鈴木義一
所感 定盛天佑

講演 神宮と国民の奉賽について 阪本廣太郎
万葉集に現れたる尾三地方の歌（その四） 高崎正秀
予算の追加及更生に就て 新美鑑一
郡市神職会長会議
神宮大麻及暦頒布式
第八回県内神社氏子総代会
神宮大麻及暦頒布に関し本県よりの通牒
神宮大麻及暦の頒布状況
中国四国地方神社参拝団並名勝古跡視察旅行
丹羽郡の大麻及暦頒布式並氏子総代会
東加茂郡の大麻及暦頒布式並氏子総代会
西加茂郡の大麻及暦頒布式
豊橋市の大麻及暦頒布式並氏子総代会
南設楽郡の大麻及暦頒布式
名古屋市南区神社会創立総会
第二回全国神職会の講習会に出席して
日本精神顕修会第七回講習会状況 伊藤晃雄
新年勅題 昭和10年の宮中歌会始御題「地邊鶴」
三河一宮本宮山敬神座談の一夜（其の四）
学階司業検定試験施行
祝詞祭式検定試験
三河一宮砥鹿神社主催神祇大講演会
愛知県國學院講師異動
神職帰幽
漢詩
和歌
俳句

供進指定神社 神饌幣帛料供進指定神社
任免辞令 任免辞令

362号 昭和10年3月15日 巻頭之辞 巻頭之辞 3頁から16頁にかけて欠落
論説 神の道（承前） 高松定久

神職と氏子崇敬者に就て 加藤生
偶感随想 安里生

講演 日本精神と「やまとことば」の幽邃味 梅本寛一 17頁から始まる
本会代議員会状況
本会役員の更迭
東春日井郡の在満将士武運長久祈願祭
神社功労者表彰
神社へ公費供進の件
学神祭概況
三河一宮賞授与式
大縣神社の献穀祭と大縣賞授与式
神職の心得に就て 中川誠風
国史奉唱歌 齋藤幾三郎
神社参拝旅行日記
愛知県国防義会に就て 鋤柄政治
漢詩
和歌
俳句

神社昇格 神社昇格
任免辞令 任免辞令

363号 昭和10年7月3日 巻頭之辞 巻頭之辞
論説 神の道（承前） 高松定久
説苑 兼務神社の奉仕に就て 中川誠風
講演 上代尾張の文化と神社に就て 丹羽欽治

地方長官会議に於ける各大臣の訓示
学務部長会議に於ける内相の訓示
第一回全国神職大会
第十回全国神職会評議員会

彙報

雑報

文苑

時報

文苑

論説

研究資料

時報

彙報

雑報

彙報

文苑

説苑

講演

時報

彙報

文苑

説苑

時報

彙報

雑報

文苑

時報



東海中部五県連合神職大会
第七回愛知県神職会総会
宮司懇談会
本会副総裁送迎之辞
社司社掌懇談会
愛知国学院卒業者其他の状況
県外神社視察状況 福井県、京都府、山梨県、静岡県
額田郡の在満将兵武運長久祈願祭
額田郡の神社事務研究会
知多郡の氏子崇敬者総代会
名古屋市に於ける大楠公殉節六百年記念事業
物故神職の合祀祭其他の状況
名古屋東照宮の国宝指定奉告祭
大楠公六百年大祭奉賛会旌表
新嘗祭供御献穀田植式状況
岡崎市六所神社の国宝指定奉告祭
和歌
俳句

神社昇格 神社昇格
任免辞令 任免辞令
編修余録 編修余録

364号 昭和10年9月23日 巻頭之辞 巻頭之辞
国体明徴ノ声明書
諭告 諭告第二号
「まつり」の本義と実生活 梅本寛一
儒教の日本精神に及ぼせる影響 澤邊松生
神宮機殿神社と神御衣祭に就て 天野直松
神社の経営に就て 中川誠風
公費供進の制と神職 森岡政一
供進金に就ての希望 村松治三郎
戦病死者の村葬に就て 鳳山生
神明の霊験に就て 杉山遊眞
本会代議員会
郡市神職会長会議
神宮大麻及暦の頒布状況
渥美郡の神社事務研究会
渥美郡の武運長久祈願祭
神宮大麻及暦昭和九年度頒布種類別員数表
八名郡の在満将士武運長久祈願祭
丹羽郡の在満将士武運長久祈願祭
雅楽講習会開催
岡崎市の武運長久祈願祭
額田郡の例会並遥拝式
北設楽郡神職の雑祭式講習会
北設楽郡の在満将士武運長久祈願祭
知多郡神職会役員会
知多郡の夏期講習会
東三神職連合会主催夏期講習会
名古屋市神職会の選粛祈願祭
碧海郡の青年幹部講習会
幡豆郡の青年幹部講習会
東春日井郡の神道講演会
御陵墓及神社参拝略記 石原逆一
郷社佐脇神社を中心とする社会的施設 生田小平次
青年幹部講習会を観るの記 杉浦定之助
郷土の神社 小笠原正己
郷土の神社 藤江由雄
碧海郡神職会奨学補助金規定
社会教育教化団体代表者協議会
全三河の弓道大会
満州事変戦病者慰霊祭
明治神宮献詠会規則
漢詩
和歌
俳句

供進指定神社 供進指定神社
任免辞令 任免辞令
編修余録 編修余録

365号 昭和10年12月23日 巻頭之辞 巻頭之辞
国体明徴ニ関スル声明
神社と神使（其の三） 生田小平次
水戸学と久留米の祠官眞木保臣 澤邊松生
霊の個性に就いて 鈴木日出年
本邦綿業の祖神を祀る天竹社 大河原昌勝
神宮機殿神社と神御衣祭に就て（承前） 天野直松
神徳宣揚講演法について 武内明道
神社の経営に就て基本財産蓄積（其二） 中川誠風
神明の霊験に就て 杉山遊眞
神宮大麻及暦頒布式
大麻頒布の徹底に関する通牒
神宮大麻及暦頒布に関し本県の通牒
第九回県内神社氏子総代会
愛知国学院校舎増改築
熱田神宮本殿遷座祭執行
津島神社仮殿遷座祭執行
丹羽郡の神宮大麻及暦頒布式並氏子総代会
北設楽郡に於ける神前結婚式の普及と結婚改善の座談会
額田郡及岡崎市連合招魂祭状況
深川神社の神楽殿及社務所新築奉告祭
寶飯郡の大麻及暦頒布式並氏子総代会
西加茂郡の国民精神強調週間奉告祭
南設楽郡の神宮大麻及暦頒布式
県外神社視察状況 鳥取県、島根県、千葉県、栃木県
豊橋市の神宮大麻及暦頒布式並氏子総代会
岡崎市の神宮大麻及暦頒布式
西加茂郡の神宮大麻及暦頒布式
八名郡の神宮大麻及暦頒布式並氏子総代会
豊橋市に於ける国体明徴講演会
熱田神宮献詠祭
三河神職弓道大会の記
岡崎市神職会の給与金規程
官祭招魂社献燈会設立
県社猿投神社の基本金造成方法設定
漢詩
和歌
俳句

神社昇格 神社昇格
任免辞令 任免辞令

366号 昭和11年4月22日 巻頭之辞 巻頭之辞
吏道振粛に関し篠原本県知事は県下市町村長及各庁長へ四月六日訓第二六三
号を以て左の訓令を発せられた
「ザ」（座）の観念と家族精神 梅本寛一
神の道（承前） 高松定久
神明と国体に就いて 井田靏次郎
神社中心と農山村の繁栄策 中川誠風
祭祀の重大性に就いて 森岡政一
神社と神使（其の四） 生田小平次
神明の霊験に就て 杉山遊眞

講演 尾張氏の本貫と田縣神社 丹羽欽治
本会代議員会
本会理事会
愛知国学院卒業式
社寺兵事課員異動
愛知国学院校舎増築工事竣成奉告祭執行
南設楽郡神職会主催大弓会 鳳山生
新城町郷社富永神社の大弓会 鳳山生
北設楽神職会総会
知多郡の敬神講演会
新年の初会合に参加して 齋藤幾三郎
小学生の敬神美談
北設楽郡通信一束 村松治三郎
国威宣揚武運長久祈願祭並事変殉死者慰霊祭
敬神の旅 太田新之助
漢詩
俳句
和歌

任免辞令 任免辞令
367号 昭和11年7月15日 巻頭之辞 巻頭之辞
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説苑

時報

彙報

雑報
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時報

彙報

雑報
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時報
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時報



桑原全本会会長を送る
論説 我国上代の伝説及年紀に就いて 澤邊松生

亀崎神前神社の潮干祭 成田昇三
祭政一元の自覚 今泉鳳山
敬神と教育 定盛天佑
講話術に就いて 武内明道
神験に就いて 杉山遊眞
第八回愛知県神職会総会
東海中部五県連合神職大会
全国神職会評議員会
第二回全国神職大会
潮内相の訓示と指示
物故神職合祀祭及霊祭執行
知多郡八幡町の時局講演会
知多郡の氏子総代会
尾張八幡神社少年会発会式
帝都の神社巡拝記 辻下春水
本会役員異動
新嘗祭献穀斎田畠の播種祭及び御田植祭
三宅友信公御贈位神前奉告祭
北設楽郡の敬神美談 佐藤珍水
県内小学校に於ける神棚及神祠奉齏の状況
神棚又ハ神祠ノ設備ヲ有スル小学校数調
愛知県に於ける神社功労者表彰
全国神職会に於ける神社功労者表彰
桑原翁送別会
漢詩
和歌
俳句

神社昇格 神社昇格
任免辞令 任免辞令

時報
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雑報

文苑

特殊神事

説苑


	Sheet1

